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序

  茨城県では，݈શな੨গ年の育成とॆ࣮した教育の࣮施のため，଱

਒ิڧ等のݱঢ়にଈした校ࣷの改築，Αり๛かな人間ੑと஌ࣝΛ育

Ήための教育施設のݐ設がܭը的かͭਝ଎にਐめられています。

　茨城県立水戸第三高等学校図書館改築工事は，茨城県教育ҕһ会

が࿝ٺ化した図書館Λ改築し，Ұ૚の教育ৼڵΛ図るために，ܭը

された΋のです。しかしながら，この事業༧ఆ地内には埋蔵文化財

แ蔵地である水戸城跡が所在することから，記録อଘのા置Λͣߨ

るඞ要があるため，౰財団が茨城県教育ҕһ会から埋蔵文化財発۷

調査のҕୗΛडけ，平成 22 年６月から平成 22 年 10 月までの５か月

間にわたり，これΛ࣮施しました。

　ຊ書は，水戸城跡の調査の成ՌΛ収録した΋のです。学ज़的なݚ

・に対するཧղΛਂめ，教育࢙土のྺڷ，ྉとしては΋とΑりࢿڀ

文化の޲上のҰॿとして௖ければ޾いです。

るまで，ҕୗࢸ行にץになりますが，発۷調査から報告書のޙ࠷　

者であります茨城県教育ҕһ会からଟ大な御ྗڠΛࣀりましたこと

に対し，ް͘御ྱਃし上͛ますとと΋に，茨城県教育ҕһ会，水戸

市教育ҕһ会Λはじめ，関֤܎位からいたͩいた御ࢦಋ，御ྗڠに

対しਂ͘ँײਃし上͛ます。

財団法人茨城県教育財団

ཧ 事 ௕ ླ ໦ ۍ Ұ

平成 24 年３月





例 言

１　ຊ書は，茨城県教育ҕһ会財຿՝のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成 22 年度に発۷調査Λ࣮

施した，茨城県水戸市三の丸２丁目７番地の 27 に所在する水戸城跡の発۷調査報告書である。

２　発۷調査期間ٴͼ整ཧ期間は以Լのとおりである。

　　　調査　平成 22 年６月１日～ 10 月 31 日

　　　整ཧ　平成 23 年５月１日～ ̕月 30 日

３　発۷調査は，調査՝௕஑田ߊҰの΋と，以Լの者が୲౰した。

　　　ट੮調査һ݉൝௕　　　　஥ଜߒҰ࿠

　　　ट੮調査һ　　　　　　　小ᖒॏ༤　　　

　　　調　査　һ　　　　　　　松林秀和　　　

４　整ཧٴͼຊ書のࣥච・編集は，整ཧ՝௕原৴田ਖ਼෉の΋と，調査һ松林秀和が୲౰した。

５　第 2A 号石組み遺構から࠾औした土৕のد生஬ཛ分ੳ，第 2A 号石組み遺構ٴͼ第 24 号土坑からग़土し

た໦ࡐのथ種ಉఆにͭいてはύリノ・αーϰΣイ株式会社にҕୗし，考࡯は෇ষとしてר຤にࡌܝした。

６　ຊ書の作成にあたり，水戸城二の丸御殿の部屋割図Λ，ಹՑ市在住の小୐近তࢯにࢿྉΛఏڙ௖いた。



凡 例

１　౰遺跡の地区設ఆは 
 日ຊ平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭ʹʴ 41.640 ｍ 
 ̮ʹʴ 58.280 ｍのަ఺Λ

基४఺（̖１a1）とした。なお，この原఺は，日ຊଌ地ܥにΑる基४఺である。

　　この基४఺Λ基に遺跡ൣғ内Λ東੢・ೆ北֤ʑ 40 ｍํ࢛の大調査区に分割し，さらに，この大調査区Λ

東੢・ೆ北に֤ʑ 10 等分し，４ｍํ࢛の小調査区Λ設ఆした。

　　大調査区の名শは，アϧϑΝϕットとࢉ用数ࣈΛ用い，北からೆへ̖，̗ ，̘ ʜ，੢から東へ１
 ２
 ３ʜとし，

ʮ̖１区ʯʮ̗２区ʯのΑうにݺশした。さらに小調査区は，北からೆへ a，b，cʜK，੢から東へ 1，2，3，

ʜ0 とし，名শは，大調査区の名শΛףしてʮ̖１a1 区ʯʮ̗２b2 区ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌ図・Ұཡද・遺物࡯؍ද等で使用した記号は࣍のとおりである。

　　遺構　　̥－ピット  PG －ピット群　SA －柱穴列跡　SD －溝跡　SE －井戸跡　SF －道路跡　

　　　　　　SI －竪穴住居跡　S, －土坑　SX －不明遺構

　　遺物　　DP －土製品　̜－ガラス製品　̢－金属製品　̥－土器・陶磁器　̦－石器・石製品　Ｔ－瓦

　　　　　　TP －୓ຊ記録土器　

　　土૚　　̠－֧ཚ

３　遺構・遺物࣮ଌ図の作成ํ法にͭいては，࣍のとおりである。

　（1）遺構શମ図は 100 分の１，֤遺構の࣮ଌ図は 60 分の１のॖईでࡌܝすることΛ基ຊとした。種類や大

　きさにΑりҟなる৔߹は，ݸʑにॖईΛスέーϧでදࣔした。

　（2）遺物࣮ଌ図は原ଇとして３分の１のॖईとした Ň 種類や大きさにΑりҟなる৔߹は 
 ʑにॖईΛスέݸ

　ーϧでදࣔした。

　（3）遺構・遺物࣮ଌ図中のදࣔは，࣍のとおりである。

　　　　　　　ম土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉・火চ面・石・ඃ೤ࠟ

　　　　　　　ᜱ部ࡐ・೪土ൣғ・࠭ൣғ・୸化ࠇ・ࡐ৭ॲཧ　　　　　༉煙・ഗ・๽ࠟ

         ˔土器　　˓土製品　　˘石器・石製品　　˚金属製品　　˙瓦　　―✢―ʖߗ化面

４　土૚࡯؍と遺物における৭調の൑ఆは，h ৽版標४土৭஽ （ɦ小ࢁਖ਼஧・஛原秀༤編著　日ຊ৭ݚ事業株

式会社）Λ使用した。

５　遺構Ұཡද・遺物࡯؍දのද記にͭいては，࣍のとおりである。

。ଘ஋は（　）で，ਪఆ஋はʦ　ʧΛ෇してࣔしたݱ，ଌ஋の୯位はｍ，ᶲ，ᶵ，̶である。なおܭ（1）　

　（2）遺物࡯؍දのඋ考のཝは，࢒ଘ཰や写真図版番号，そのଞඞ要とࢥわれる事項Λ記した。

　（3）遺物番号は௨し番号とし，ຊ文，ૠ図，࡯؍ද，写真図版に記した番号とಉҰとした。

６　竪穴住居跡のʮ主࣠ʯは，ᜱΛ௨る࣠線とし，主࣠ํ޲は，そのଞの遺構の௕࣠（ܘ）ํ޲とڞに，࠲

標北からみて，どのํ޲にどれͩけৼれているかΛ֯度でදࣔした（ྫ　̣－ 10˃－Ｅ）。

７　瓦ٴͼ石組みの石ࡐ等にͭいてのܭଌ位置は，Լ図にࣔしたとおりである。
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遺跡の位置と調査の目的

　水戸城跡は，̧̟ ৗ
㆘㇇ㆄ

൬
ㆰ㇓

線
㆛㇓

水戸Ӻの北ଆ，ಹ
ㆪ ㆉ

Ց઒
ㆋ㇏

と

ࡩ
㆕ㆎ㇉ㆋ㇏

઒にڬまれた，水戸市֗Λ؟Լに๬Ή標高 30m の

୆
ㆠㆂㆡ㆘㇇ㆄ

地上に位置しています。今回，茨城県立水戸第三高等

学校の図書館改築工事に伴い，遺跡の記録อଘΛ目的と

して，茨城県教育財団が，平成 22 年度に発۷調査Λ࣮

施しました。

調査の内容

　調査区の面積は 270㎡で，Ұଳは，ח૔時代からݱ在まで，屋敷や城，学校

など，様ʑなܗで利用されてきたྺ࢙があります。今回の調査で，ݱ在の地面

のԼに，۝ͭの面Λ確認することができました。上から，確認できた面Λ第１

代にわたっていݹ代の面で，以Լ近代からݱ面は࣍面としました。第１࣍̕～

ます。

調査区全景（南側から）

水戸市 ˔
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　調査は，時期の৽しい面から行い，

調査がऴྃしたら࣍の面の調査にҠる

というํ法で行いました。

　第２࣍面は明࣏時代～ত和，第３～

・面は安土࣍戸時代，第６ߐ面は࣍５

౧ࢁ時代，第７・̔࣍面はࣨொ時代，

第࣍̕面は平安時代～ח૔時代になる

と考えられます。第࣍̕面からは平安

時代（約 1
100 年前）の竪
㆟ㆦㆀㆪ

穴住
㆘㇅ㆄㆌ㇇ㆀㆨ

居跡と中世の火
ㆉ

葬
㆝ㆄ

土
ㆩ

坑
㆓ㆄ

が確認でき，この面では

੝
㇂㇊

土
ㆩ

などが行われていないことが分かりました。第̔࣍面は，ग़土遺物などか

ら，上の第７࣍面と近い時期と考えられ，Ұ度の改
ㆉㆂ㆗㇅ㆄ

मの中で，Կ度΋੝土Λ行

っていたՄೳੑがあります。第６・７࣍面からは井
ㆂ ㆩ

戸跡
ㆀㆨ

が確認でき，౰時の生

。面であったと考えられます׆

調査区の壁面で確認できた整地面の土層断面

１

３
４ 

５

６

７

８

９

（江戸時代
  の盛土）

（以下自然
  堆積層）

●
●

（江戸時代
  の生活面）

２（師範学校
　  の時期）

（近世と
  中世の境）

（現代の
  盛土）１

２

３

４ 

５

６

７

８

９

次面

次面

次面

次面

次面

次面

次面

次面

次面

平安時代の住居跡（第９次面）

－ 2 －



　 第 ３ ～ ５ ࣍ 面

は，今回の調査の

中৺となるߐ戸時

代です。調査区の

पลは水戸城の二

の丸にあたり，࢒

されたֆ図面との

対応から，徳
ㆨㆎㆋ㇏

઒ࢯ
㆗

にΑって築かれた

二
ㆫ

の丸
ㆾ㇋

御
㆔

殿
ㆦ㇓

のほぼ

中央に位置すると

考えられます。

　この時期の遺
ㆂ

構
㆓ㆄ

は，ڽ
ㆍ㇇ㆄㆉㆂㆋ㇓

灰ؠの੾
ㆌ㇊

石
ㆂ㆗

Λ使用した石
ㆂ㆗

組
㆏

み

遺構やಉじ石ࡐΛԜ
ㆈㆄ

ঢ়にՃ工した用ࣈ
㇈ㆄㆯㆂ㆙ㆂ

排水路
㇍

跡
ㆀㆨ

などが確認できました。ڽ灰

は，水ؠ
ㆿ ㆨ

戸ԫ
㆓ㆄ㇂㇓

໳として஌られる，２代水戸ൡ主の徳
ㆨㆎㆋ㇏ㆿㆤㆎㆫ

઒ޫᅮにΑって作られた

ּ
ㆉ㆕ㆯ㇉㆙ㆂㆩㆄ

原水道で΋用いられており，౰時は，この石ࡐがྑ͘使われていたことが分

かります。

二の丸御殿の部屋割図と調査区の推定位置

石組み遺構（第４次面，写真上の二つ） 直線状に延びる用排水路跡（第３次面）
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　第２࣍面は，明࣏時代以߱です。水戸城がそのྺ࢙にນ

ΛԼΖしたޙ，その跡
ㆀㆨ

地
ㆡ

に，茨
ㆂㆰ㇉ㆌ㆐㇓

城県ਘ
㆘㇓

ৗ
㆘㇇ㆄ

師
㆗

ൣ
ㆯ㇓

学
ㆋㆣ㆓ㆄ

校がҠసし

てきました。この面の遺構からはʮ師
㆗

ʯの文ࣈがプリント

された磁器がग़土しており，師ൣ学校でڅࢧされた΋のと

ߐ，われます。城から学校へとその໾割はมわりますがࢥ

戸時代の用排水路跡に৽たに陶製の土管Λ設置して使用するなど，水戸城の構

଄Λ利用してݐてられていることが分かりました。

第４次面で出土した遺物

調査の結果

　今回の調査で，様ʑな時代に行われた大規模な整
㆛ㆂ

地
ㆡ

の様子Λ確認することが

できました。整地がԿ度΋行われていることから，調査区पลは，この地ҬΛ

，める者にとって，とて΋ॏ要な৔所であったことが分かります。その中で΋࣏

Λཪ෇࣮࢙，面が２面確認できたことは，改मの記録とҰகし׆戸時代の生ߐ

けるڵຯਂい݁Ռとなりました。またߐ戸時代の石組み遺構や用排水路跡が確

認できたことは，ৄしいことが分かっていなかった水戸城の二の丸御殿の様子

Λ஌る上で，ॏ要なࢿྉとなります。

　ग़土遺物は，土
ㆯ ㆘

師質
㆗ㆤ

土
ㆩ ㆌ

器の皿や火
ㆲ

鉢
ㆰㆡ

，陶
ㆨㆄ

磁
㆘ ㆌ

器，大ྔの瓦
ㆉ㇏㇉

などがあります。ग़

土した陶器の中には，̕代水戸ൡ主の徳
ㆨㆎㆋ㇏ㆪ㇊ㆀㆌ

઒੪তにΑって࢝められたࣣ
㆗ㆡ㇁㇓㇄ㆌ

面মの

౮
ㆨㆄㆿ㇇ㆄ

明皿
㆖㇉

や土
ㆩ

瓶
ㆳ㇓

など΋見られます。

七面焼の土瓶（第３次面出土）

七面焼の灯明皿（第３次面出土）

「師」の文字が入った磁器
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　茨城県教育ҕһ会財຿՝は，水戸市において，県立水戸第三高等学校図書館の改築事業Λਐめている。

　平成 21 年̕月 16 日，茨城県教育ҕһ会財຿՝は，茨城県教育ҕһ会教育௕に対して，県立水戸第三高等学

校図書館改築事業における埋蔵文化財の所在の༗ແٴͼそのऔりѻいにͭいてর会した。これΛडけて茨城県

教育ҕһ会は，平成 21 年̕月 17 日にݱ地౿査Λ，平成 21 年̕月 25 日に۷ࢼ調査Λ࣮施し，水戸城跡の所在

Λ確認した。

　平成 21 年 12 月７日，茨城県教育ҕһ会教育௕は，茨城県教育ҕһ会財຿՝に対して，事業地内に水戸城跡

が所在すること，ٴͼそのऔりѻいにͭいて別్ٞڠがඞ要であるࢫΛ回౴した。

　平成 22 年１月̔日，茨城県教育ҕһ会財຿՝は，茨城県教育ҕһ会教育௕に対して，文化財อޢ法第 94 条

に基ͮき，土໦工事等のための埋蔵文化財แ蔵地の発۷にͭいて௨஌した。茨城県教育ҕһ会教育௕は，茨城

県教育ҕһ会財຿՝あてに，ݱঢ়อଘがࠔ೉であることから，記録อଘのための発۷調査がඞ要であるとܾఆ

し，平成 22 年２月 16 日，工事ணख前に発۷調査Λ࣮施するΑう௨஌した。

　平成 22 年３月̕日，茨城県教育ҕһ会財຿՝は，茨城県教育ҕһ会教育௕に対して，県立水戸第三高等学

校図書館改築事業に܎る埋蔵文化財発۷調査の࣮施にͭいてのٞڠ書Λఏग़した。平成 22 年３月 15 日，茨城

県教育ҕһ会教育௕は，茨城県教育ҕһ会財຿՝に対して，水戸城跡にͭいての発۷調査のൣғٴͼ面積等に

ͭいて回౴し，ซͤて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団Λ঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県教育ҕһ会財຿՝から埋蔵文化財発۷事業にͭいてҕୗΛडけ，平成

22 年６月１日から 10 月 31 日まで発۷調査Λ࣮施した。

　　第１અ 調査にࢸる経緯

第１ষ　調 査 経 緯

調 査 経 ա

　水戸城跡の調査は，平成 22 年６月１日から 10 月 31 日までの５か月間にわたって࣮施した。以Լ，その֓

要Λදで記ࡌする。

　　第２અ

期間
工ఔ ６　月 ７　月 ̔　月 ̕　月 10　月

調 査 ४ උ
ද 土 আ ڈ
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 ચ ড়
஫ 記
写 真 整 ཧ

ิ ଍ 調 査

ఫ 収
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　　第１અ

　　第２અ

地 ཧ 的 ؀ ڥ

ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

第２ষ　位 置 と ؀ ڥ

　水戸城跡は，茨城県水戸市三の丸２丁目７番地の 27 に所在している。

　水戸市は，県のほぼ中央部に位置し，北はಹՑ市・東茨城܊城ཬொ，東はͻたちなか市・東茨城܊大ચொ，

ೆは東茨城܊茨城ொ，੢はּ間市と઀している。౰市は，ߐ戸時代に水戸徳઒Ոの城Լொとしてӫえ，明࣏時

代以߱は県ி所在地として，ຊ県の੓࣏，経ࡁ，文化の中৺地となっている。

　市Ҭの地ܗは，੢部が八溝ࢁ地中央部のܲ଍ࢁմに属する標高 60 ～ 200m のٰྕ地，中央部が茨城୆地の

北東部にあたる標高 20 ～ 30m の水戸୆地，北部のҰ部が標高 30 ～ 40m のಹՑ୆地，北部から東部へྲྀれる

ಹՑ઒のྲྀҬが標高 10 ｍ以Լのԭ積௿地からなり，このうち୆地部が࠷΋޿い地ҬΛ઎めている。また，水

戸୆地はಹՑ઒のྲྀࢧである୔౉઒，ࡩ઒，ٯ઒にΑって上市୆地，見和୆地，ઍ೾୆地，٢田୆地に分けら

れ，౰遺跡は上市୆地のઌ୺部に位置している。

୆地の地質は，ݹ生代のܲ଍૚Λ基൫とし，Լ૚から第三ل૚の泥ؠからなる水戸૚，第ل࢛૚の೪土や࠭で

構成される見和૚，ஈٰ᛽૚の上市૚，灰ന৭೪土のৗ૯೪土૚，関東ローϜ૚のॱにଯ積している。また，௿

地部はԭ積୩に河઒ଯ積物である࠭᛽૚がଯ積し，৔所にΑっては༗機質のࠇ৭泥や૲୸類のଯ積が見られる。

　౰遺跡は，水戸市֗地の中৺部，+R ৗ൬線水戸Ӻの北ଆに位置し，北のಹՑ઒，ೆ のઍ೾ބとࡩ઒にڬまれ，

ೆ東にͤりग़したઉঢ়୆地上，ಹՑ઒ӈ؛の標高 30m の୆地上に立地しており，௿地との標高ࠩは約 20m に

城であり，東から東二の丸（ড়ࢁ௕͘Ԇͼる୆地Λງや土ྥで区ըした࿈ֲ式平ࡉͿ。城の構଄は，東੢にٴ

ۂࣉޫ ・ྠԼの丸），ຊ丸，二の丸，三の丸が഑置されている。ݱ在は，学校施設や県三の丸ிࣷ（چ県ிࣷ），

県立図書館などがͭݐ文教地区となっているほか，ຊ丸と二の丸の間のງが +R 水܊線，二の丸と三の丸の間

のງが県道市ໟ水戸線として利用されている。

　今回の調査地は，茨城県立水戸第三高等学校敷地内，چ二の丸御殿のほぼ中央部分にあたる。調査前のگݱ

は学校用地である。

　遺跡の所在する水戸市は，چ石器時代から近世にかけての遺跡が数ଟ͘確認されている１ ）
　　。ここでは，౰遺

跡に関࿈するपล遺跡Λ中৺に，時代͝とに記ड़する。　

石器時代は，ेສ原୆地上のχガαϫ遺跡，二چ　
ㆫ

の୔
㆕㇏

# 遺跡，ドウθンクϘ遺跡などで石器が࠾集されて

おり，े
㆘㇅ㆄ

ສ
ㆾ㇓

原
ㆱ㇉

遺跡では石器集中地఺や集石土坑などが確認されている２）。

　ೄ文時代には，Ѫ
ㆀ ㆟ ㆔

ౠொ
ㆡ㇇ㆄ

遺跡，アラϠ遺跡，௕
ㆡ㇇ㆄ

者
㆘㇃

ࢁ
㇄ㆾ

遺跡，౉
㇏ ㆟ ㇊

ཬொ
ㆡ㇇ㆄ

遺跡などが上市୆地のԑล部に位置し３），こ

の地Ҭがૣい時期から生׆Ҭとして利用されていたことがわかる。また，h ৗ཮ᅳ෩土記ʱにڊ人఻આが記さ

れ４），ݹ代からそのଘ在が஌られていた大
ㆈㆈ

۲
㆏㆗

֋௩Λはじめ，༄
㇄ㆍ

࡚
㆕ㆌ

֋௩ʪ40ʫや٢
㇈ ㆗ ㆠ

田֋௩ʪ26ʫ，安
ㆀ㇓

ָ
㇉ㆎ

ࣉ
㆘

遺跡など，

ಹՑ઒・ࡩ઒のྲྀҬが生׆に๛かなݯࢿΛ༩える生׆にదした৔であったことがうかがえる。

　໻生時代に入るとಹՑ઒ྲྀҬの୆地上Λ中৺に遺跡や遺物が確認されており，上市୆地上においては，੢
ㆫ㆗

原
ㆯ㇉

遺跡，ງ
ㆻ㇊

遺跡，文
ㆶ㇓

ژ
ㆌ㇇ㆄ

二
ㆫ

丁
ㆡ㇇ㆄ

目
㇁

遺跡などがあ͛られる。
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෿時代の上市୆地上の遺跡としては，Ѫݹ　
ㆀ ㆟ ㆔

ౠࢁ
㇄ㆾ

。෿がଘ在しているݹࢁ跡であるѪౠ࢙ఆࢦࠃ，෿群がありݹ

県内では石Ԭ市のस
ㆵㆪ

௩
ㆤㆉ

ࢁ
㇄ㆾ

෿，ৗ཮ଠ田市のᑓݹ
ㆼ㇓

ఱ
ㆦ㇓

ࢁ
㇄ㆾ

શ௕͙࣍෿にݹ 136.5m の大ܗ前ํޙԁ෿である。また，

୆
ㆠㆂ

౉
㇏㆟

ཬ
㇊

遺跡ではҰล 75m とਪఆされるํܗのງがめ͙る߽଒居館跡が発見されている５）。

　ಸྑ・平安時代の౰遺跡पลは，ಹ
ㆪ

լ
ㆉ

ৗ܊
ㆨ ㆌ ㇏

石ڷにൺఆされている。౰時代の主な遺跡としては，ࢦࠃఆ࢙跡

の୆
ㆠㆂ

౉
㇏ ㆟ ㇊

ཬഇ
ㆯㆂ

ࣉ
㆘

跡があ͛られる。௕者ࢁ地区がಹլ܊ᦰのਖ਼૔Ӄにൺఆされており，؍
ㆉ㇓

Ի
ㆮ㇓

ಊ
ㆩㆄ

ࢁ
㇄ㆾ

地区では７世ޙل

൒，ೆ
ㆪ㇓

ํ
ㆽㆄ

地区では 9 世ޙل൒の時期のҟなるࣉӃ跡が確認されている。また，पลにはアラϠ遺跡，௕者ࢁ遺

跡，౉ཬொ遺跡，୆౉ཬ遺跡，੢原遺跡，ງ遺跡，文ژ二丁目遺跡などが分෍しており，୆౉ཬഇࣉ跡Λ中৺

としたこれらの遺跡群は，ಹլ܊の܊ிӃ，ਖ਼૔Ӄ，ࣉӃ，集落がҰମとなった׭ᦰ関࿈遺跡としてଊえられ

ている６）。

　中世以߱になると，水戸地ํにおいて΋ઓཚが続き，ଟ͘の城館が築かれている。౰遺跡पลの主な中世城

館跡は，大
ㆠㆂ

ᎈ
㆘㇇ㆄ

のҰ଒である٢ࢯ
㇈ ㆗ ㆠ

田ࢯの居館と考えられる٢田城跡ʪ29ʫ，大ᎈࢯのࢧ城として築かれ，そのޙ

ߐ
ㆆ

戸
ㆩ

のҰ଒，य़ࢯ
㆗㇅㇓

ळ
㆘㇅ㆄ

の居城であったとされる見ࢯ
ㆿ ㆋ ㇏

઒城跡，大ᎈࢯ഑Լの࣡
㆗ ㆗ ㆩ

戸ࢯの居所とされる中
ㆪㆉ

河
ㆋ

内
ㆡ

館跡ʪ13ʫ

や௕者ࢁ城跡などがある。また，ಹՑ઒ྲྀҬではࢬ
ㆆㆠ

઒
ㆉ㇏

城跡ʪ22ʫ，ງ
ㆻ㇊

ޱ
㆏ㆡ

館跡，෢
㆟ ㆐ ㆠ

田館跡，উ
ㆉㆤ

૔
ㆎ㇉

城跡，੢
ㆫ㆗

໦
ㆌㆮ

૔
ㆎ㇉

館跡，

市
ㆂ ㆡ ㆒

ໟ館跡，ಹՑ୆地上においてはౡ
㆗ㆾ

࡚
㆖ㆌ

館跡，෱
ㆵㆎ

田
ㆠ

中
ㆪㆉ

௶
ㆤㆼ

館跡，ݰ
㆒㇓

൭
ㆰ

ࢁ
㇄ㆾ

館跡，原
ㆯ㇉

௶
ㆤㆼ

館跡，౻
ㆵ㆘

࡙
㆕ㆌ

୮
㆟㇓

ޙ
㆔

館跡，高
㆟ㆉ

໺
ㆮ

ࢯ
㆗

館

跡，ງ
ㆻ㇊

の内
ㆄㆡ

館跡，৽
ㆀ㇉

地
㆘

館跡などのଟ͘の城館跡が確認されている。ಹՑ઒Λ๬Ή୆地上において，༗ྗྖ主૚

Λ௖఺とするྖ地ࢧ഑のωットϫークがみてとれ，੓࣏的・܉事的にॏ要な地であったことがうかがえる７）。

　水戸城は，平安຤期からח૔時代ॳ期にৗ
ㆲ ㆟ ㆡ

཮大
ㆠㆂ㆘㇇ㆄ

ᎈഅ
ㆰ

৔
ㆰ

ࢿ
㆙㆐

װ
㇂ㆨ

が館Λ構えたのが࢝まりで，౰ॳはഅ৔城とݺ

শされていた。അ৔ࢯは大ᎈ৬Λ世ऻしていたため，ݱ石Ԭ市の෎中に居住していたと考えられることから，

അ৔城はࢧ館であり，その規模΋小さかったとਪఆされている。࣍いで応Ӭ 33 年（1426），河
ㆉ ㇏ ㆠ

和田城主ߐ
ㆆ ㆩ

戸道
ㆿㆡ

๪
ㆵ㆕

が大ᎈຬ
ㆿㆤ

װ
㇂ㆨ

のཹकに水戸城Λ઎ڌし，以དྷ 165 年間，ߐ戸ࢯのࢧ഑が続いた。ߐ戸ࢯ時代の水戸城は，居館

のあった内城とその֎ֲである॓城からなり，城ֲとしての構えが成立したと考えられている。ఱਖ਼ 18 年

（1590），ଠ
ㆈㆈ

田
㆟

城のࠤ
㆕

஛
㆟㆐

ٛ
㇈㆗

ॏ
㆗㆒

・ٛ
㇈㆗

એ
ㆮㆶ

がߐ戸ࢯΛ౼െし，ຊڌΛଠ田城から水戸城へҠし，ྖࠃの中৺とఆめた。

内城Λຊ丸，॓城Λ二の丸とし，また二の丸の֎ଆに΋ֲΛ଄り，三の丸としたと఻えられている̔）。さらに，

大ᎈࢯ時代からのݹい水
ㆿ ㆨ

戸明
ㆿ㇇ㆄ

ਆ
㆘㇓

やড়
㆘㇇ㆄ

ޫ
㆓ㆄ

ࣉ
㆘

のあるଆに΋ড়ޫྠۂࣉΛ設けるなど，文࿣２年（1593）からܚ௕

７年（1602）͝Ζまで積ۃ的に城ֲのम築・֦ுΛおこなった。城Լொにおいて΋三の丸の໳前にொ人ொがఆ

められ，城ֲはொ人ொからはっきりと分཭されるなど，徳઒時代の城ֲٴͼ城Լொの基ૅはࠤ஛ࢯの時期に築

かれた。ܚ௕７年（1602）５月，ࠤ஛ࢯは徳
ㆨㆎ

઒
ㆋ㇏

Ո
ㆂㆆ

߁
㇄㆙

にळ田へస෧Λ໋じられ，ಉ年 11 月にはՈ߁の第五子෢
㆟㆐

田
ㆠ

৴
ㆮㆶ

٢
㇈㆗

が水戸城に入෧する。しかし，ཌ年පࢮしたため，Ո߁第े子のཔ
㇈㇊

એ
ㆮㆶ

が城主となる。続いて第ेҰ子པ
㇈㇊

๪
ㆵ㆕

が水戸徳઒Ոのॳ代ൡ主となり，水戸ൡの基ૅΛなした̕）。པ๪は׮Ӭ２年（1625）に城の大म築Λ࢝め，

二の丸Λຊ丸とし，大
ㆈㆈ

ख
ㆦ

ڮ
ㆰ㆗

Λͭ͘った。׮Ӭ５年（1628）には，ຊ丸ଟฉ・二の丸ଳྠۂ・田ொ水໳のී੥が

行われ，׮Ӭ 15 年（1638）には，三の丸のೆ北のֲ໳・ೆ見෇・ߥਆ見෇など΋ͭ͘られた。城Լொに関し

ては，׮Ӭ２年にொ人ΛҠ住さͤた田ொपลがԼொ，それに対して城ֲ部分の୆地上は上ொとݺばれ，整උ֦

ுが行われた。ྠۂ間Λ区ըするງ΋この徳઒時代の΋のとされている。このΑうな整උ֦ுが行われたが，

上ொ・Լொと΋に上用水の確อはࠔ೉であった。そこで徳઒ޫᅮは׮文２年（1662），ּ原不ಈ୩の༙水ΛҾ

͘ためのּ原水道のݐ設にணखし，ཌ年׬成さͤた10）。ఱอ 12 年（1841）には，徳઒੪
ㆪ㇊

ত
ㆀㆌ

にΑってൡ校であ

る߂
㆓ㆄ

道
ㆩㆄ

館
ㆉ㇓

が։かれた。

　そのޙ，ນ຤の૪ཚΛܴえ，水戸城पลで΋౗ນ೿とࠤນ೿にΑる߂道館のઓいがىり，明４࣏年（1871）

にはഇ城ྩがެ෍され，ཌ年，์火にΑりほとんどのݐ物がমࣦした。明࣏ 21 年（1888），水戸城二の丸跡に
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第１図　水戸城跡पล遺跡分෍図（ࠃ土地ཧӃ 25
000 分の１ʮ水戸ʯʮͻたちなかʯ）
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ද１　水戸城跡पล遺跡Ұཡද

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

چ

石

器

ೄ

文

໻

生

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
平
安

中

世

近

世

چ

石

器

ೄ

文

໻

生

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
平
安

中

世

近

世

ᶃ 水 戸 城 跡 ˓ ˓ ˓ 21 市 ໟ 上 ௶ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

２ ແ 名 ݹ ෿ ˓ 22 ࢬ ઒ 城 跡 ˓

３ 東রڥٶ内遺跡 ˓ 23 ෢ ۽ ނ 城 ˓

４ 東রڥٶ内ݹ෿群 ˓ 24 お Լ 屋 敷 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

５ ക 香 火 葬 ุ 跡 ˓ 25 水戸ೆ高校遺跡 ˓ ˓ ˓

６ ז ਆ ொ 遺 跡 ˓ 26 ٢ 田 ֋ ௩ ˓

７ ࣣ 面 製 陶 所 跡 ˓ 27 ٢ 田 ਆ 社 遺 跡 ˓ ˓ ˓

̔ 五 軒 ொ ݹ ෿ 群 ˓ 28 ٢ 田 ݹ ෿ 群 ˓

̕ ฒ 松 ொ 遺 跡 ˓ 29 ٢ 田 城 跡 ˓

10 ౻ 井 ொ 遺 跡 ˓ ˓ 30 ༀ Ԧ Ӄ 東 遺 跡 ˓ ˓ ˓

11 ༄ 河 ொ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 31 安 ָ ࣉ 遺 跡 ˓

12 ൓ ொ 遺 跡 ˓ ˓ 32 大 ڒ ொ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

13 中 河 内 館 跡 ˓ 33 大 ڒ ொ ݹ ෿ ˓

14 ௡ 田 ए ٶ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 34 ԣ ॓ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

15 ఱ ਆ ࢁ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 35 ถ ୔ ொ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

16 ఱ ਆ ࢁ ݹ ෿ ˓ 36 ෱ ୔ ݹ ෿ 群 ˓

17 ఱ ਆ ࢁ 城 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 37 ෷ ୔ ݹ ෿ 群 ˓

18 ੢ 中 ౡ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 38 ּ 原 水 道 ˓

19 上 അ ৔ 遺 跡 ˓ ˓ 39 Լ ຊ ڷ 遺 跡 ˓

20 ௡ 田 ٱ อ 遺 跡 ˓ ˓ 40 ༄ ࡚ ֋ ௩ ˓

－ 8 － － 9 －



は，小学校の教һΛཆ成するために։設された，茨城県ਘৗ師ൣ学校（։設౰ॳは֦ॆ師ൣ学校とݺশ）がҠ

సしてきた。そのޙ，第二࣍世ք大ઓのত和 20 年（1945）の水戸大ۭऻにΑり，三
㆕㇓

֊
ㆉㆂ

࿌
㇄㆏㇉

など΋মࣦし，ݱ在，

౰時の様子Λうかがえる城ֲ施設はほとんど࢒っていない。ݱଘする΋のでは，߂道館がত和 27 年にࢦࠃఆ

特別࢙跡に，߂道館੓ி・ࢸ
㆗

ળ
㆜㇓

ಊ
ㆩㆄ

・ਖ਼໳・ญがত和 39 年にࢦࠃఆॏ要文化財に，土ྥ・ۭງがত和 42 年に県

跡に，ༀ࢙ఆࢦ
㇄ㆎ

ҩ
ㆂ

໳
㇂㇓

がত和 58 年に県ࢦఆ༗ܗ文化財にそれͧれࢦఆされている。

˞文中のʪ ʫ内の番号は，第１図ٴͼද１の౰֘遺跡番号とಉじである。なおຊষは財団報告第 329 集Λ基にし，ए

。Ճචした΋のであるׯ

ம

　１）　茨城県教育ி文化՝ʰ茨城県遺跡地図（地名ද編・地図編）ɦ 茨城県教育ҕһ会　2001 年３月

　２）　օ઒म　ʮेສ原地区市֗地։発事業地内市֗地։発事業地埋蔵文化財調査報告書　ेສ原遺跡１ʯh 茨城県教育財団文化

　　 財調査報告ʱ第 179 集　2001 年３月

　３）　水戸市࢙編さんҕһ会ʰ水戸市࢙　上רʱ水戸市　1963 年 10 月

　４）　h ৗ཮ࠃ෩土記 ಹɦլ܊条　ʮ平௡ӺՈ。੢Ұ二ཬ༗Ԭ。名日大۳。上ݹ༗人。ᱪۃ௕大。਎居ٰᆳ೭上。࠾᥮৯೭。ଖ所৯֋，

　　 積ᡉ成Ԭ。時人औ大ٺ೭ٛ。今Ҧ大۳೭Ԭ。ʯ

　５）　茨城大学人文学部考ݹ学ࣨڀݚʰ水戸市୆౉ཬ遺跡（茨大ӡಈ৔地఺）　発۷調査ݱ地発ද会ࢿྉ 　ɦ2008 年 9 月

跡－市道ৗ൬ࣉʑ໦౻༤ଞ　ʮ୆౉ཬഇࠤ　（６　 17 号線改ྑ工事に伴う埋蔵文化財発۷調査報告書（2）－ʯh 水戸市埋蔵文化財 

　　 報告書ʱ第 4 集　水戸市教育ҕһ会　2006 年３月

　７）　井上ୖ࠸　ʮՃ૔井஧ޫ館跡主要地ํ道水戸ໜ໦線道路改ྑ事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査

報告 　ɦ第 294 集　2008 年３月

　̔）　茨城地ํڀݚ࢙会ʰ茨城のྺ࢙　県北編ʱ茨城৽ฉ社　2002 年５月

　̕）　水戸市࢙編さんҕһ会ʰ水戸市࢙　中ר（Ұ）ɦ 水戸市　1968 年̔月

　10）　ம̕）にಉじ

ݙ考文ࢀ

　経اࡁըிʰ土地分類基ຊ調査　地ܗ・ද૚地質・土じょう ʮɦ水戸ʯ　1969 年

　茨城県࢙編集ҕһ会ʰ茨城県࢙　中世編ʱ茨城県　1986 年３月

　茨城県࢙編集ҕһ会ʰ茨城県࢙　近世編ʱ茨城県　1985 年３月
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第２図　水戸城跡調査区設ఆ図（水戸市౎市ܭը図 2
500 分の１）
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　　第１અ

　　第２અ

調 査 の ֓ 要

基 ຊ ૚ ং

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

　調査区の北นと੢นでଯ積ঢ়گの࡯؍Λ行った。֤૚の݁࡯؍Ռは以Լの௨りである。北นと੢นで，14

૚に分૚した。なお૚の上面が生׆面として利用されている΋のΛ整地૚，人ҝ的に੝土が行われている૚

Λ地業૚として記ड़する。

調査区北壁

　第１૚は，҉׊৭Λఄする整地૚である。部分的に೪土ϒロックΛଟؚ͘み，೪ੑ ŋ కまりと΋にී௨で，

૚ްは 10 ～ 20ᶲである。

　第２૚は，҉׊৭Λఄする整地૚である。ԁ᛽Λগྔؚみ，೪ੑ・కまりと΋にී௨で，૚ްは̔～ 16ᶲ

である。所ʑに୸化物が中ྔ，ଯ積しているঢ়گが確認できることから，火ࡂのޙに整地が行われたと考えら

れる。

　第３૚は，灰׊৭Λఄする整地૚である。ローϜཻ子Λଟྔにؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは 26

～ 32ᶲである。

　第４૚は，҉׊৭Λఄする整地૚である。ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化物Λඍྔにؚみ，೪ੑ・క

まりと΋に͘ڧ，૚ްは 16 ～ 32ᶲである。

　第５૚は，にͿい׊৭Λఄする地業૚である。ԁ᛽Λଟྔにؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは 16 ～

　水戸城跡は，水戸市北部Λ東ྲྀするಹՑ઒ӈ؛の୆地上に立地しているŇ

　調査区は，標高約 30 ｍのઉঢ়୆地上（水戸三校敷地内ී௨教ࣨ౩ೆଆ）に位置し，水戸城چ二の丸御殿の

ほぼ中央部にあたる。調査前のگݱは学校用地で，調査面積は 270㎡である。

　今回の調査では，整地面や基ૅ地業面などΛؚめて，調査区Λ１࣍面から࣍̕面まで分けた。文ݙに記録の

ࢯなどのࠟ跡と૚の対応や֤面の遺物から時期ܾఆΛ行い，近世の水戸城Λ中৺に，徳઒ࡂる改म事業や火࢒

以前の水戸城の様૬にͭいて΋確認することΛ目的としている。

　遺構は，竪穴住居跡１軒（平安時代），火葬土坑１基（中世），炉跡１基（中世），井戸跡２基（中世），道路

跡１条（近代），溝跡４条（平安時代１条，中世２条，近代１条），石組み遺構３基（近世），用排水路跡５条（近

世２条・近代３条），石敷き遺構１基（近世），瓦溜まり６基（近代），土坑 16 基（中世５基・近世 10 基・近

代１基），柱穴列跡５条（平安時代１条・中世２条・近世２条）・ピット群̕か所（平安時代１か所・中世３か

所・近世４か所・近代１か所），不明遺構１基（中世）Λ確認した。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60 × 40 × 20ᶲ）で 163 ശग़土している。主な遺物は，土師器（ᆀ・高୆෇ᆀ・

甕），須恵器（ᆀ・蓋・୹ᰍ壺・甕），土師質土器（小皿・౮明皿・内耳鍋・鍋・鉢類・甕），瓦質土器（২໦鉢・

鉢・甕・香炉），陶磁器（碗・٠皿・蓋・擂鉢・壺・土瓶・甕），瓦（軒丸瓦・丸瓦・軒平瓦・平瓦・軒桟瓦・

桟瓦・൘ญ瓦・౩ࠐ瓦・ᗌే瓦・أৼ瓦・ௗᦵ），金属製品（釘・鍵・ం౛・煙管・銭貨），土製品（五徳・泥

面子・弾碁石），石器・石製品（࡟器・石樋・஡ӓ）などである。
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42ᶲである。第４૚とのڥքは平ୱではな͘，Ԝತがみられる。

　第７૚は，҉׊৭Λఄする整地૚である。ローϜཻ子・୸化ཻ子・ԁ᛽Λগྔ，ম土ཻ子Λඍྔؚみ，కま

りは͘ڧ，૚ްは 24 ～ 40ᶲである。

　第̔૚は，҉Φリーϒ׊৭Λఄする整地૚である。ローϜཻ子Λগྔؚみ，కまりは͘ڧ，૚ްは 16 ～ 32

ᶲである。

　第̕૚は，׊ࠇ৭Λఄする地業૚である。ローϜཻ子Λඍྔؚみ，కまりは͘ڧ，૚ްは 12 ～ 28ᶲである。

ຊ૚は，第̔૚とのڥքが平ୱではな͘，Ԝತがみられる。

　第 10 ૚は，ࠇ৭Λఄする整地૚である。ローϜཻ子Λඍྔؚみ，కまりは͘ڧ，૚ްは 20 ～ 28ᶲである。

　第 11 ૚は，ࠇ৭Λఄするࣗવଯ積૚である。ࠇ৭ύミスΛগྔؚみ，೪ੑ・కまりはී௨で，૚ްは４～

10ᶲである。

　第 12 ૚は，ࠇ৭Λఄするࣗવଯ積૚である。੺৭ཻ子Λඍྔؚみ，కまりは͘ڧ，૚ްは 30 ～ 32ᶲである。

　第 13 ૚は，׊ࠇ৭ΛఄするローϜ૚の઴Ҡ૚である。ローϜཻ子Λඍྔؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，

૚ްは 42 ～ 48ᶲである。

　第 14 ૚は，҉׊৭ΛఄするローϜ૚である。ローϜཻ子Λ中ྔؚみ，೪ੑ・కまりと΋にڧい。Լ૚はະ

۷のため，ຊདྷの૚ްは不明である。

調査区西壁

第１～４૚，第７～ 14 ૚は，北น・੢นと΋ڞ௨する。

第６૚は，Φリーϒ׊৭Λఄする地業૚である。ম土ཻ子Λগྔ，୸化ࡐ・೪土ϒロック・ԁ᛽Λඍྔؚみ，

೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは 28 ～ 50ᶲである。北นの第５૚に૬౰する。

　第２૚の上面Λ２࣍面，第３૚の上面Λ３࣍面，第４૚の上面Λ４࣍面，第５・６૚の上面Λ５࣍面，第７

૚の上面Λ６࣍面，第̔૚の上面Λ７࣍面，第 10 ૚の上面Λ̔࣍面，第 11 ૚の上面Λ࣍̕面とし，֤࣍面で

遺構が確認された。

第３図　基ຊ土૚図
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１　平安時代の遺構と遺物（第࣍̕面）

　　౰時代の遺構は，竪穴住居跡１軒，溝跡１条，柱穴列跡１条，ピット群１か所Λ確認した。以Լ，遺構ٴ

　ͼ遺物にͭいて記ड़する。

　（1）第࣍̕面（第４図）

　平安時代の住居と，中世の火葬土坑が確認されており，改मが行われる以前の，ࣗવଯ積૚Λ地ࢁとして

遺構が構築されている。

　　　第３અ 遺 構 と 遺 物

　ຊઅは，時代別に項目Λ設け，その中で֤࣍面（ݹいॱに第̕～１࣍面）͝とに記ड़Λ行う。౰調査区Ұଳ

は，中世以߱，ݱ代まで改मΛ܁りฦしながら，土地利用されてきた。ຊ調査で，調査区が࣍̕面に分けられ

ることが確認され，改मのҰ୺が֞間見える。֤時代Λ࣍面͝とに記ड़し，改मと土地利用のաఔΛ，時ܥ列

でଊえる。なお，第１࣍面は，ݱ代の整地面であることが確認でき，遺物のみΛ報告の対৅としている。

第４図　第࣍̕面શମ図

　　ᶃ竪穴住居跡

　第１号住居跡（第５・６図）

位置　調査区ೆ部の I ２K9 区，標高 26.4 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第１号ピット群 P ３～ P ５，第２号ピット群 P11 に۷りࠐまれている。
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竈土層解説
ࠇ　１ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ ৭　ローϜཻ子中ྔ
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ৭　ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

৭　ম土ཻ子গྔ׊੺҉ۃ　13
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
15　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
17　੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গྔ
ۃ　18 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
20　҉ ੺ 灰 ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
׊　21 ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
22　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　23 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

ピット　２か所。̥１はਂさ 26ᶲで，位置やߗ化面の޿がりからग़入りޱに伴うピットと考えられる。P ２

はਂさ 14ᶲで，ੑ֨は不明である。

規模と形状　ೆ部が調査区Ҭ֎にԆͼており，またೆ東コーφー部が֧ཚΛडけているために，北東・ೆ੢࣠

は 2.97 ｍで，北੢・ೆ東࣠は 2.98 ｍしか確認できなかった。主࣠ํ޲は N － 62 －˃ E で，ํܗとਪఆされる。

น高は 23 ～ 38ᶲで，ほぼ௚立している。

床　平ୱで，中央部が౿みݻめられている。

竈　東น中央部に෇設されている。規模は，ขޱ部から煙道部まで 118ᶲで，೩ম部෯は 36ᶲである。କ部は，

地ࢁΛ۷り࢒して基部とし，೪土ཻ子Λ主ମとした第 20・21 ૚Λ積み上͛て構築されている。火চ部はচ面

から 10ᶲ͘ぼんでおり，੺ม，ߗ化と΋に確認できない。煙道部はน֎に 56ᶲ۷りࠐまれ，火চ部から֊ஈ

ঢ়に立ち上がっている。

ピット土層解説（各ピット共通）
ࠇ　１ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第５図　第１号住居跡࣮ଌ図
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覆土　10 ૚に分૚できる。ۉ質なࠇ৭土と҉׊৭土がपғからྲྀれࠐんでいるଯ積ঢ়گからࣗવଯ積である。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ（２૚Αりやや明るい৭調）
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（４૚Αりやや明るい৭調）
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（̔૚Αりやや明るい৭調）
ࠇ　10 ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器ย 49 ఺（ᆀ 28，高୆෇࿶１，甕 須恵器ย，（２ࠋ，18 32 ఺（ᆀ 15，高୆෇ᆀ１，蓋１，

甕 15），మᕥ１఺（74.5g）がग़土している。また，ྲྀれࠐみにΑるೄ文土器ย１఺（ਂ鉢）がग़土している。

１はᜱの෴土中૚，３はᜱの෴土上૚からग़土している。４はᜱの෴土上૚と೩ম部からग़土したഁยが઀

߹した΋のである。２は中央部の෴土中૚からग़土している。

所見　時期は，ग़土土器から̕世ޙل༿にൺఆできる。

第６図　第１号住居跡ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

１ 土師器 ᆀ ʦ13.0ʧ 4.4 6.8 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔラຏき　ମ部Լ୺ख࣋ちϔラ࡟り　

ఈ部回సϔラ࡟り ᜱ෴土中૚ 50ˋ

２ 須恵器 ᆀ － （2.8） ʦ6.4ʧ ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 灰 ී௨ ఈ部֎पφσ ෴土中૚ 20ˋ

３ 土師器 高୆෇࿶ － （3.2） 8.4 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔラຏき　ఈ部回సϔラ࡟りޙ，高୆
షり෇け ᜱ෴土上૚ 30ˋ　PL ̕

４ 土師器 ࠋ ʦ26.4ʧ（20.5） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ り࡟ԑ部ロクロφσ　ମ部֎・内面ϔラޱ ᜱ෴土上૚

೩ম部 20ˋ　PL ̕

第１号住居ग़土遺物࡯؍ද（第６図）
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　　ᶄ溝跡

第３号溝跡（SE２）（第７・̔図）

位置　調査区北東部の I ２h0 区，標高 26.8 ｍの୆地上に位置している。

規模と形状　I ２i0 区から北東ํ޲（N － 41 －˃Ｅ）に௚線ঢ়にԆͼ，北୺が調査区Ҭ֎にԆͼているため，

௕さは 4.00 ｍしか確認できなかった。規模は上෯ 2.05 ｍ，Լ෯ 0.90m，ਂ さ 82ᶲほどで，ԣஅ面は東ଆに޲かっ

てなͩらかに立ち上がり，中位にஈΛ༗している。

覆土　24 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ
ࠇ　６ ৭　ম土ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　７ ৭　੺৭ཻ子ඍྔ，ローϜཻ子ۃඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍ （ྔ20 ૚Αりకまりがڧい）
ࠇ　̕ ৭　੺৭ཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ৭　ローϜཻ子ඍྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　12 ৭　੺৭ཻ子ඍྔ

ࠇ　13 ৭　ローϜཻ子ඍ （ྔ17૚Αり೪ ・ੑకまりと΋にڧい）
ࠇ　14 ৭　ローϜཻ子ۃඍྔ
ࠇ　15 ৭　୸化ཻ子ඍྔ，ローϜཻ子ۃඍྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　17 ৭ ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ৭　ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜཻ子ۃඍྔ
ࠇ　20 ׊ ৭ ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ۃ　21 ҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　22 ׊ ৭ ローϜཻ子ۃඍ （ྔ19૚Αり೪ ・ੑకまりと΋にڧい）
ࠇ　23 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　24 ৭ ローϜཻ子ۃඍ （ྔ14૚Αり೪ ・ੑకまりと΋にڧい）

遺物出土状況　土師器ย 55 ఺（ᆀ５，甕 50），須恵器ย 46 ఺（ᆀ 22，高୆෇ᆀ 1，蓋 3，甕 20），灰釉陶器

ย２఺（௕ᰍ瓶），石製品１఺（蓋ヵ），మᕥ２఺（220g）がग़土している。また，ࠞ 入したೄ文土器ย１఺（ਂ

鉢）がग़土している。５は中央部，６はೆ੢部，2 １は北部の෴土中૚からそれͧれग़土している。

所見　時期は，ग़土土器から̕世ل中༿にൺఆできる。

第７図　第３号溝跡・ग़土遺物࣮ଌ図
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第８図　第３号溝跡ग़土遺物࣮ଌ図
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第１号柱穴列跡（第̕図）

　　ᶅ柱穴列跡

第９図　第１号柱穴列跡࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

５ 灰釉陶器 ௕ᰍ瓶 － （4.5）ʦ12.0ʧ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 灰 ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り　釉ͩれあり ෴土中૚ 10ˋ　PL ̕

６ 須恵器 高୆෇ᆀ ʦ12.4ʧ（3.8） － ௕石・石ӳ・
ന৭਑ঢ়߭物 灰ԫ ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り ෴土中૚ 30ˋ  

第３号溝跡ग़土遺物࡯؍ද（第７・̔図）

番号 器　種 ௕ܘ ୹ܘ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̦１ 蓋ヵ 61.3 60.1 9.4 （2003） ؠ灰質泥ڽ ย面のपԑΛ面औり　पԑのҰか所に೺खঢ়のԜみ　྆面に不規ଇな
工۩ࠟ　 ෴土中૚ PL12
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柱穴土層解説（各柱穴共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ৭　ローϜཻ子ඍ （ྔ第３૚Αり೪ ・ੑకまりと΋にڧい）
ࠇ　３ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（第１૚Αりకまりがڧい）

遺物出土状況　土師器ย３఺（甕），須恵器ย２఺（ᆀ，甕）が柱穴からग़土している。いͣれ΋ࡉยのため

図ࣔできない。

所見　時期は，ग़土土器や，ಉじ面で確認できた第１号住居跡と࣠ํ޲が近ࣅすることから，平安時代とਪ

ఆできるが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物がग़土していないため明確でない。

位置　調査区中央部の̞２i8 ～̞３h1 区，標高 26.5 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

規模と構造　୹࣠の P ４～ P ７は，̞２K9 区から̞２i8 区にかけて，N － 27 －˃ W で௚線上にฒͼ，確認で

きた௕さは 4.0m である。それに௚ަして，P ６から N － 62 －˃ E へ޲ํ P ３～ P １が௚線上にฒͼ，確認

できた௕さは 9.6m である。柱間ੇ法は，P ４～ P ７が 0.88m ～ 1.76m，P ６・P ３～ P １が 3.16m ～ 3.40m で，

柱ےはほぼଗっている。調査ൣғ内では T 。ঢ়で，શ༰は不明であるࣈ

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，௕ܘ 21 ～ 48ᶲ，୹ܘ 21 ～ 36ᶲである。ਂさは̕～ 40cm で，அ面ܗ

は̪ࣈঢ়ٴͼ皿ঢ়である。

第１号ピット群（第 10・11 図）

　　ᶆピット群

第 10図　第１号ピット群࣮ଌ図（1）
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位置　I ２h9 区から I ３i1 区，標高 26.5 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号住居跡Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　ೆ北 7.2 ｍ，東੢ 9.0m のൣғに，10 か所のピットΛ確認した。

ピット　10 か所。௕ܘ 0.17 ～ 0.47 ｍ，୹ܘ 0.16 ～ 0.37 ｍのԁܗまたはପԁܗで，ਂさは 8 ～ 46ᶲである。

ピット土層解説（各ピット共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（第６૚Αり೪ੑ・కまりと΋に
（いڧ　　　　　　　　
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ（第１૚Αり೪ੑ・కまりと΋に
（いڧ　　　　　　　　

ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器ย５఺（ᆀ２，甕３），須恵器ย１఺（甕）が֤ピットからग़土している。いͣれ΋ࡉ

ยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ग़土土器から平安時代のՄೳੑがあるが，ग़土ྔがগないため明確でない。

第 11図　第１号ピット群࣮ଌ図（2）

　　ᶇ遺構֎ग़土遺物（第࣍̕面）（第 12 図）

２　中世の遺構と遺物（第̕・̔・７・６࣍面）

　౰時代の遺構は，火葬土坑１基，炉跡１基，井戸跡２基，溝跡２条，土坑５基，柱穴列跡２条，ピット群

３か所，不明遺構１基Λ確認した。

第 12図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

７ 須恵器 小ܗ୹ᰍ壺 ʦ7.3ʧ 6.4 5.4 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 灰 ී௨ ఈ部回సϔラ੾りޙ，φσ I ２h0 65�　PL ̕

第࣍̕面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 12 図）
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　（1）第࣍̕面

　　ᶃ火葬土坑

遺物出土状況　ࠞ入した陶器ย１఺（碗），土師器ย 10 ఺（ᆀ１，甕̕），須恵器ย 12 ఺（ᆀ７，蓋２，甕３）

がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，遺構のܗঢ়から，15 世ޙل༿から 16 世ل代とਪఆされるが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物がग़

土していないため，明確でない。

位置　調査区北部の̞２h9 区，標高 26.4 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第 162 号土坑Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　Ｔࣈঢ়Λఄしている。೩ম部は，௕࣠ 1.38m，୹࣠ 0.80m の۱丸௕ํܗで，௕࣠ํ޲は̣－ 37˃

－ E である。北東นは֎܏し，ೆ੢นは։ޱ部に޲かって؇やかに立ち上がっている。೩ম部の中央が，۱

丸௕ํܗに落ちࠐみ，ਂさは 30ᶲで，ఈ面は皿ঢ়である。։ޱ部は，௕࣠ 1.20m，୹࣠ 0.48m の۱丸௕ํܗ

である。ೆ੢นは֎܏し，北東นは೩ম部に޲かって؇やかに落ちࠐんでいる。ਂさは 22ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。೩ম部の中央で੺มが見られる。

覆土 12 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第 12 ૚からはࠎ

ยがݕग़されている。

第１号火葬土坑（S,160）（第 13 図）

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（第４૚Αり೪ੑがڧい）
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ  　　　　　　　　　
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　̔ ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ（第２૚Αり೪ੑ・కまりと΋にڧ
　　　　　　　　͘，第 10 ૚Αりకまりがڧい）
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ（第２૚Αり೪ੑがڧい）
ۃ　11 ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子・ࠎยඍྔ　　　　　　　　　
　　　

第 13図　第１号火葬土坑࣮ଌ図

　　ᶄ土坑

位置　調査区੢部の̞２K8 区，標高 26.7 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第 163 号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　੢ଆが調査区֎にԆͼ，ೆ ଆが第 163 号土坑に۷りࠐまれているため，ೆ 北࣠ 0.84m，東੢࣠ 0.70m

しか確認できなかった。ԁܗ΋し͘はପԁܗとਪఆされる。ਂさは 78ᶲで，ఈ面は皿ঢ়であり，นは؇やか

に立ち上がっている。

第 161 号土坑（第 14 図）

26.6m

SK 162

B A

B B'

A'

B'

A

A'

8

7

6

2 3

9 1
4

10
5 11

12

Ｉ２i0 ０ ２m

－ 22 －



所見　時期は，確認面から平安時代から中世とਪఆされるが，遺物がग़土していないため明確でない。

土層解説
ࠇ　１ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　２ ৭　೪土ϒロックඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　೪土ϒロックগྔ・ローϜཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　೪土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ  　　　　

覆土　７૚に分૚できる。֤૚に೪土ཻ子Λؚみ，ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭され

ている。

第 14図　第 161 号土坑࣮ଌ図

位置　調査区中央部の̞２i9 区，標高 26.4 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第１号火葬土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　௕࣠ 3.20m，୹࣠ 2.03m の۱丸௕ํܗで，௕࣠ํ޲は̣－ 40 －˃ E である。ਂさは 11ᶲで，ఈ面

は平ୱであるが，ೆ東のนに平行して௕࣠ 1.16m，୹࣠ 0.40m の۱丸௕ํܗに 16ᶲఔԼがっている。北東ٴ

ͼೆ੢のコーφー部はߗ化している。นは؇やかに立ち上がっている。

覆土　13 ૚に分૚できる。不規ଇなଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 162 号土坑（第 15 図）

第 15図　第 162 号土坑࣮ଌ図

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ  
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

ࠇ　̔ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ（第４૚Αりやや明る
　　　　　　　　い৭調）
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（第１૚Αりやや明るい৭調）
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ（第５૚Αりやや明るい৭調）
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　（2）第̔࣍面（第 16 図）

　　౰࣍面は第࣍̕面の，中世にൺఆされる火葬土坑Λ埋め໭して構築されており，中世に行われた，改मの

　ॳ期ஈ֊とਪఆされる。

第 16図　第̔࣍面શମ図

遺物出土状況　陶器ย１఺（甕），మᕥ１఺（15.3g）がग़土している。またࠞ入した土師器ย 15 ఺（ᆀ７，

高୆෇ᆀ１，甕７），須恵器ย６఺（ᆀ５，甕１）がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，確認面とग़土土器から中世とਪఆされる。

位置　調査区中央部の I ２h0 ～ I ２K9 区，標高 26.8 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

規模と構造　I ２K9 区から北東ํ޲に，N － 38 －˃ E で௚線上にฒんでいる。確認できた௕さは，8.0m で，

柱間ੇ法は，2.0m Λ基調としている。P １は P ２に۷りࠐまれており，P ５は，P ４から 0.9m，P ６から

1.2m の不規ଇな位置に഑され，ݐてସえຢはิमが行われたと૝ఆされる。柱ےはほぼଗっている。

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，௕ܘ 27 ～ 45ᶲ，୹ܘ 26 ～ 39ᶲである。ਂさは 17 ～ 54cm で，அ面

。ঢ়であるࣈは̪ܗ

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　灰 ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　７ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　11 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第２号柱穴列跡（第 17 図）

遺物出土状況　陶器ย１఺（甕），土製品１఺（Ӌޱ），మ製品１఺（釘ヵ），మᕥ４఺（3357.8g）が֤柱穴か

　　ᶃ柱穴列跡
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らग़土している。また，ࠞ入した土師器ย２఺（ᆀ，甕），須恵器ย５఺（ᆀ３，甕２）がग़土している。 ・̔

M １は̥７からग़土しており，మᕥ３఺（3204g）΋ग़土している。

所見　時期は，ग़土遺物や確認面から中世とਪఆされるが，ৄࡉな時期は明確でない。

第 17図　第２号柱穴列・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

̔ 陶器 甕 － （4.5） － ௕石・石ӳ・᛽ にͿい׊ ී௨ ແ釉 P ７（S,154）５ˋৗ׈

第２号柱穴列跡ग़土遺物࡯؍ද（第 17 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 内ܘ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢１ 不明 （7.0） 0.8 0.7 0.4 （24.2） మ அ面ํܗ　ઌ୺が中ۭ　釘ヵ　 P ７（S,154）
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　　ᶄピット群

位置　I ２i8 区から I ３h2 区，標高 26.6 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号住居跡Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　ೆ北 8.4 ｍ，東੢ 15.9m のൣғに，17 か所のピットΛ確認した。

ピット　17 か所。௕ܘ 20 ～ 93ᶲ，୹ܘ 18 ～ 74ᶲのԁܗ・ପԁٴܗͼ۱丸ํܗで，ਂさは５～ 50ᶲである。

第２号ピット群（第 18 図）

第 18図　第２号ピット群࣮ଌ図
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ピット土層解説（各ピット共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ（第７૚Αりやや明るい৭調）
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ৭　೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（第̕૚Αりやや明るい৭調）

ࠇ　12 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　17 ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　18 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　21 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　22 ৭　୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器ย 10 ఺（甕），須恵器ย７఺（ᆀ５，甕２），మᕥ 10 ఺（50.3g），మย１఺（3.1g）が

֤ピットからग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，確認面から中世と考えられるが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物がग़土していないため明確でない。

所見　時期は，確認面から中世とਪఆされる。

位置　調査区ೆ੢部の̞２K8 区，標高 26.8 ｍの୆

地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第 163 号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ部が第 163 号土坑に۷りࠐまれてお

り，また੢部が調査区֎にԆͼているため，東੢࣠

1.66m，ೆ北࣠ 1.32m しか確認できなかった。ܗঢ়

は不ఆܗである。น高は̔ᶲで，؇やかに立ち上がっ

ている。ఈ面は平ୱである。

覆土　３૚に分૚できる。֤૚にローϜཻ子Λؚみ，కまりがڧいことから，整地Λ行うࡍに埋め໭された

と考えられる。

第 24号不明遺構（第 19 図）

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

　　ᶅ不明遺構

第 19図　第 24 号不明遺構࣮ଌ図

　　ᶆ遺構֎ग़土遺物（第̔࣍面）（第 20 図）

　10 は，౰࣍面の時期Λܾఆする΋のではないが，ࢀ考ࢿྉとしてࡌܝする。

第 20図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図
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　（3）第７࣍面（第 21 図）

　　౰࣍面で，井戸跡や溝跡Λ確認した。このことから，生׆面として機ೳしていたことがਪఆされる。ग़土

　遺物から，౰࣍面は 15 世ل～ 16 世ل代にൺఆされる。

第 21図　第７࣍面શମ図

　　ᶃ井戸跡

　第１号井戸跡（SE1・SX23）（第 22 図）

位置　調査区東部の I ３h2 区，標高 27.2 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第３号ピット群̥̕，第４号ピット群 P29・P32 に۷りࠐまれている。

規模と形状　௕経 1.88 ｍ，୹経 1.76 ｍのԁܗで，確認面から 1.0m までは，ほぼਨ௚に۷りࠐまれ，そこから

࿙ేঢ়にすぼまりながら 0.3m ఔԼがり，そのԼはԁ౵ঢ়に۷りࠐまれる。約 2.0m ۷りԼ͛たஈ֊で，่落

のおそれがあることから，Լ部の調査Λஅ೦した。

覆土　26 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ৭ ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

ۃ　３ ҉ ׊ ৭ ೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

PG 3-P1

PG 3-P2

PG 3-P3 PG 3-P4

PG 3-P5
PG 3-P6

PG 3-P7

PG 3-P8

PG 3-P9

PG 3-P10

PG 3-P11

SE 1
SD 2

27.20m

27.22m

27.17m

×

×

×

Ｊ３a1

Ｉ３h1

̌ ̼̐

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

̕ 土師質土器 小皿 6.5 2.2 4.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ఈ部に൘目ঢ়ѹࠟ　

ԑ部༉煙෇ணޱ I ２h0 70�　PL ̕

10 須恵器 高୆෇൫ － （1.6） － ௕石・ࠇ৭ཻ子 灰 ී௨ ൫に須恵器の甕が෇ண　 I ２i0 ５�　PL ̕

10 須恵器 甕 － （10.7） － ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ࣼ位の平行ୟき I ２i0 ５�　PL ̕

第̔࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 20 図）

－ 28 －



ࠇ　５ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ۃ　６ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
７　ԫ ᒵ ৭　೪土ཻ子ଟྔ
̔　にͿいᒵ৭　೪土ཻ子ଟྔ
̕　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，೪土ཻ子গྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　೪土ϒロックগྔ
11　҉ ׊ ৭　೪土ϒロック・ࡉ᛽ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ԁ᛽・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
14　にͿいԫ׊৭　ཻ࠭গྔ
15　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ

16　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽ඍྔ
17　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽・ཻ࠭গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
18　Φリーϒࠇ৭　೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ԁ᛽ඍྔ
20　Φリーϒࠇ৭　ࡉ᛽・ཻ࠭ඍྔ
21　Φリーϒࠇ৭　೪土ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　22 ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ
23　҉Φリーϒ৭　೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
24　Φリーϒ৭　ཻ࠭গྔ，ԁ᛽ඍྔ
25　҉Φリーϒ৭　ࡉ᛽ඍྔ
26　҉Φリーϒ৭　ཻ࠭中ྔ

第 22図　第１号井戸跡・ग़土遺物࣮ଌ図
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　　ᶄ溝跡

　第２号溝跡（第 23 図）

位置　調査区東部の I ３h1 区，標高 27.5 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第１号炉，第４号ピット群 P27・P28 に۷りࠐまれている。

規模と形状　北東部が調査区֎にԆͼ，ೆ੢部が֧ཚΛडけているため，௕さは 4.74 ｍしか確認できなかっ

た。I ３i1 区から北東ํ޲（N － 44 －˃ E）に௚線ঢ়にԆͼ，規模は上෯ 1.26m，Լ෯ 0.94m，ਂ さ 74ᶲほどで，

அ面は U 　。化が確認できるߗ，ঢ়である。ఈ面にࣈ

遺物出土状況　陶器ย３఺（丸皿，鍋類，甕），土師質土器ย̕఺（内耳鍋），మ製品１఺（釘），మᕥ 11 ఺（694.1g）

がग़土している。また，ࠞ 入した土師器ย 17 ఺（ᆀ５，甕 12），須恵器ย 20 ఺（ᆀ 16，甕４）がग़土している。

11 は෴土中૚とԼ૚からग़土したഁยが઀߹した΋のである。14・15・16 は෴土上૚，13 は෴土中૚からग़

土している。12・17 は෴土中からそれͧれग़土している。

所見　時期は，ग़土土器から 15 世ل中༿から 16 世ل代にൺఆできる。

第 23図　第２号溝跡・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

11 土師質土器 内耳鍋 ʦ32.6ʧ（17.5）ʦ17.6ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼
਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ֎面ഗ෇ண ෴土中૚・

Լ૚ 30ˋ

12 土師質土器 内耳鍋 － （4.5） － ௕石・石ӳ・֯ ઑ石・
਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ֎面ഗ෇ண ෴土中 ５ˋ　PL ̕

13 土師質土器 内耳鍋 － （11.0） － ௕石・石ӳ・
৭ཻ子・਑ঢ়߭物ࠇ にͿいᒵ ී௨ ֎面ഗ෇ண ෴土中૚ 10ˋ　PL ̕

14 土師質土器 内耳鍋 － （2.2） － ௕石・石ӳ・֯ ઑ石・
਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ֎面ഗ෇ண ෴土上૚ ５ˋ

15 陶器 丸皿 ʦ11.8ʧ（1.7） － ਫ਼ྑ　灰釉 ઙԫ ޷ྑ ֎・内面施釉 ෴土上૚ ５� ੉戸・ඒ
ೱ

16 陶器 鍋類 ʦ15.0ʧ（5.8） － 石ӳ・੺৭ཻ子
మ釉　ࡺ釉 ҉੺׊ ී௨ ロクロ成ܗ　֎面・ޱԑ部内面మ釉　ମ部内面

釉ࡺ ෴土上૚ ５� ੉戸・ඒ
ೱ

17 陶器 甕 － （8.9） － 石ӳ・᛽・
৭ཻ子ࠇ にͿい੺׊ ී௨ ମ部֎面Λ౐石స用 ෴土中 ５� ৗ׈

第１号井戸跡ग़土遺物࡯؍ද（第 22 図）
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土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ　
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ　　
ࠇ　５ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　୸化ཻ子・੺৭ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　̔ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍྔ

ࠇ　10 ׊ ৭　୸化ཻ子・੺৭ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子・੺৭ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜཻ子・੺৭ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　14 ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　੺৭ཻ子・ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子গྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　17 ৭　੺৭ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した土師器ย２఺（甕），須恵器ย６఺（ᆀ１，高୆෇ᆀ１，蓋１，甕２，高୆෇൫１），

土師質土器ย２఺（鍋），土製品１఺（Ӌޱ）がग़土している。DP １は෴土中からग़土している。

所見　時期は，ಉじ面で，15 世ل中༿から 16 世ل代の第１号井戸跡が確認できることから，ຊ跡΋近い時期

に機ೳしていたとਪఆされる。ੑ֨は不明であるが，ఈ面にߗ化が認められることから，道として΋利用さ

れていたとਪఆされる。

第３号ピット群（第 24 図）

　　ᶅピット群

覆土　17 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

位置　I ２i9 区から I ３h2 区，標高 27.4 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号井戸跡Λ۷りࠐみ，第２̗号石組み遺構に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ北 6.8 ｍ，東੢ 15.2m のൣғに，11 か所のピットΛ確認した。

ピット　11 か所。௕ܘ 28 ～ 64ᶲ，୹ܘ 28 ～ 62ᶲのԁܗまたはପԁܗで，ਂさは６～ 70ᶲである。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
11　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　12 ৭　ローϜཻ子ඍྔ

ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　17 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　21 ׊ ৭ ೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・

᛽ඍྔࡉ
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した土師器ย４఺（ᆀ１，甕３），須恵器ย２఺（ᆀ，甕），మᕥ１఺（86.8g）が֤ピッ

トからग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ಉじ面で 15 世ل中༿から 16 世ل代にൺఆできる第１号井戸跡が確認されていることから，ಉ

時期とਪఆされるが，伴う遺物がないため明確でない。

番号 器　種 ௕さ ްさ ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP １ Ӌޱ （4.5） （3.8） （6.8）（91.4）௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ֎面׊灰৭　内面にͿいᒵ　׊灰৭部は炉との࿈݁部ヵ ෴土中

第２号溝跡ग़土遺物࡯؍ද（第 23 図）
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第 24図　第３号ピット群࣮ଌ図

　　ᶆ遺構֎ग़土遺物（第７࣍面）（第 25 図）

第 25図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図

　18 は，ݹ੉戸ޙ期様式の௚ԑ大皿にܗঢ়は類ࣅするが，ಉじ時期の遺物かは不明である。
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　（4）第６࣍面（第 26 図）

　　౰࣍面は，井戸跡や溝跡，柱穴列跡などΛ確認した。౰࣍面は，第７࣍面とҟなる生׆面として機ೳして   

　いたことがਪఆされる。ग़土遺物から，16 世ޙل༿～ 17 世ل代にൺఆでき，中世から近世へのա౉期とਪ

　ఆされる。

第 26図　第６࣍面શମ図

位置　調査区東部の I ３h2 区，標高 27.4 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第 36 号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　東部が調査区֎にԆͼ，ೆ部が֧ཚΛडけているため，東੢経は 3.60 ｍ，ೆ北経は 2.60 ｍしか

確認できなかった。平面ܗはԁܗとਪఆでき，確認面から 1.5m までは࿙ేঢ়に۷りࠐまれ，そのԼはԁ౵ঢ়

に۷りࠐまれている。約 1.8m ۷りԼ͛たஈ֊で，่落のおそれがあることから，Լ部の調査Λஅ೦した。

第２号井戸跡（S,36 Լ）（第 27 図）

　　ᶃ井戸跡
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

18 陶器 ༗଍鉢 － （5.3） ʦ8.8ʧ 石ӳ　ѿ釉 にͿい׊ ޷ྑ ମ部上面・内面ѿ釉主ମ，部分的にࣗવ釉　ମ
部Լ୺࿐଻　଍部ష෇ I ２h9 ５�　PL16

第７࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 25 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP １ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・਑ঢ়߭物 ҉灰 ମ部֎面にスタンプにΑるཕ文 I ２i8 PL12

TP ２ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・਑ঢ়߭物 ᒵ ମ部֎面に２ஈのスタンプにΑるཕ文 I ２i9 PL12

－ 32 － － 33 －



遺物出土状況　土師質土器ย３఺（小皿），銭貨１఺（Ӭᒜ௨ሞ）がग़土している。24・̢３は，෴土上૚か

らग़土している。

所見　時期は，ग़土土器と，近世の土坑に۷りࠐまれていることから，16 世ޙل൒にൺఆできる。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　11 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　14 ৭　୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　17 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ　　　　　　　
ࠇ　18 ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　20 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

ࠇ　21 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　22 ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
ࠇ　23 ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　24 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　25 ׊ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　26 ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　27 ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　28 ׊ ৭　ԁ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　29 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　30 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　31 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　32 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
33　҉ ׊ ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　34 ҉ ׊ ৭　ԁ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　35 ҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　36 ׊ ৭　ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　37 ׊ ৭　ローϜཻ子・ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　38 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　39 ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

覆土　39 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 27図　第２号井戸跡・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

24 土師質土器 小皿 － （1.5） ʦ4.0ʧ ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ෴土上૚ 20ˋ

第２号井戸跡ग़土遺物࡯؍ද（第 27 図）
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遺物出土状況　ࠞ入した土師器ย３఺（甕），土師質土器ย１఺（小皿），瓦１఺（平瓦），మ製品１఺（不明）

がग़土している。20 は෴土上૚からग़土している。

所見　時期は，ग़土遺物やಉじ面の遺構から，16 世ޙل༿から 17 世ل代と考えられるが，時期ܾఆのࠜڌと

なる遺物がग़土していないため，明確でない。第１૚からࠎยがݕग़されているが，ඍྔのため，火葬施設か

は不明である。

位置　調査区北部の̞３h1 区，標高 27.5 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第２号溝跡Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　ೆ部が֧ཚΛडけているため，東੢࣠は 0.44m で，ೆ北࣠は 0.38m しか確認できなかったが，

ପԁܗとਪఆされる。ਂさは 12ᶲで，ఈ面は皿ঢ়であり，นは؇やかに立ち上がっている。ほぼશ面でম土

が確認でき，そのपғに灰が不ఆܗに޿がっているঢ়گが確認できた。ఈ面やนに੺มߗ化は確認できなかった。

覆土 ４૚に分૚できる。֤૚がম土Λଟؚ͘Ήことから埋め໭されている。

第１号炉跡（第 28 図）

土層解説
１　灰 ׊ ৭　灰ଟྔ，ম土ϒロック・୸化ࡐগྔ，ࠎยඍྔ
２　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ԁ᛽ඍྔ

３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ԁ᛽ඍྔ
৭　ম土ཻ子中ྔ，ԁ᛽ඍྔ׊੺҉ۃ　４

　　ᶄ炉跡

第 28図　第１号炉跡・ग़土遺物࣮ଌ図

位置　調査区੢部の̞２i9 区，標高 27.4 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第３号柱穴列 P ̕，第４号ピット群 P13・P14，第５号ピット群 P10 に۷りࠐまれている。

規模と形状　北੢部が，第４号ピット群 P13・P14 に۷りࠐまれているため，୹࣠は 0.67m で，௕࣠は 1.12m

しか確認できなかった。௕࣠ํ޲が̣－ 58 －˃ W の௕ํܗとਪఆできる。ਂさは 21ᶲで，ఈ面は平ୱであり，

นは֎܏して立ち上がっている。

第 90号土坑（第 29 図）

　　ᶅ土坑

番号 銭　種 ܘ ෯޸ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ ॳர年 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢３ Ӭᒜ௨ሞ 2.4 0.6 0.1 1.8 ಔ 1408 明銭　ແഎ銭 ෴土上૚ PL13

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

20 土師質土器 小皿 － （1.8） ʦ5.0ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ෴土上૚ 20�

第１号炉跡ग़土遺物࡯؍ද（第 28 図）
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遺物出土状況　瓦ย１఺（平瓦）がग़土している。ࡉยのため図ࣔできない

所見　時期は，ಉじ面の遺構から 16 世ޙل༿から 17 世ل代とਪఆされるが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物がग़

土していないため明確でない。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ԁ᛽・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ԁ᛽・ম土ཻ子ඍྔ

所見　時期は，ಉじ面の遺構から，16 世ޙل༿から 17 世ل代とਪఆされるが，遺物がग़土していないため明

確でない。

位置　調査区੢部の̞２i8 区，標高 27.3 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第４号ピット群 P12・P14，第５号ピット群 P10 に۷りࠐまれている。

規模と形状　東੢の立ち上がりが۷りࠐまれているため，୹࣠は 0.29m で，௕࣠は 0.37m しか確認できなかっ

た。ਂさは 19ᶲで，ఈ面は平ୱであり，ೆ北のนは֎܏して立ち上がっている。

覆土　２૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 93号土坑（第 30 図）

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・੺৭ཻ子গྔ

第 29図　第 90 号土坑࣮ଌ図

第 30図　第 93 号土坑࣮ଌ図

位置　調査区中央部の̞２i0 区，標高 27.2 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第４号ピット群 P24 ～ P26 に۷りࠐまれている。

規模と形状　௕࣠ 3.53m，୹࣠ 1.90m の۱丸௕ํܗで，௕࣠ํ޲は̣－ 46 －˃ E である。ਂさは 59ᶲで，ఈ面

は平ୱであり，นは௚立している。

覆土　̕૚に分૚できる。֤૚にローϜཻ子Λؚみ，ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭さ

れている。

第 148 号土坑（第 31 図）

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　６ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ৭　ローϜཻ子ඍྔ　
ࠇ　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

覆土　３૚に分૚できる。᛽Λؚみ，కまりがڧいことから，整地Λ行うࡍに埋め໭したと考えられる。
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第 31図　第 148 号土坑࣮ଌ図

　第１号溝跡（第 32 図）

位置　調査区੢部の I ２i9 区，標高 27.5 ｍの୆地上に位置している。

規模と形状　ೆ東部が֧ཚΛडけているため，௕さは

1.65 ｍしか確認できなかった。I ２K0 区から北੢ํ޲（N

－ 55 －˃ W）に௚線ঢ়にԆͼ，規模は上෯ 0.40m，Լ෯

0.27m，ਂさ 18ᶲほどで，அ面は U 。ঢ়であるࣈ

覆土　୯Ұ૚である。కまりがۃめて͘ڧ，整地Λ行う

。に埋め໭されたとみられるࡍ

土層解説
１　҉ ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した土師器ย１఺（ᆀ），土師質土器ย１఺（内耳鍋），మ製品１఺（釘），瓦６఺（丸瓦１，

平瓦５）がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ग़土土器やಉじ面の遺構から，16 世ޙل༿から 17 世ل代とਪఆされるが，時期ܾఆのࠜڌと

なる遺物がग़土していないため明確でない。ੑ֨΋不明である。

　　ᶆ溝跡

第 32図　第１号溝跡࣮ଌ図

位置　調査区੢部の I ２h0 ～ I ２K9 区，標高 27.5 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第 90 号土坑，第４号ピット群 P21・P22 Λ۷りࠐみ，第５号ピット群̥ 14 に۷りࠐまれている。

規模と構造　I ２K9 区から北東ํ޲に，N － 33 －˃ E で，P １～ P ４，P ̔～ P10 が௚線上にฒͼ，P ４と

P ̔に平行して，ೆ東に，P ５～ P ７が഑される。P ２が P ３Λ，P ６が P ７Λ۷りࠐんでおり，ิमが行

第３号柱穴列跡（第 33 図）

　　ᶇ柱穴列跡

遺物出土状況　ࠞ入した土師器ย 23 ఺（ᆀ 11，甕 12），須恵器ย 13 ఺（ᆀ６，高୆෇ᆀ１，蓋１，甕５），

మᕥ２఺（118.2g）がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ಉじ面の遺構から，16 世ޙل༿から 17 世ل代とਪఆされるが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物が

ग़土していないため明確でない。
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第 33図　第３号柱穴列跡・ग़土遺物࣮ଌ図
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柱穴土層解説（各柱穴共通）
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　11 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
17　҉ ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
19　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

20　灰 ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
21　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
׊　22 ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　23 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
׊　24 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
25　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　26 ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　27 ৭　ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　28 ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ
׊　29 ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
30　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
׊　31 ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
32　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
33　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
׊　34 ৭　ローϜཻ子গྔ
35　҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ
36　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物・೪土ཻ子ඍྔ
37　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　38 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・੺৭ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย３఺（甕），磁器ย１఺（碗），瓦ย 19 ఺（丸瓦３，平瓦 16），మᕥ１఺（81.1g）が֤

柱穴からग़土している。また，ࠞ入した土師器ย１఺（甕），須恵器ย４఺（ᆀ２，甕２）がग़土している。

T １は，P ４の෴土上૚からग़土している。

所見　時期は，ग़土遺物やಉじ面の遺構から，16 世ޙل༿から 17 世ل代にൺఆできる。構଄は，શ༰が確認

できておらͣ，柱穴列がԆͼるՄೳੑ΋あり，不明である。

われた΋のとਪఆされる。P10 に௚ަして，北੢に，P11 と P12 がฒͿ。確認できた௕さは，P １～ P10 が

7.6m，P10 ～ P12 が 3.2m である。柱間ੇ法は，1.50m Λ基調とする。

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，௕ܘ 40 ～ 86ᶲ，୹ܘ 36 ～ 55ᶲである。ਂさは 16 ～ 53cm で，அ面

。ͼ皿ঢ়であるٴঢ়ࣈは̪ܗ

位置　I ２h8 区から I ３h2 区，標高 27.5 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号井戸跡，第２号溝跡，第 90・93・148 号土坑Λ۷りࠐみ，第３号柱穴列 P １・P ２，第５

号ピット群 P10 に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ北 6.4 ｍ，東੢ 16.0m のൣғに，33 か所のピットΛ確認した。

ピット　33 か所。௕ܘ 20 ～ 100ᶲ，୹ܘ 22 ～ 68ᶲのԁܗまたはପԁܗで，ਂさは５～ 91ᶲである。

第４号ピット群（第 34・35 図）

　　ᶈピット群

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
３　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
４　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ϒロックඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ৭　ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　13 ৭　୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
׊　15 ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　16 ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　17 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
18　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ

第３号柱穴列跡ग़土遺物࡯؍ද（第 33 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T １ 瓦 軒丸瓦 （3.5） － （6.0）（3.8） 1.0 （２） － － － － － ҉灰 ௕石・石ӳ・᛽ ී௨ ೹文ӈ P ４
（S,107） PL14

－ 38 － － 39 －



ࠇ　19 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
׊　21 ৭　ম土ཻ子中ྔ
22　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
23　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　24 ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
25　҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ
׊　26 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
׊　27 ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　28 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
׊　29 ৭　ローϜཻ子গྔ
30　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　31 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ（第 17 ૚Αり೪ੑ・కまりと
　　　　　　　　΋にڧい）

ࠇ　32 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　33 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　34 ৭　୸化物・ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　35 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
36　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　37 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　38 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　39 ׊ ৭　᛽中ྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　40 ৭ ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ۃ　41 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　42 ৭ ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　43 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
44　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ
45　灰 ׊ ৭　ԁ᛽・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ　

第 34図　第４号ピット群࣮ଌ図

遺物出土状況　陶器ย４఺（甕３，壺１），磁器ย２఺（碗），土師質土器ย̔఺（小皿２，内耳鍋６），瓦質

土器ย１఺（鉢），瓦ย 10 ఺（丸瓦３，平瓦７），మ製品２఺（釘，不明）が֤ピットからग़土している。ま

たࠞ入した土師器ย５఺（甕），須恵器ย２఺（ᆀ，甕）がग़土している。22 は，̥ 17 の෴土中૚，23 は，

̥ 33 の෴土Լ૚からग़土している。21 は̥２，T ２は P19 からそれͧれग़土している。

所見　時期は，ग़土土器から，17 世ل前༿にൺఆできる。
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第 35図　第４号ピット群・ग़土遺物࣮ଌ図

　　ᶉ遺構֎ग़土遺物（第６࣍面）（第 36 図）

　遺構֎の遺物は，࣮ଌ図と࡯؍දで記ࡌする。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

21 瓦質土器 鉢 － （5.3）ʦ15.2ʧ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ϔラຏき ̥２（S,81）５ˋ

22 陶器 ༗耳壺 ʦ10.0ʧ（6.1） － మ釉 ৭׊ࠇ ޷ྑ ֎面・ޱԑ部内面施釉，耳ష෇ ̥ 17（S,95）20ˋ੉戸・
ඒೱ  PL16

23 土師質土器 小皿 ʦ9.3ʧ 2.5 4.6 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ロクロ成ܗ　ఈ部回సࢳ੾り ̥ 33（S,108）50�　PL ̕ 

第４号ピット群ग़土遺物࡯؍ද（第 35 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T ２ 瓦 軒丸瓦 （3.2） － （7.0）（4.9） 0.9 （６） － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・᛽ ී௨ ೹文ӈ P19
（S,101） PL14

27.4m 27.6m

27.8m

27.6m

22

23

PG 5
P10

A

F

K

P

U U' V V' W W'

P' Q Q' R R' S S' T T'

K' L L' M M' N N' O O'

F' G G' H H' I I' J J'

A' B B' C C' D D' E E'

1

13

14

29

30

19

38 37

32

39

40
41 44

45
42 43

20

32

34
33

21

22

12

28

32 32
3536
36

37

28
23

27
17

23 24 12

31
25

18
23

25
26

27

28

15 15
16
28 13

28 28

29

3

6 2

3 4 5 8 10

9 11

10 35

12 28

7

7

23

22
21

T2

０ ２m

０ 10㎝

－ 40 － － 41 －



第 36図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図

　（5）中世遺構Ұཡද

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

19 土師質土器 小皿 ʦ6.8ʧ 1.8 ʦ4.0ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ― 40�

第６࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 36 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T ５ 瓦 軒丸瓦 （1.9） － （3.7）（2.7） － － － － － － － 灰 ௕石 ී௨ ೹文ӈ I ２h8

ද２　井戸Ұཡද

番号 面࣍ 位 置 ௕޲ํܘ 平 面 ܗ
規　　　　模

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕ܘ×୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ ７ I ３h2 ― ԁܗ 1.88 × 1.76 （200） － ࿙ేঢ় 人ҝ 陶器，土師質土器 ຊ跡ˠ PG３・４

２ ６ I ３h2 ― ʦԁܗʧ （3.60 × 2.60） （180） － ࿙ేঢ় 人ҝ 土師質土器，銭貨 ຊ跡ˠ S,36

ද４　土坑Ұཡද

番号 面࣍ 位 置 ௕޲ํܘ 平 面 ܗ
規　　　　模

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕ܘ×୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

161 ̕ I ２K8 ― ʦԁܗʧ （0.84 × 0.70） （78） 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ ― ຊ跡ˠ S,163

162 ̕ I ２i9 ̣－ 40 －˃Ｅ ۱丸௕ํܗ 3.20 × 2.03 11 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 陶器 ຊ跡ˠ第１号火葬土坑

90 ６ I ２i9 ̣－ 58 －˃̬ ʦ௕ํܗʧ （1.12）× 0.67 21 平ୱ ܏֎ 人ҝ 瓦 ຊ跡ˠ SA３，PG４・５

93 ６ I ２i8 ― ― （0.37）× 0.29 19 平ୱ ܏֎ 人ҝ ― ຊ跡ˠ PG４・５

148 ６ I ２i0 ̣－ 46 －˃Ｅ ۱丸௕ํܗ 3.53 × 1.90 59 平ୱ ௚立 人ҝ ― ຊ跡ˠ PG４

ද３　溝跡Ұཡද

番号 面࣍ 位　置 ޲　ํ ঢ়　ܗ
規　　　　模

அ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕さ（ｍ）上෯（ｍ）Լ෯（ｍ）ਂさ（ᶲ）

２ ７ I ３h1 ̣－ 44 －˃ E ௚線ঢ় （4.74） 1.26 0.94 74 U ঢ়ࣈ ܏֎ 人ҝ － ຊ跡ˠ炉１，PG４

１ ６ I ２i9 ̣－ 55 －˃ W ௚線ঢ় （1.65） 0.40 0.27 18 U ঢ়ࣈ ܏֎ 人ҝ － －

ද５　柱穴列跡Ұཡද

番号 面࣍ 位 置 ޲　ํ ௕さ（m）
柱間ੇ法

（m）

柱     穴 
主なग़土遺物 උ　考

ॏ複関܎（ݹˠ৽）柱穴数 平面ܗ ௕ܘ / ୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

２ ̔ ̞２h0 ～
　̞２K9 N － 38 －˃ E 8.0 2.0 ７ ԁܗ　ପԁܗ 0.27 ～ 0.45/

0.26 ～ 0.39 17 ～ 54 陶器，土製品，
మ製品 －

３ ６ ̞２h0 ～
　̞２K9 N － 33 －˃ E 7.6

3.2 1.5 12 ԁܗ　ପԁܗ 0.40 ～ 0.86/
0.36 ～ 0.55 16 ～ 53 陶器，磁器，瓦 S,90，PG４ˠຊ跡

ˠ PG５

19
T5 ０ 10㎝

－ 42 －



ද６　ピット群Ұཡද

　（1）第４࣍面

　　౰࣍面は，近世の中で，࠷΋௕期間に౉り，生׆面として機ೳしていたと考えられる。おおΑその時期は，

　17 世ل中༿～ 18 世ل代にൺఆできる。

３　近世の遺構と遺物（第４・５・３࣍面）

　౰時代の遺構は，石組み遺構３基，用排水路跡２条，石敷き遺構１基，土坑 10 基，柱穴列跡２条，ピッ

ト群４か所Λ確認した。第４࣍面は生׆面であり，その構築に伴う基ૅ地業面が第５࣍面である。そのため

ຊ項では第４࣍面からॱに記ड़する。

第 37図　第４࣍面શମ図

位置　調査区੢部の I ２h9 区，標高 28.0 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第２# 号石組み遺構Λ۷りࠐみ，第 24 号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　石組みの規模は，北東・ೆ੢࣠ 1.92 ｍ，北੢・ೆ東࣠ 1.52 ｍで，ํܗの石組みの北東部に，ಉ

じ石ࡐΛ用いた୆ܗঢ়のுりग़しが構築される。۷ํの規模は北東・ೆ੢࣠ 2.08m，北੢・ೆ東࣠ 1.88m の不

第２A号石組み遺構（SX14 ੢）（第 38 ～ 42 図）

　　ᶃ石組み遺構
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番号 面࣍ 位 置 ঢ়　ܗ ൣ　ғ（ｍ）
柱     穴 

主なग़土遺物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）柱穴数 平面ܗ ௕ܘ / ୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

２ ̔ ̞２i8 ～
　̞３h2 不ఆܗ ʦ8.4 × 15.9ʧ 17 ԁܗ　ପԁܗ

۱丸ํܗ
0.20 ～ 0.93/
0.18 ～ 0.74 ５～ 50 土師器，須恵器 SI １ˠຊ跡

３ ７ ̞２i9 ～
　̞３h2 不ఆܗ ʦ6.8 × 15.2ʧ 11 ԁܗ　ପԁܗ 0.28 ～ 0.64/

0.28 ～ 0.62 ６～ 70 ― SE１ˠຊ跡ˠ第２̗
号石組み遺構

４ ６ ̞２h8 ～
　̞３h2 不ఆܗ ʦ6.4 × 16.0ʧ 33 ԁܗ　ପԁܗ 0.20 ～ 1.00/

0.22 ～ 0.68 ５～ 91 陶器，磁器，土師質土器
瓦質土器，瓦，మ製品

SE１，SD２，S,90・93・
148 ˠຊ跡ˠ SA３，PG５

－ 42 － － 43 －



第 38図　第２A・２# 号石組み遺構࣮ଌ図
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ఆܗで，北東・ೆ੢࣠ํ޲は N － 29 －˃ E である。ਂさは 1.67m で，ఈ面は平ୱである。

石組みの構築状況　石ࡐ 60 ఺（北東 15，ೆ ੢ 14，ೆ 東 15，北੢ 16）Λ確認した。௕さ 78 ～ 84ᶲ，෯ 24 ～ 29ᶲ，

ްさ 11 ～ 14ᶲ，ॏྔ 40 ～ 46ᶵのڽ灰ؠの੾石が࠷΋ଟ͘，௕さ 62 ～ 66ᶲ・92 ～ 98ᶲの石ࡐ΋ؚまれる。

積みํは，֤ஈの高さΛଗえる෍積みで，す΂ての石ࡐが，௕ลΛԣにして積まれている。࠷Լஈは，ఱ୺Λ

ਨ௚に２ஈに積み，そのޙはఱ୺Λ水平とਨ௚に積Ή工ఔΛҰஈͣͭ܁りฦしている。石ࡐの୺がଗわないΑ

うにޓいҧいに積まれ，18～38ᶲの石ࡐで，ܺ 間ができないΑうに調અされている。ఈ面に石ࡐは確認されない。

ுりग़し部は，ఱ୺Λਨ௚に積み，ϋのࣈঢ়Λఄする୹い石ࡐに߹わͤて，ํ 。の石組みの֯が落とされているܗ

覆土　19 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第 20 ～ 39 ૚は

掘ํへの埋土である。

土層解説
׊　１ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
３　ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ
̕　灰 ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
10　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子ඍྔ
11　灰 ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・੺৭ཻ子ඍྔ
12　灰Φリーϒ৭　ম土ཻ子ඍྔ
13　Φリーϒࠇ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
15　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　17 ׊ ৭ ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
18　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ
ࠇ　19 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
20　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

21　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ڽ灰ؠยগྔ
ࠇ　22 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
23　ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
ࠇ　24 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
25　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
26　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　27 ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
28　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
29　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ڽ灰ؠยඍྔ
ࠇ　30 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　31 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　32 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
33　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
ࠇ　34 ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　35 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　36 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　37 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　38 ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　39 ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

所見　時期は，ग़土遺物と確認面から，17 世ل中༿から 18 世ل代にൺఆできる。ྡ઀する第２# 号石組みか

ら作りସえられた΋のとਪఆされる。ੑ֨は不明である。

遺物出土状況　陶器ย̔఺（碗１，擂鉢３，鉢２，甕２），磁器ย６఺（碗），土師質土器ย 22 ఺（小皿 11，

皿６，内耳鍋１，ᖿᖻ１，火鉢１，鉢１，甕１），瓦質土器ย４఺（火鉢２，甕２），瓦ย 162 ఺（丸瓦 60，

平瓦 98，౩ࠐ瓦１，不明３），ಔ製品１఺（煙管），మ製品２఺（釘），ガラス製品１఺（小玉）がग़土している。

またࠞ入した土師器ย 11 ఺（ᆀ４，甕７），須恵器ย 16 ఺（ᆀ̕，高୆෇ᆀ１，蓋１，甕５），మᕥ１఺（209g），

మย１఺（10.7g），ࣗવ遺物２఺（Դᥡ֋֪，൘ࡐ）がग़土している。41 は۷ํの埋土Լ૚，42・49 は෴土

Լ૚，43・45・53 は෴土中૚，46・50・51・T10 は෴土上૚からग़土している。47・48 は෴土Լ૚と中૚，

56 は෴土中૚と第５࣍面の遺構֎からग़土したഁยが઀߹した΋のである。52・54・55・57・58・T11・M ２・

G １は෴土中からग़土している。工۩ࠟが明ྎな石ࡐはαンプϧとし，୓Ө図ٴͼ࡯؍දに記ࡌする。

第 39図　第２A 号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図（1）
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第 40図　第２A 号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図（2）

G1

47

51

52

54

55

56

58

M2

T10
T11

57

53

48

49 50

０ １㎝ ０ 10㎝

－ 46 －



第 41図　第２A 号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図（3）
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第 42図　第２A 号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図（4）
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位置　調査区੢部の I ２i9 区，標高 28.0 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第３号ピット群 P １・P ２Λ۷りࠐみ，第２A 号石組み遺構，第 24 号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　石組みの規模は，北東・ೆ੢࣠ 1.37 ｍ，北੢・ೆ東࣠ 0.97 ｍの௕ํܗで，۷ํの規模は，北東・

ೆ੢࣠は 2.04m で，北੢・ೆ東࣠は 1.38m しか確認できなかったが，۱丸௕ํܗとਪఆされる。北東・ೆ੢

は޲ํ࣠ N － 34 －˃ E である。ਂさは 1.04m で，ఈ面は平ୱである。

石組みの構築状況　石ࡐ 17 ఺（北東４，ೆ ੢３，ೆ 東６，北੢４）Λ確認した。ೆ東・北੢นは，௕さ 72 ～ 80ᶲ，

෯ 28 ～ 32ᶲ，ްさ約 10ᶲ，ॏྔ 16.5 ～ 44ᶵ，北東・ೆ ੢นは，௕さ 92 ～ 98ᶲ，෯ 30 ～ 34ᶲ，ްさ̕～ 12ᶲ，

ॏྔ 13 ～ 42ᶵのڽ灰ؠの੾石Λ主に用い，ܺ間Λ様ʑな大きさの石ࡐで埋めている。いͣれ΋石ࡐのྼ化が

著し͘，ണ཭などが確認でき，ܭଌしたॏྔはۉҰでない。ఱ୺Λਨ௚に積み，石ࡐの୺Λଗえて積んでいる。

第２B号石組み遺構（SX14 東）（第 38・43 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

41 土師質土器 小皿 6.6 1.3 4.8 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部༉煙෇ண ۷ํ埋土

Լ૚ 100ˋ  PL10

42 土師質土器 小皿 6.8 1.8 4.6 石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部・ମ部内面༉煙෇ண ෴土Լ૚ 98�　 PL10

43 土師質土器 小皿 6.7 1.8 4.8 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　見ࠐみにएׯのಥग़　ޱԑ部

༉煙෇ண ෴土中૚ 95�　 PL10

45 土師質土器 小皿 7.4 2.0 4.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ ෴土中૚ 100ˋ  PL10

46 土師質土器 小皿 5.6 1.2 4.1 石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ ෴土上૚ 80�　 PL10

47 土師質土器 小皿 ʦ6.2ʧ 1.3 4.4 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ෴土Լ૚ 50�　 PL10

48 土師質土器 皿 13.0 2.4 7.3 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・᛽ ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部に༉煙෇ண ෴土中૚ 70�　 PL10

49 土師質土器 皿 11.6 2.5 8.0 ௕石・Ӣ฼・
֯ઑ石・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，֎पφσ　ޱԑ部༉煙෇ண ෴土Լ૚ 60�　 PL10

50 土師質土器 皿 9.8 1.8 6.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ޱԑ部内面༉煙෇ண ෴土上૚ 70�　 PL10

51 土師質土器 皿 ʦ10.0ʧ 1.7 6.0 石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ఈ部内面ഗ෇ண ෴土上૚ 60�　 PL10

52 土師質土器 内耳鍋 － （4.6） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面φσ ෴土中 ５�

53 土師質土器 火鉢 － （4.6）ʦ13.7ʧ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部からണ཭した٭部ヵ　上面にڧいԣφσ ෴土中૚ 20�

54 瓦質土器 火鉢 ʦ23.0ʧ（6.0） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 灰 ී௨ ମ部֎面にོଳష෇　ོଳԼにスタンプにΑる

文ߕُ ෴土中 ５�

55 瓦質土器 火鉢 ʦ20.4ʧ（5.8） － ௕石・石ӳ・᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面ϔラຏき　ޱԑ部内࿷ ෴土中 ５�

56 陶器 擂鉢 ʦ29.2ʧ（8.5） － ௕石・᛽　మ釉 ҉੺׊ ޷ྑ ԑ部ંりฦし　擂り目ޱ 17 条Ұ୯位ヵ ෴土中૚
第５࣍面遺構֎

20ˋ੉戸・ඒ
ೱ PL10・16

57 陶器 擂鉢 － （3.2）ʦ12.7ʧ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 擂り目６条Ұ୯位ヵ ෴土中 10ˋ

58 瓦質土器 甕 － （4.2）ʦ18.6ʧ௕石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り　֎・内面ϔラຏき ෴土中 20�

第２A 号石組み遺構ग़土遺物࡯؍ද（第 39 ～ 42 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏ （ྔᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

2 ４ 石ࡐ 86.0 27.5 10.5 （32.5） ؠ灰ڽ ෯４ᶲఔの工۩ࠟ　ఱ୺はࣼめに工۩ࠟ －

2 ５ 石ࡐ 76.5 27.5 12.3 30.0 ؠ灰ڽ ෯４ᶲఔの工۩ࠟ　֯の੾り落としにはΑりࡉい工۩が用いら
れている　石ࡐΛ組ΉためのՃ工ヵ －

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢２ 煙管 6.6 1.6 0.9 （8.6） ಔ がる޿ट　火皿がأ ෴土中 PL13

番号 器　種 経 ްさ ܘ޸ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

G １ 小玉 0.5 0.4 0.1 0.1 ガラス एׯのؾ๐ ෴土中 PL13

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T10 瓦 ౩ࠐ瓦 （1.8） － （9.7）（7.6） － － － － － － － ࠇ ௕石・石ӳ ී௨ ೹文ӈ ෴土上૚ PL14

T11 瓦 軒平瓦 － － － － － － （1.7）（2.5） 0.5 － （4.9） 灰 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ ී௨ ౜૲文 ෴土中

－ 48 － － 49 －



土層解説
ᶃ　明 ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ，ന৭೪土ϒロックগྔ
ᶄ　׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
ᶅ　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ᶆ　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ᶇ　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ᶈ　ࠇ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ᶉ　ࠇ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ᶊ　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子ඍྔ
ᶋ　׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
ᶌ　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子中ྔ，灰ཻ子ඍྔ

ᶍ　ࠇ ׊ ৭ ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ᶎ　ࠇ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ᶏ　ࠇ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ᶐ　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ᶑ　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ᶒ　׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ᶓ　Φリーϒ׊৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ᶔ　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ϒロックඍྔ
ᶕ　ࠇ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย１఺（壺），磁器ย１఺（碗），土師質土器ย５఺（小皿４，皿１）がग़土している。

またࠞ入した須恵器ย１఺（蓋），灰釉陶器ย１఺（瓶）がग़土している。59・61・62 は෴土Լ૚，44・60

は෴土中૚からग़土している。工۩ࠟが確認された石ࡐはαンプϧとし，୓Ө図ٴͼ࡯؍දに記ࡌする。

所見　時期は，確認面とग़土遺物から，17 世ل中༿から 18 世ل代にൺఆできる。ੑ֨は不明である。

覆土　13 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第 14 ～ 19 ૚は

۷ํへの埋土である。

第 43図　第２# 号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図
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所見　時期は，ಉじ面の遺構から 17 世中༿から 18 世ل代とਪఆでき

るが，時期ܾఆのࠜڌとなる遺物がग़土していないため明確でない。

位置　調査区੢部の̞２h9 区，標高 28.0 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

規模と形状　北部が調査区֎にԆͼ，ೆ部が֧ཚΛडけているため，

௕ܘは 1.48m で，୹ܘは 0.50m しか確認できなかった。ਂ さは 39ᶲで，

ఈ面は皿ঢ়であり，นは؇やかに立ち上がっている。

覆土　２૚に分૚できる。᛽Λؚみ，ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔし

ていることから，埋め໭されている。

第 22号土坑（第 44 図）

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

　　ᶄ土坑

第 44図　第 22 号土坑࣮ଌ図

位置　調査区੢部の̞２h9 区，標高 28.0 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第２A・２# 号石組み遺構Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　௕࣠ 1.56m，୹࣠ 1.42m で，௕࣠ํ޲が̣－ 30 －˃ E のํܗである。ఈ面は平ୱで，ਂさは 44ᶲ

である。上෯ 20 ～ 30ᶲの溝がํܗに८り，その中央部がԁܗに۷りԼ͛られ，ম土ཻ子や୸化ཻ子がଟ͘確

認されることから，೩ম部として使用されていたと考えられる。೩ম部のԼにはԳが埋設されている。Գと۷

ํの間にはڽ灰ؠが入れࠐまれており，Գのݻఆ，あるいは଱火が目的と૝ఆされる。また，൘ญ瓦が，Գ内

で確認され，଱火ੑΛڧめる໾割ΛՌたしていると考えられる。Գのఈ面までのਂさは，確認面から 68ᶲで

ある。

覆土　10 ૚に分૚できる。第１～６૚，第̕・10 ૚は，కまりがڧいことから，整地のࡍに埋め໭されたと

ਪఆされる。第７・̔૚は，ম土ཻ子や୸化ཻ子ΛؚΉ，ຊ跡使用時のࣗવଯ積૚である。第 11 ～ 14 ૚は，

೩ম部Λ構築するための埋土である。第 12 ૚は，ম土ཻ子・୸化ཻ子Λݦ著にؚんでいることから，ຊ૚の

上面が೩ম部として用いられていたと考えられる。第 15 ～ 20 ૚は，۷ํへの埋土である。

第 24号土坑（第 45・46 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

44 土師質土器 小皿 ʦ6.2ʧ 1.1 ʦ4.0ʧ ௕石・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部・ମ部֎面༉煙෇ண ෴土中૚ 40ˋ

59 土師質土器 小皿 6.5 1.5 4.2 石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部・ମ部内面༉煙෇ண　

見ࠐみにएׯのԜみ　内面にಉ৺ԁঢ়のφσ ෴土Լ૚ 100�　PL10

60 土師質土器 小皿 6.2 1.3 4.5 ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部，ମ部֎・内面༉煙෇

ண ෴土中૚ 100�　PL10

61 土師質土器 小皿 6.7 1.3 4.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ୶ԫ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部，ମ部֎・内面༉煙෇
ண　内面にಉ৺ԁঢ়のφσ ෴土Լ૚ 90ˋ　 PL10

62 土師質土器 皿 ʦ13.2ʧ 2.6 7.6 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ମ部֎・内面༉煙෇ண ෴土Լ૚ 80ˋ　 PL10

第２# 号石組遺構ग़土遺物࡯؍ද（第 43 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏ （ྔᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

2 ３ 石ࡐ 30.0 29.5 10.8 8.9 ؠ灰ڽ ෯４ᶲఔの工۩ࠟ　ଆ面はΑりີな工۩ࠟ －

28.2mA A'

A A'

1
2

Ｉ２h9

０ １m

－ 50 － － 51 －



土層解説
׊　１ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
２　にͿい੺׊৭　೪土ϒロック・୸化物・ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　೪土ϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭ ローϜϒロックগྔ，ম土ϒロック・೪土ϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化物গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

10　҉ ׊ ৭　୸化物ඍྔ
11　明 ੺ ׊ ৭ ম土ϒロックଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子ඍྔ
12　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ
׊　13 ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ڽ灰ؠยඍྔ
17　҉ ੺ ৭　ম土ཻ子গྔ
18　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子গྔ
19　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
20　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

第 45図　第 24 号土坑・ग़土遺物࣮ଌ図
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第 46図　第 24 号土坑ग़土遺物࣮ଌ図

遺物出土状況　陶器ย３఺（碗２，壺１），磁器ย２఺（碗），土師質土器ย５఺（小皿３，火鉢１，鉢１），

瓦質土器ย２఺（火鉢，鉢），瓦ย 36 ఺（丸瓦 10，平瓦 20，൘ญ瓦５，不明１），మ製品１఺（釘）がग़土し

ている。63 は۷ํの埋土上૚，T12・T13 は۷ํの埋土Լ૚からग़土している。

T12

T13

０ 20㎝

－ 52 － － 53 －



位置　調査区東部の̞３i2 区，標高 27.9 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係  第２号井戸跡Λ۷りࠐみ，第６号ピット群̥13・̥ 14，第̔号ピット群̥２・̥ ６に۷りࠐまれている。

規模と形状　東部が，調査区֎にԆͼているため，௕ܘ 2.39m で，୹ܘは 1.54m しか確認できなかったが，

ԁܗとਪఆできる。ਂ さは 182ᶲで，ೆ นは内܏して立ち上がっている。北นは೾ঢ়Λఄして立ち上がっており，

ຊ跡の構築時に，ॏ複している第２号井戸跡の෴土が่れたためとਪఆされる。

覆土　31 ૚に分૚できる。不規ଇなଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 36号土坑（第 47 ～ 50 図）

土層解説
׊　１ ৭　ԁ᛽গྔ，୸化物・ࣛপύミスඍྔ
２　҉ ׊ ৭ ࣛপύミス中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　５ 灰 ৭ 灰中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
７　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍྔ
̔　҉ ੺ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ

̕　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ
10　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
11　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ԁ᛽ඍྔ
12　ԫ ׊ ৭ ೪土ཻ子・ཻ࠭・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子ଟྔ
14　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ࣛপύミスগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　15 ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子・ࣛপύミスඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ࣛপύミス・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
17　にͿいԫ׊৭　ࡉ᛽中ྔ，೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ

所見　時期は，ಉじ面の遺構とग़土遺物から，17 世ل中༿から 18 世ل代とਪఆできる。۷ํにॆరされてい

るڽ灰ؠは，石組み遺構の石ࡐからస用した΋のとਪఆでき，ੑ֨は，Կらかの火に関わる遺構であると考え

られるが，不明である。

第 47図　第 36 号土坑࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

63 土師質土器 火鉢 ʦ31.2ʧʦ21.0ʧʦ24.0ʧ௕石・石ӳ・᛽ ᒵ ී௨
ମ部֎面φσで施文ޙ，ϔラຏき　ޱԑ部֎面ོଳష෇
　৶部に２条の௜線ޱ　ۂԑ部Λԡѹで部分的に࿷ޱ
઀߹部Λφσ，ޙ部ష෇٭

۷ํ埋土
上૚ 30ˋ　PL11

第 24 号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 45・46 図）

番号 種　別 器種 ௕ࠨ ӈ௕ ಄௕ ৲௕ ॏ複部
（上）

ॏ複部
（Լ） 高さ ଻土 ৭調 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考

T12 瓦 ൘ญ瓦 41.2 （38.1）（30.7） 33.2 6.4 4.3 4.6 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ
子・਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ 釘でݻఆするため

にઠ޸
۷ํ埋土

Լ૚ 釘࢒ଘ　PL15

T13 瓦 ൘ญ瓦 40.0 40.7 32.2 32.2 6.7 4.5 3.9 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ 釘でݻఆするため

にઠ޸
۷ํ埋土

Լ૚ 　　　　PL15
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第 48図　第 36 号土坑ग़土遺物࣮ଌ図（1）

׊　18 ৭　೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
19　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
ࠇ　20 ׊ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　21 ৭ ೪土ϒロック中ྔ，ཻ࠭・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
22　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　23 ҉ ׊ ৭ ೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　24 ৭　೪土ϒロック中ྔ，ࡉ᛽ඍྔ

׊　25 ৭ ೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化物・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　26 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
27　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・ԁ᛽ඍྔ
28　ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
29　にͿいԫᒵ৭　೪土ϒロックଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ
30　にͿいԫ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子ඍྔ
31　にͿいԫᒵ৭　೪土ϒロックଟྔ，ࡉ᛽ඍྔ
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遺物出土状況　陶器ย 10 ఺（碗１，丸皿２，鉢１，甕５，土瓶１），磁器ย１఺（碗），土師質土器ย 56 ఺（小

皿 22，皿４，火鉢３，২໦鉢２，鉢 25），瓦質土器ย５఺（碗，火鉢，擂鉢，২໦鉢，香炉），瓦ย 492 ఺（丸

瓦 69，平瓦 337，൘ญ瓦̕，ྠҧ瓦 44，౩ࠐ瓦 ৼ瓦２，不明̕），土製品７（泥面子１，不明６），మأ，22

製品４఺（釘３，鍵１），銭貨５఺（׮Ӭ௨ሞ２，Ӭᒜ௨ሞ１，不明２），ಔ製品（؀ঢ়ಔ製品），మᕥ（6438.4g），

మย（2140g）がग़土している。68・M13 は෴土中・Լ૚，64・70・72・M11・M12・T14・T17 は෴土中૚，

T16・T19 は෴土上૚からग़土している。65 ～ 67・69・71・73・TP ５・DP ３・DP ４・M ４～̢６・M10・

M14・M15・T15・T18・T20 ～ T22 は෴土中からग़土している。なお M15 はഁଛが著しいため，࡯؍දの

記ࡌにࢭめる。

所見　時期は，ಉじ面の遺構やग़土遺物から，17 世ل中༿から 18 世ل代とਪఆできる。第６࣍面で確認され

た第２号井戸跡Λ۷りࠐんで構築されている。ੑ֨は，੾石のڽ灰ؠや，ম土・୸化ࡐ，以前の生׆面にؼ属

する 16 世ޙل༿の遺物が確認されることから，ম٫の伴うഇغ土坑である。౰࣍面は，徳઒期の二の丸御殿

跡であり，御殿内に，ຊ跡が։ޱしていたことは૝ఆしに͘い。改मΛ行うࡍに，ຊ跡Λ利用し，整地がྃ׬

した時には，ຊ跡上΋整地されていたと૝ఆされる。

第 49図　第 36 号土坑ग़土遺物࣮ଌ図（2）
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第 50図　第 36 号土坑ग़土遺物࣮ଌ図（3）
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第 37号土坑（第 51 図）

位置　調査区中央部の̞２h0 区，標高 27.9 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

64 陶器 丸皿 ʦ9.6ʧ 1.9 5.2 ௕石・石ӳ・᛽
మ釉

҉੺׊
にͿい੺׊ ޷ྑ ମ部Լ୺࿐଻　 ෴土中૚ 50ˋ੉戸・

ඒೱ　PL16
65 陶器 丸皿 ʦ9.6ʧ 2.3 ʦ5.2ʧ ௕石・石ӳ・᛽

మ釉 にͿい੺׊ ޷ྑ ମ部Լ୺࿐଻ ෴土中 40ˋ੉戸・
ඒೱ　PL16

66 土師質土器 小皿 ʦ6.8ʧ 1.6 ʦ3.2ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ ෴土中 30�

67 土師質土器 小皿 － （1.9） 2.8 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ఈ部が約３ᶱಥग़ ෴土中 50�　PL ̕

68 土師質土器 小皿 － （2.0） 3.2 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　内面ロクロ目 ෴土中・Լ૚ 30�

69 土師質土器 皿 ʦ10.6ʧ 3.8 ʦ5.4ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 明੺׊ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ෴土中 30�

70 土師質土器 皿 ʦ11.0ʧ 2.1 ʦ7.4ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ԫ灰 ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　内面༉煙෇ண　二࣍ম成 ෴土中૚ 20�

71 瓦質土器 香炉 ʦ9.6ʧ 4.1 ʦ8.2ʧ ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ֎৶部ϔラຏき　ମ部ޱ，部ష෇　ମ部֎面，ఈ部पԑ٭
面スタンプにΑる౜૲文ヵ　ఈ部内面ಉ৺ԁに７条の௜線 ෴土中 30�　PL11

72 土師質土器 火鉢 － （7.5）ʦ25.2ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部ࣦܽ　٭部֎面ϔラຏき　٭部ઔܗのಁか

し　 ෴土中૚ 10�　PL11

73 陶器 土瓶 ʦ8.0ʧ （8.0） － ௕石・石ӳ・
ന৭ཻ子 灰׊ ޷ྑ Ұ୯位６条の۳ঢ়工۩にΑるԣ位の௜線 ෴土中 10�　PL17

第 36 号土坑遺構ग़土遺物࡯؍ද（第 48 ～ 50 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T14 瓦 ౩ࠐ瓦 （2.1） － 9.7 7.4 － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ ෴土中૚ PL14

T15 瓦 ౩ࠐ瓦 （2.4） － 9.3 7.4 － － － － － － － 灰 ௕石・
੺৭ཻ子 ී௨ ೹文ӈ ෴土中 PL14

T16 瓦 ౩ࠐ瓦 （2.5） － 9.4 7.3 － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
᛽ ී௨ ೹文ӈ ෴土上૚ PL14

T17 瓦 ౩ࠐ瓦 （2.2） － （7.0）（5.9） － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ ී௨ ೹文ӈ ෴土中૚ PL14

T18 瓦 ౩ࠐ瓦 （1.9） － （9.4）（7.4） － － － － － － － 灰 石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ ෴土中 PL14

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP ５ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ֎面ོଳష෇　֎面スタンプにΑるཕ文 ෴土中 PL12

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP ３ 泥面子 6.0 4.1 2.4 36.3 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ཪ面φσ　Ԑヵ ෴土中 PL13

DP ４ 不明 （5.0） （5.0） （2.4）（32.6）௕石・石ӳ ２条のࣰ஛が入っていたࠟ跡　すさࠞ入　土นยヵ ෴土中

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢４ 釘 （13.5） 2.1 0.6 （26.2） మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし ෴土中 PL13

̢５ 釘 8.0 1.1 0.4 7.1 మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし　੺৭ృྉ෇ண ෴土中 PL13

̢６ 釘 3.6 0.7 0.2 1.1 మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし　੺৭ృྉ෇ண ෴土中 PL13

̢ 10 鍵 3.5 1.9 0.6 4.5 మ ࠩしࠐみ部中ۭ ෴土中 PL13

番号 銭　種 ܘ ෯޸ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ ॳர年 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢ 11 Ӭ௨ሞ׮ 2.2 0.6 0.1 2.5 ಔ 1626 日ຊ銭　ແഎ銭 ෴土中૚ PL13

̢ 12 Ӭ௨ሞ׮ 2.4 0.6 0.14 3.0 ಔ 1626 日ຊ銭　ແഎ銭 ෴土中૚ PL13

̢ 13 Ӭᒜ௨ሞ 2.4 0.6 0.18 3.4 ಔ 1408 明銭　ແഎ銭 ෴土中・Լ૚ PL13

̢ 14 不明 2.3 0.6 0.13 （1.3） ಔ － － ෴土中 PL13

̢ 15 不明 ʦ2.0ʧ ʦ0.5ʧ 0.16 （0.8） ಔ － － ෴土中

番号 種　別 器種 શ௕ શ෯ ްさ શ高 ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

T19 瓦 ྠҧ瓦 13.0 （13.9） 2.0 4.8 ௕石 ׊ࠇ ී௨ 内面෍目ࠟと３条のೄ目ࠟ のࠁ印 ෴土上૚ PL14

T20 瓦 ྠҧ瓦 13.2 （12.5） 2.1 4.6 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 灰 ී௨ 内面෍目ࠟと２条のೄ目ࠟ のࠁ印 ෴土中 PL14

T21 瓦 ྠҧ瓦 14.5 （12.1） 2.1 （6.1） ௕石・石ӳ・᛽ ԫ灰 ී௨ 内面෍目ࠟ　֎面にՖ文のࠁ印 ෴土中

T22 瓦 ྠҧ瓦 （9.9）（10.4） 2.3 （5.1） ௕石・石ӳ・᛽・
੺৭ཻ子 にͿいԣᒵ ී௨ 内面に̔条のೄ目ࠟ のࠁ印 ෴土中 PL14

－ 58 －



遺物出土状況　磁器ย６఺（碗４，小鉢２），土師質土器ย１఺（মԘ壺蓋）がग़土している。74 は෴土上૚，

75 は෴土中からग़土している。

所見　時期は，ಉじ面の遺構とग़土遺物から，17 世ل中༿から 18 世ل代にൺఆできる。

規模と形状　ೆ੢部が֧ཚΛडけているため，௕࣠は 1.60m で，୹࣠は 1.22m しか確認できなかったが，௕

－が̣޲ํ࣠ 55 －˃Ｅの۱丸ํܗとਪఆできる。ਂさは 24ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นは֎܏して立ち上がっ

ている。また部分的に೪土が確認できた。

覆土　̕૚に分૚できる。不規ଇなଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
４　灰 ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土
　　　　　　　　ϒロックඍྔ

６　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭ ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 51図　第 37 号土坑・ग़土遺物࣮ଌ図

位置　調査区中央部の̞３h1 区，標高 27.2 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

規模と形状　ܘ 0.50m のԁܗである。ਂさは 45ᶲで，ఈ面は平ୱでありนは֎܏して立ち上がっている。෴

土中に 20ᶲఔの᛽が確認できた。

第 118 号土坑（第 52 図）

第 52図　第 118 号土坑・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

74 土師質土器 মԘ壺蓋 6.7 1.8 － ௕石・石ӳ・᛽ 灰׊
にͿいԫᒵ ී௨ 内面φσ　内面がࠇ৭にᗉされている ෴土上૚ 80�　PL11

75 磁器 小鉢 － （1.4） ʦ6.3ʧ ៛ີ　ಁ明釉 灰ന ޷ྑ 見ࠐみにՖ文 ෴土中 ５ˋං前ヵ

第 37 号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 51 図）
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遺物出土状況　瓦ย２఺（桟瓦），銭貨１఺（不明），石製品１఺（౐石）がग़土している。2 ̕は෴土Լ૚，

M16 は෴土中からग़土している。M16 は，ഁଛが著しいため࡯؍දの記ࡌにࢭめる。

所見　۷りࠐみ面は不明であるが，ग़土遺物から近世にൺఆできる。

位置　調査区ೆ੢部の̞２K8 区，標高 28.0 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第 161 号土坑，第５号ピット群̥ 25・̥ 26，第 24 号不明遺構Λ۷りࠐみ，第１ ・̖１̗号用排水路，

第 164 号土坑，第６号ピット群̥６・̥７に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ部ٴͼ੢部が調査区Ҭ֎にԆͼているため，௕࣠は 2.06m で，୹࣠は 1.00m しか確認できなかっ

たが，ԁܗとਪఆできる。調査区ࡍに位置し，調査区นの่落のੑݥةがあるため，約 140ᶲԼ͛たஈ֊で，

Լ部の調査Λஅ೦した。

覆土　10૚に分૚できる。࠭ ཻが主ମであり，ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 163 号土坑（第 53 図）

所見　時期は，ಉじ面の遺構から 17 世ل代中༿から 18 世ل代とਪఆできるが，遺物が伴わないため，明確で

はない。

第 53図　第 163 号土坑࣮ଌ図

位置　調査区ೆ部の̞２K9 区，標高 28.0 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第 163 号土坑，第５号ピット群̥ 24 Λ۷りࠐみ，第１̖・１̗号用排水路に۷りࠐまれている。

規模と形状　௕࣠ 2.18m，୹࣠ 1.54m で，௕࣠ํ޲が N － 34 －˃ E の௕ํܗである。ਂさは 94ᶲで，֎܏し

第 164 号土坑（第 54 図）

土層解説
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
２　Φリーϒࠇ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　瓦ยগྔ，୸化物ඍྔ
４　灰Φリーϒ৭　೪土ϒロック・中ԁ᛽গྔ
׊　５ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
６　灰Φリーϒ৭　ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

７　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̔　Φリーϒࠇ৭　ローϜཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
̕　҉Φリーϒ৭ ཻ࠭গྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子・ম土ཻ子

ඍྔ
10　҉Φリーϒ৭　ཻ࠭ଟྔ，ࡉ᛽গྔ

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

覆土　２૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。

第 118 号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 52 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̦̕ ౐石 （6.8） 3.8 3.3 （98.9） ؠ灰ڽ ౐面４面　୺部にӶ利な΋のΛݚいͩԜみ ෴土Լ૚ PL12

番号 銭　種 ܘ ෯޸ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ ॳர年 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢ 16 不明 4.6 0.7 0.1 （1.72） ಔ － － ෴土中 ଌのみܭ

28.2m
用排水路１Ｂ

用排水路１Ａ
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て立ち上がっている。ఈ面は平ୱである。

覆土　18 ૚に分૚できる。֤૚にローϜཻ子Λؚみ，కまりがڧいことから，整地Λ行うࡍに埋め໭された

とਪఆされる。

土層解説
１　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉Φリーϒ৭　୸化物・ࡉ᛽ඍྔ
３　Φリーϒ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
４　Φリーϒ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　Φリーϒࠇ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
̕　҉ ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ

10　灰Φリーϒ৭　ম土ཻ子গྔ
11　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　灰 ׊ ৭　ཻ࠭গྔ
15　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ
׊　16 ৭　ম土ཻ子গྔ
17　灰Φリーϒ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
18　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย１఺（碗），土師質土器ย１఺（皿），瓦質土器ย１఺（鉢），瓦ย 18 ఺（丸瓦４，平瓦

13，౩ࠐ瓦１），మ製品１఺（釘），ಔ製品１఺（ම）がग़土している。また，ࠞ 入した土師器ย３఺（ᆀ１，甕２），

第 54図　第 164 号土坑・ग़土遺物࣮ଌ図
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　　ᶅピット群

位置　I ２h9 区～ I ３h3 区，標高 28.1 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第 36・163 号土坑Λ۷りࠐみ，第１号石敷き遺構，第４号柱穴列̥２～̥５，第５号柱穴列̥２，

第７号ピット群̥７に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ北 10.5 ｍ，東੢ 25.5m のൣғに，15 か所のピットΛ確認した。

ピット　15 か所。௕ܘ 39 ～ 132ᶲ，୹ܘ 33 ～ 76ᶲのԁܗ・ପԁܗ・不整ପԁܗで，ਂさは４～ 84ᶲである。

P ̕・P12・P13 では᛽Λ確認した。

第６号ピット群（第 55・56 図）

ピット土層解説（各ピット共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭ ᛽গྔ，ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔࡉ
ۃ　４ ҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গྔ，大ԁ᛽・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
７　明 ׊ ৭　中ԁ᛽中ྔ，ローϜཻ子গྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　11 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭ ᛽中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔࡉ
13　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　14 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
׊　15 ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　17 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ׊ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　

׊　19 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
׊　20 ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，中ԁ᛽ඍྔ
׊　22 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　23 ৭　ম土ϒロック・大ԁ᛽গྔ
24　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
25　灰 ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ϒロック・ڽ灰ؠยඍྔ
׊　26 ৭　ローϜཻ子ଟྔ
27　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
28　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　29 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　30 ৭　ম土ϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　31 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
׊　32 ৭　中ԁ᛽ଟྔ，ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
33　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
34　にͿいԫ׊৭ ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土ϒロック・ࡉ᛽ඍྔ
׊　35 ৭　ローϜཻ子中ྔ，ࡉ᛽ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย４఺（鉢１，蓋１，甕２），磁器ย 11 ఺（碗６，鉢５），土師質土器ย 13 ఺（小皿７，火鉢２，

鉢１，甕２，壺１），瓦質土器ย２఺（火鉢，鉢），瓦ย 68 ఺（丸瓦 24，平瓦 20，桟瓦２，൘ญ瓦 13，不明̕），

మ製品１఺（釘）がग़土している。また，ࠞ入したమᕥ１఺（165g）がग़土している。39 は P ６から，40 は

P ̕からそれͧれग़土している。

所見　時期は，ಉじ面の遺構とग़土遺物から，17 世ل中༿から 18 世ل代とਪఆできるが，明確でない。

灰釉陶器ย１఺（碗），మᕥ 1 ఺（73.6g）がग़土している。25・T ３・T ４は෴土Լ૚からग़土している。

所見　時期は，ಉじ面の遺構とग़土遺物から，18 世ل代にൺఆできる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

25 土師質土器 皿 11.3 1.7 7.5 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　 ෴土Լ૚ 80�　PL ̕

第 164 号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 54 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T ３ 瓦 軒丸瓦 （15.0） 17.3 17.3 13.5 0.9 ～
1.0 17 － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・

੺৭ཻ子 ී௨ ೹文ӈ ෴土Լ૚ PL14

T ４ 瓦 ౩ࠐ瓦 （2.0） 9.6 9.6 7.3 － － － － － － － ԫ灰 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ී௨ ೹文ӈ ෴土Լ૚ PL14

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

39 土師質土器 壺 ʦ9.0ʧ 7.3 ʦ11.8ʧ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 内面ఈ部にಉ৺ԁのロクロ目 P ６（SX15）30�

40 土師質土器 小皿 ʦ11.0ʧ 2.4 ʦ5.7ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ロクロ成ܗ P ̕（S,30）10ˋ

第６号ピット群ग़土遺物࡯؍ද（第 56 図）

－ 62 －



第 55図　第６号ピット群࣮ଌ図
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第 56図　第６号ピット群・ग़土遺物࣮ଌ図

　　ᶆ遺構֎ग़土遺物（第４࣍面）（第 57 ～ 59 図）

　　౰࣍面の遺物は，17 世ل中༿から 18 世ل代の遺物が主ମとなる。

第 57図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（1）
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第 58図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（2）
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第 59図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（３）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

76 瓦質土器 甕 ʦ27.8ʧ（6.4） － ௕石・᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面ϔラຏき　֎面ོଳష෇　 I ２h0 ５�

77 土師質土器 小皿 ʦ6.0ʧ 1.4 3.4 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部༉煙෇ண I ２i9 60�　PL ̕

78 陶器 小皿 ʦ9.1ʧ 1.7 ʦ4.8ʧ ௕石　灰釉 Φリーϒԫ ී௨ ֎・内面施釉 I ２i9 30� ੉戸・
ඒೱ　PL16

79 陶器 皿 － （1.5） ʦ7.4ʧ ਫ਼ྑ　௕石釉 灰ന ޷ྑ ֎・内面施釉　ࡉかな貫入 I ２i9 20� ౜௡

80 陶器 ఱ目஡碗 ʦ12.4ʧ（5.0） － ௕石　ѿ釉 ׊ ޷ྑ ֎・内面施釉　ఈ部࿐଻ I ２i9 ５� ੉戸・
ඒೱ　PL17

81 瓦質土器 火鉢 ʦ39.4ʧ（7.0） － ௕石・石ӳ・᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面２条のོଳష෇　ོଳ間にスタンプに
ΑるՖ文　ମ部内面ϔラຏき I ２i9 ５�

82 土師質土器 内耳鍋 － （4.9） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面ഗ෇ண I ２i0 ５�

83 土師質土器 皿 11.6 2.4 8.4 ௕石・᛽・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ମ・ఈ部֎面のҰ部

に੺ม I ２K9 80�　PL ̕

84 土師質土器 皿 ʦ12.4ʧ 1.6 ʦ8.2ʧ ௕石・᛽・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ I ２K9 30�

85 磁器 小皿 ʦ9.7ʧ 2.6 5.3 ៛ີ　ಁ明釉 灰ന ޷ྑ 内面છ෇の࿖ֳࢁ水文 I ２K9 60� ං前ܥ
PL17

86 瓦質土器 火鉢 ʦ43.8ʧ（5.7） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面２条のོଳష෇　ོଳ間に文様がԡ印

されているが，ྼ化がܹし͘明ྎではない I ２K9 ５�

87 土師質土器 小皿 ʦ10.4ʧ 1.9 ʦ7.2ʧ ௕石・֯ઑ石・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ― 20�

第４࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 57 ～ 59 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP ６ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ମ部֎面ϔラຏき　֎面ོଳష෇　֎面スタンプにΑるඛܗ文 I ２i9 PL12

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢７ 釘 （6.9） 1.4 0.4 （7.2） మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし　 ― PL13

̢̔ 釘 6.9 0.6 0.3 5.0 మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし　੺৭ృྉ෇ண ― PL13

̢̕ 釘 2.8 0.7 0.2 1.1 మ அ面ํܗ　಄部ંりฦし　੺৭ృྉ෇ண ̞２K9 PL13

T25

０ 10㎝

－ 66 －



　（2）第５࣍面

　　౰࣍面は，第４࣍面に伴う，᛽Λ主ମとした基ૅ地業面である。

第 60図　第５࣍面શମ図

位置　調査区中央部の I ２h0 区，標高 27.6 ｍの୆地上に位置している。

規模と形状　石組みの規模は，௕࣠ 2.02 ｍ，୹࣠ 1.17 ｍの௕ํܗで，۷ํの規模は，北東・ೆ ੢࣠は 2.30m で，

௕࣠ํ޲は N － 32 －˃ E である。น高は 0.80m で，ఈ面は平ୱである。

石組みの構築状況　石ࡐ 28 ఺（北東３，ೆ ੢３，ೆ 東̕，北੢ 13）Λ確認した。௕さ 84 ～ 88ᶲ，෯ 23 ～ 26ᶲ，

ްさ 10 ～ 12ᶲ，ॏྔ 33.5 ～ 47.8ᶵのڽ灰ؠの੾石がଟ͘用いられている。積みํは，֤ஈの高さΛଗえる෍

積みで，す΂ての石ࡐが，௕ลΛԣにして積まれている。Լから３ஈはఱ୺Λਨ௚に積み，４ஈ目Λ水平に積

んでいる。ೆ੢・北東นの石ࡐは，୺Λଗえて積み，ೆ東น・北੢นは，୺がଗわないΑう，ޓいҧいに積み，

第１号石組み遺構（SX20）（第 61・62 図）

　　ᶃ石組み遺構
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番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T23 瓦 軒平瓦 （4.7）（12.4） － － － － （6.2） 3.0 1.0 0.5 4.7 灰 ௕石・石ӳ ී௨ ౜૲文 I ２i9

T24 瓦 平瓦 （11.7）（11.8） － － － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
਑ঢ়߭物 ී௨ ˕のࠁ印 I ２K9 PL15

T25 瓦 ౩ࠐ瓦 8.9 8.9 8.9 7.4 － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ී௨ ೹文ӈ　内面１条の

ೄࠟ　内面ࢦ಄ࠟ I ２K0 PL14

T26 瓦 軒桟瓦 （5.6）（11.6） 7.4 4.9 0.6 ̔ （2.8） 2.5 0.7 － 4.5 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ ―

－ 66 － － 67 －



土層解説
１　灰 ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
７　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ

̔　にͿいԫ׊৭　ࡉ᛽গྔ，୸化物ඍྔ
׊　̕ ৭　೪土ཻ子中ྔ
10　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
׊　11 ৭　ローϜཻ子中ྔ，੺৭ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
13　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した陶器ย１఺（甕），瓦ย６఺（平瓦），మ製品３఺（釘）がग़土している。30 は෴土

中からग़土している。石ࡐのαンプϧは୓Ө図ٴͼ࡯؍දに記ࡌする。

所見　時期は，౰࣍面が第４࣍面に伴う地業面とਪఆされることから，17 世ل代にൺఆできる。ຊ跡は，生

。面で，機ೳしていたとਪఆされる。ੑ֨は不明である࣍面である第４׆

௕さ 16 ～ 20ᶲの石ࡐで，ܺ間ができないΑうに調અしている。ఈ面に，石ࡐは確認されなかった。

覆土　̕૚に分૚できる。֤૚に，ࡉ᛽や೪土ϒロックなどがؚまれ，కまりがڧいことから，整地のࡍに埋

め໭されたとਪఆされる。第 10 ～ 13 ૚は，۷ํへの埋土である。

第 61図　第１号石組み遺構・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

30 陶器 甕 － （6.3） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子　 ҉Φリーϒ ී௨ ମ部֎面ࣗવ釉 ෴土中 ５ˋৗ׈

第１号石組み遺構ग़土遺物࡯؍ද（第 61・62 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏ （ྔᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

2 ２ 石ࡐ 88.5 27.0 11.6 （30.3） ؠ灰ڽ ෯４ᶲఔのਕઌがࣼめの工۩ࠟ　ଆ面はΑりີな工۩ࠟ
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第 62図　第１号石組み遺構ग़土遺物࣮ଌ図

Q2

０ 20㎝

－ 68 － － 69 －



　　ᶄピット群

位置　I ２h8 区～ I ３h2 区，標高 27.8 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第 93 号土坑，第３号柱穴列跡̥̔，第４号ピット群̥ 14 Λ۷りࠐみ，第 163・164 号土坑に۷り

。まれているࠐ

規模と形状　ೆ北 9.0 ｍ，東੢ 16.7m のൣғに，31 か所のピットが確認できた。

ピット　31 か所。௕ܘ 32 ～ 86ᶲ，୹ܘ 27 ～ 68ᶲのԁܗ・ପԁ۱・ܗ丸ํܗで，ਂさは７～ 65ᶲである。

P31 は۷りࠐみがઙ͘，石ࡐが確認できたͩけͩが，ૅ石のՄೳੑΛ考ྀし，ຊ跡にؚめて記ड़する。

第５号ピット群（第 63・64 図）

ピット土層解説（各ピット共通）
１　明 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ϒロックඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
׊　４ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
７　ᒵ ৭　ࡉ᛽中ྔ，೪土ϒロック・ローϜཻ子গྔ
̔　にͿい׊৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
11　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
　　　　　　　　ന৭ཻ子ඍྔ
׊　12 ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ԁ᛽ඍྔ
14　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　16 ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　17 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
׊　20 ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　21 ҉ ׊ ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　22 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
ࠇ　23 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
24　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　25 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　26 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　27 ৭　ࡉ᛽中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
28　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
29　灰 ׊ ৭ ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　30 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
׊　31 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　32 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　33 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　34 ׊ ৭ ೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
35　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
׊　36 ৭　中ԁ᛽・ローϜཻ子中ྔ，೪土ϒロックඍྔ
ࠇ　37 ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　38 ׊ ৭ ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
39　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　40 ৭　中ԁ᛽গྔ
׊　41 ৭　ࡉ᛽中ྔ
ࠇ　42 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
43　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　44 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
45　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
46　҉ ׊ ৭ ୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　47 ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
48　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
׊　49 ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　50 ׊ ৭ ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
51　明 ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　52 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ۃ　53 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
54　にͿい׊৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
55　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土ϒロック・ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
56　ԫ ׊ ৭　೪土ϒロック中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロッ
　　　　　　　　クඍྔ
ࠇ　57 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
58　にͿいᒵ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
׊　59 ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
׊　60 ৭ ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
61　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　62 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
63　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
64　明 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
׊　65 ৭　ম土ϒロックඍྔ
66　҉ ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ
67　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子ଟྔ，೪土ϒロック・ࡉ᛽ඍྔ
68　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย３఺（碗，擂鉢，甕），磁器ย５఺（碗４，皿１），土師質土器ย 11 ఺（小皿̕，内耳鍋１，

鉢１），瓦質土器ย３఺（鍋，火鉢，鉢），瓦ย 78 ఺（丸瓦 17，平瓦 57，ྠҧ瓦１，౩ࠐ瓦２，不明１），మ

製品６఺（釘１，不明５）がग़土している。またࠞ入した土師器ย１఺（甕），須恵器ย１఺（甕），石製品１

఺（不明）がग़土している。26 は P17，28 は P24，29 は P25 の෴土中からそれͧれग़土している。27 は P24

からग़土しており，෴土上૚と෴土中からग़土したഁยが઀߹した΋のである。

所見　時期は，౰࣍面が第４࣍面に伴う地業面とਪఆされることから，17 世ل代にൺఆできる。ੑ֨は，不

明である。໢෬ͤ部はローϜΛ主ମとした土が，部分的に確認できたとこΖである。
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第 63図　第５号ピット群࣮ଌ図
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　　ᶅ遺構֎ग़土遺物（第５࣍面）（第 65 図）

　　౰࣍面のग़土遺物は，16 世ޙل༿から 17 世ل代にൺఆできる。

第 64図　第５号ピット群・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

26 磁器 皿 － （2.3） ʦ7.4ʧ ៛ີ　灰釉 明Φリーϒ灰 ޷ྑ ֎・内面施釉　高୆部ཻ࠭෇ண P17（S,59）10�　PL16

27 土師質土器 小皿 ʦ12.2ʧ 2.3 ʦ7.0ʧ 石ӳ・֯ઑ石・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ޱԑ部༉煙෇ண P24（S,66）30�

28 瓦質土器 火鉢 ʦ44.0ʧ（10.1） － ௕石・石ӳ・᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面２条のོଳష෇　ོଳ間にスタンプに
ΑるՖ文　ମ部内面ϔラຏき　 P24（S,66）10�　PL ̕

29 土師質土器 内耳鍋 － （4.8） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫ ී௨ ԑ部内面φσޱ P25（S,65）５�　PL11

第５号ピット群ग़土遺物࡯؍ද（第 64 図）
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第 65図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

31 瓦質土器 火鉢 ― （6.3）ʦ19.1ʧ ௕石・石ӳ・
ന৭ཻ子 ҉灰 ී௨ ମ部֎面ϔラຏき　٭部͘ͼれ部分にࢦ಄ࠟ I ２h9 ５�

32 土師質土器 小皿 6.6 2.3 3.0 ௕石・石ӳ・ཻ࠭ ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ　ޱԑ部༉煙෇ண I ２i8 95�　PL ̕

33 土師質土器 小皿 － （2.2） 3.2 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾りޙ，φσ I ２i9 40�

34 陶器 皿 ʦ11.8ʧ（2.3） － ௕石・石ӳ　௕石釉 ԫ灰 ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り　֎・内面施釉　؏入　ࢤ໺
ඃ೤ヵ I ２i9 10� ੉戸・

ඒೱ　PL16
35 陶器 皿 － （1.9） ʦ7.8ʧ ௕石　௕石釉 灰ന ී௨ ֎・内面施釉　؏入　ࢤ໺ I ２i9 ５� ੉戸・

ඒೱ　PL16
36 土師質土器 小皿 7.1 2.1 4.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・

੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　ޱԑ部・内面༉煙෇ண I ２i0 90�　PL ̕

37 陶器 ఱ目஡碗 ʦ13.4ʧ（5.3） － 石ӳ　మ釉 にͿい੺׊ ී௨ 高୆࡟りͩし　ମ部Լ୺࿐଻ I ３h2 ５� ੉戸・
ඒೱ　PL16

38 土師質土器 小皿 ʦ5.6ʧ 1.1 ʦ4.2ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り ― 30�

第５࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 65 図）
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　（3）第３࣍面（第 66 図）

　౰࣍面は，ローϜΛ主ମとした化হ土が施され，生׆面として機ೳしていたと考えられる。時期は，ग़土 

遺物から 18 世لから 19 世ل代にൺఆでき，౰࣍面以߱は，近代からݱ代の整地面となる。౰࣍面が近世の

。ऴ面となる࠷

第 66図　第３࣍面શମ図

第１A号用排水路跡（SX７چ）（第 67 ～ 69 図）

　　ᶃ用排水路跡

位置　調査区北੢部の I ２h0 ～ I ２K9 区，標高 28.2 ｍの୆地上に位置している。
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̌ ̼̐

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP ３ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・᛽ ׊ࠇ ମ部֎面ϔラຏき　֎面ོଳష෇　֎面スタンプにΑるՖ文 I ２i0 PL12

TP ４ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ମ部֎面に２条の௜線　௜線上部にスタンプにΑるඛܗ文 ̞３h3 PL12

番号 器　種 ௕さ ްさ ܘ޸ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP ２ 五徳 （7.3） － － （88.6）௕石・石ӳ ϔラ࡟りにΑる֯ுったܗঢ় I ２h9 PL13

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T ６ 瓦 軒平瓦 （11.0）（2.1） － － － － （6.7）（2.3） － 1.0 （3.3） ҉灰 ௕石・石ӳ ී௨ ౜૲文 I ２h8 PL14

T ７ 瓦 軒平瓦 （9.1）（1.5） － － － － （4.3）（1.7） － 1.0 （2.9） 灰 ௕石・石ӳ・
਑ঢ়߭物 ී௨ ౜૲文 I ２i8

T ̔ 瓦 軒丸瓦 （4.6）（7.3）（15.8）（11.4） 0.8 （̔） － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
᛽ ී௨ ೹文ࠨ I ２i0 PL14

T ̕ 瓦 平瓦 （3.9）（7.4） － － － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ˕のࠁ印 I ２K9
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第 67図　第１A 号用排水路跡࣮ଌ図
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重複関係　第２号用排水路跡，第 163・164 号土坑Λ۷りࠐみ，第１̗号用排水路，第３・４号瓦溜まり，第

５号土坑に۷りࠐまれている。

規模と形状　I ２K9 区から北東ํ޲（N － 30 －˃Ｅ）に௚線ঢ়にԆͼている。Ԝࣈঢ়にՃ工されたڽ灰ؠ製の

石樋 16 ఺と，その上部に，ಉじ石ࡐの蓋 19 ఺が埋設されているঢ়گΛ確認した。׬ଘの石樋は，௕さ約 0.90m，

෯約 0.30m，ॏྔ 41.2 ～ 48.6ᶵ，蓋は，௕さ 0.90 ～ 1.06m，෯約 0.34m，ॏྔ 29.2 ～ 36.6ᶵである。ೆ੢・北

東୺が調査区Ҭ֎にԆͼているため，௕さは 12.2 ｍしか確認できなかった。۷ํの規模は，上෯ 0.48 ～ 0.62 ｍ，

Լ෯約 0.20m，ਂさ 60ᶲほどで，U 。まれているࠐঢ়に۷りࣈ

覆土　୯Ұ૚である。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第２～̔૚は，۷ํへ

の埋土である。

土層解説
１　Φリーϒࠇ৭　୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ϒロック・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化物ඍྔ

５　にͿい׊৭　୸化物গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭ ੺৭ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย 17 ఺（碗１，٠皿３，皿３，水鉢１，火鉢１，擂鉢１，২໦鉢１，小鉢１，小ܗ壺１，土瓶１，

瓶１，甕２），磁器ย̕఺（碗），土師質土器ย５఺（小皿２，鉢２，甕１），瓦ย 376 ఺（丸瓦 38，平瓦 17，桟

瓦 320，不明１）がग़土している。またࠞ入した土師器ย４఺（ᆀ），須恵器ย１఺（甕）がग़土している。90

は۷ํの埋土中૚からग़土している。91 は۷ํの埋土中と，第４࣍面の遺構֎からग़土したഁยが઀߹した΋

のである。92 は埋土中からग़土している。׬ଘの石樋と蓋Λαンプϧとし，୓Ө図ٴͼ࡯؍දで記ࡌする。

所見　時期は，ग़土土器と౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから 19 世ل代にൺఆできる。

第 68図　第１A 号用排水路跡ग़土遺物࣮ଌ図（1）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

90 陶器 ٠皿 ʦ13.8ʧ 3.8 ʦ6.0ʧ ਫ਼ྑ　੺৭ཻ子
灰釉

にͿいԫᒵ
ઙԫ ޷ྑ ৶部ྠՖ　内面ଧग़し٠Ֆ文　トチン跡੺มޱ

高୆部ష෇ 埋土中૚ 40� ੉戸・
ඒೱ　PL18

91 陶器 ٠皿 ʦ13.2ʧ 2.9 ʦ6.0ʧ ਫ਼ྑ　灰釉 ઙԫ ޷ྑ ৶部ྠՖ　内面ଧग़し٠Ֆ文　高୆部ష෇ޱ 埋土中
第４࣍面遺構֎

40� ੉戸・
ඒೱ　PL18

92 陶器 水鉢 － （6.9） － ਫ਼ྑ　石ӳ　灰釉 灰ന ޷ྑ ֎・内面施釉　ମ部֎面ྲྀ水文ヵ 埋土中 ５� ੉戸・
ඒೱ

第１A 号用排水路跡ग़土遺物࡯؍ද（第 68・69 図）

92

90 91

０ 10㎝

－ 76 －



第 69図　第１A 号用排水路跡ग़土遺物࣮ଌ図（2）

Q7

Q6 ０ 20㎝

－ 77・78 －



第２号用排水路跡（SX13）（第 70 図）

位置　調査区北੢部の I ２i8 ～ I ２K9 区，標高 28.2 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第１A 号用排水路に۷りࠐまれている。

規模と形状　I ２K9 区から北੢ํ޲（N － 58 －˃ W）に௚線ঢ়にԆͼている。ڽ灰ؠの੾り石 10 ఺が，ఱ୺

Λ水平にし，小ޱΛ઀してҰ列に設置されているঢ়گΛ確認した。׬ଘの石ࡐは，௕さ約 0.90m，෯約 0.24m，

ॏྔ 17.5 ～ 25.0ᶵである。北੢୺が調査区Ҭ֎にԆͼており，ೆ東୺が֧ཚΛडけているため，௕さは 7.0 ｍ

しか確認できなかった。۷ํの規模は，上෯ 0.60 ～ 0.74 ｍ，Լ෯約 0.44 ～ 0.50m，ਂさ 14ᶲほどで，นは֎

。して立ち上がる܏

覆土　୯Ұ૚である。ম土ཻ子Λ中ྔؚんでいることから埋め໭されている。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ

第 70図　第２号用排水路跡・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 樋内෯ ॏ （ྔᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

2 ６ 石樋 92.5 33.5 18.1 19.2 28.9 ؠ灰ڽ ෯ 2.6ᶲఔの工۩ࠟ　ఈ部֎面は໼Ӌࠜঢ়，ଆ面はࣼ位の
工۩ࠟ － PL12

2 ７ 石樋蓋 92.0 30.0 8.2 － 21.5 ؠ灰ڽ ย面は໼Ӌࠜঢ়に෯ 2.6ᶲఔ，൓対面はࣼ位に෯５ᶲఔの
工۩ࠟ　ଆ面はࣼ位の工۩ࠟ － PL12

28.4m
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A'
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遺物出土状況　陶器ย 38 ఺（碗 11，౮明ड皿１，皿１，鉢 13，土瓶 11，瓶１），磁器ย̔఺（碗），土師質

土器ย 15 ఺（皿２，ᖿᖻ１，ࣣ ྠ１，火鉢３，২໦鉢１，鉢６，甕１），瓦ย 44 ఺（丸瓦４，桟瓦 40），మ製

品１఺（釘）がग़土している。またࠞ入した土師器ย４఺（ᆀ），須恵器ย１఺（甕）がग़土している。93・

95 は෴土上૚，94 は෴土中からग़土している。Ｔ̥７は石ࡐの௚上からग़土している。石ࡐはいͣれ΋遺ଘ

ঢ়ଶが不ྑなため，αンプϧとはしていない。

所見　時期は，ग़土土器と౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから，18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺ

ఆできる。௕さ 0.16 ～ 0.28m の石ࡐがࢄ見でき，ຊ跡で確認された石ࡐΛఈ石とし，྆ଆ面に石ࡐΛ立てて

いたとਪଌできる。ܗঢ়から用排水路として機ೳしていたと考えられる。

位置　調査区੢部の I ３h1 ～ I ３i1 区，標高 28.2 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第６号ピット群̥ 10・P11 Λ۷りࠐみ，第４号用排水路，第６号瓦溜まり，第５号柱穴列 P ３，

第̕号ピット群 P ５・P ７に۷りࠐまれている。

第１号石敷き遺構（SX10）（第 71 ～ 74 図）

　　ᶄ石敷き遺構

第 71図　第 1 号石敷き遺構࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

93 陶器 ౮明ड皿 ʦ10.4ʧ 1.7 4.0 ਫ਼ྑ　௕石・石ӳ
ಁ明釉

灰ԫ
にͿいᒵ ޷ྑ 内面施釉　֎面࿐଻ ෴土上૚ 50� ࣣ面

PL17
94 土師質土器 ࣣྠ ʦ21.6ʧ（6.6） － ௕石・石ӳ・᛽ 灰 ී௨ ৶部にೄ目ޱ　ԑ部ંりฦし　ֻけ部ష෇ޱ ෴土中 10�

95 土師質土器 ᖿᖻ － （5.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 面๽ࠟ༗り֎　޸ԑ部内面耳ష෇　耳部ແޱ ෴土上૚ ５�　PL11

第２号用排水路跡ग़土遺物࡯؍ද（第 70 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP ７ 土師質土器 鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ମ部֎面۳ঢ়工۩にΑる೾ঢ়文 石ࡐ௚上
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土層解説
１　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
６　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
７　にͿいԫ׊৭　೪土ϒロック・ࡉ᛽গྔ
̔　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

11　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
׊　12 ৭　ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　13 ৭　୸化物中ྔ，ম土ཻ子গྔ
14　Φリーϒ৭　ローϜཻ子ଟྔ
15   ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
׊   16 ৭　೪土ཻ子ଟྔ
׊   17 ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ  
18   Φリーϒࠇ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
19   ҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ 

規模と形状　̞３i1 区から北東ํ޲（N － 33 －˃ E）にԆͼている。23 ఺のڽ灰ؠの੾り石が，ఱ୺Λ水平に

し，௕ลΛ઀してҰ列に敷かれているঢ়گΛ確認した。׬ଘの石ࡐは，௕さ約 0.90m，෯約 0.20 ～ 0.30m，ॏ

ྔ 30.4 ～ 41.2ᶵである。北東୺が調査区֎にԆͼ，ೆ੢部が֧ཚΛडけているため，௕さ 6.30m しか確認で

きなかった。۷ํの規模は，上෯約 1.50 ～ 1.70m，Լ෯約 1.20 ～ 1.30m，ਂさは 48ᶲほどで，นは֎܏して

立ち上がっている。

覆土　14 ૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第６・７・17 ～

19 ૚は۷ํへの埋土である。

第 72図　第 1 号石敷き遺構ग़土遺物࣮ଌ図（1）
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第 73図　第 1 号石敷き遺構ग़土遺物࣮ଌ図（2）
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第 74図　第 1 号石敷き遺構ग़土遺物࣮ଌ図（3）
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遺物出土状況　陶器ย 34 ఺（碗７，皿１，擂鉢４，鉢１，土瓶 壺１，甕１），磁器ยܗ須２，小ٸ，17 18 ఺（碗

17，皿１），土師質土器ย 63 ఺（小皿２，火鉢７，鉢 23，鍋 12，壺７，甕 12），瓦質土器ย３఺（鉢，甕，不明），

瓦ย 418 ఺（丸瓦 65，平瓦３，桟瓦 347，൘ญ瓦２，ྠ ҧ瓦１），మ製品̕఺（釘̔，不明１）がग़土している。

また，ࠞ入したࣗવ遺物１఺（֋֪）がग़土している。101 は石ࡐの௚上，99・T27 は෴土Լ૚，96・T30 は

෴土中૚からग़土している。97・98・100・102 ～ 106・Ｔ 28・Ｔ 29・Ｔ 31・Ｔ 32 は෴土中からग़土している。

遺ଘঢ়ଶがྑ޷で，明ྎな工۩ࠟが認められる石ࡐはαンプϧとし，୓Ө図ٴͼ࡯؍දに記ࡌする。

所見　時期は，ग़土土器と౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから，18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺ

ఆできる。ڽ灰ؠが用いられているଞの遺構の様に，水に関わる遺構と૝ఆ΋できるが，ੑ֨は不明である。

　　ᶅ土坑

位置　調査区੢部の̞２h9 区，標高 28.2 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

規模と形状　௕࣠ 5.86m，୹࣠ 1.75m で，௕࣠ํ޲が N － 30 －˃ E の۱丸௕ํܗである。ਂさは 24ᶲで，ఈ

面は皿ঢ়であり，นは؇やかに立ち上がっている。

覆土　５૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから，埋め໭されている。

第 14号土坑（第 75 図）

土層解説
׊　１ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化物ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子ଟྔ

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

96 磁器 碗 ʦ10.0ʧ 5.9 3.8 ៛ີ 明྘灰 ޷ྑ છ෇　ମ部֎面૲Ֆ文ヵ ෴土中૚ 60� ੉戸
PL17

97 磁器 碗 ʦ9.8ʧ 5.5 4.0 ៛ີ 灰ന ޷ྑ છ෇　ମ部֎面ௗ文　見ࠐみُ文ヵ ෴土中 50� ං前ܥ
PL17

98 磁器 ୺൓碗 ʦ9.6ʧ 4.9 ʦ4.0ʧ ៛ີ 明྘灰 ޷ྑ છ෇　֎・内面૲Ֆ文 ෴土中 40� ੉戸

99 陶器 土瓶蓋 5.2 （1.8） － ਫ਼ྑ　石ӳ　ւ૏釉 明྘灰
にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面施釉　内面࿐଻　֎面؏入 ෴土Լ૚ 80� 松Ԭ

PL17
100 陶器 土瓶蓋 ʦ6.2ʧ 4.1 － ਫ਼ྑ 灰ന ී௨ ന泥の上にమֆにΑるൕધ文ヵ ෴土中 50� ӹ子ヵ

101 陶器 土瓶 ʦ9.5ʧ － ʦ8.1ʧ ਫ਼ྑ　௕石　ಁ明釉 灰Φリーϒ
灰ԫ ޷ྑ ֎面上部にക文と௏文ヵ　耳ష෇ 石ࡐ௚上 20� ࣣ面

PL17
102 陶器 擂鉢 ʦ34.0ʧ（8.5） － ௕石・᛽ 灰੺ ී௨ 擂り目 10 条Ұ୯位ヵ ෴土中 ５� ৗ׈

103 瓦質土器 鉢 ʦ17.6ʧ（2.5） － ௕石・石ӳ 灰 ී௨ ֎面３か所Λઠ޸　޸पғΛϔラຏき ෴土中 ５�

104 土師質土器 鍋 － （5.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֻけ部ష෇　ֻけ部上面ೄࠟヵ ෴土中 ５�

105 陶器 小壺 ʦ8.0ʧ （3.2） － 石ӳ　ಁ明釉 ઙԫ ޷ྑ ମ部֎面施釉 ෴土中 20� ࣣ面ヵ
PL17

106 土師質土器 火鉢 － （10.1）ʦ20.8ʧ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ఈ部֎पにོଳష෇　ମ部֎面にೄ目　ମ部内

面にॎ位のφσ ෴土中 20�　PL11

第１号石敷き遺構ग़土遺物࡯؍ද（第 72 ～ 74 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T27 瓦 軒平瓦 28.0 24.2 － － － － 12.0 2.4 0.8 0.5 4.0 ԫ灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ౜૲文 ෴土Լ૚ PL15

T28 瓦 軒平瓦 （11.2）（12.0） － － － － 6.0 2.5 0.6 － 3.7 ԫ灰 ௕石・石ӳ・
᛽ ී௨ ౜૲文 ෴土中 PL15

T29 瓦 軒平瓦 （2.4
 （8.6） － － － － （7.7）（2.6） － － 5.2 にͿい
ԫᒵ

௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ී௨ 内面ಁかしの౜૲文 ෴土中

T30 瓦 ౩ࠐ瓦 （6.2） 9.0 9.0 7.1 － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・਑ঢ়߭物 ී௨ ֎面ϔラ࡟り　

೹文ӈ ෴土中૚ PL15

T31 瓦 軒平瓦 （4.4）（7.5） － － － － 5.0 2.4 0.7 0.8 4.0 ԫ灰 ௕石・石ӳ・
਑ঢ়߭物 ී௨ ౜૲文 ෴土中

T32 瓦 桟瓦 （10.4）（10.0） － － － － － － － － 2.0 灰 ௕石・石ӳ ޷ྑ ֎面ग書き
ʮℿ࿡（シロク）ʯヵ ෴土中 PL15

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏ （ྔᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

2 ̔ 石ࡐ 90.5 26.0 10.0 28.2 ؠ灰ڽ ย面は໼Ӌࠜঢ়に෯４ᶲఔの工۩ࠟ　൓対面は྆୺から 10 ～ 20ᶲの
位置に௚線のࠁみが認められる　ଞの石ࡐに΋ಉ様のࠁみ －

－ 84 －



遺物出土状況　陶器ย６఺（碗，皿，擂鉢，瓶，Ֆ生，甕），磁器ย３఺（碗２，小ഋ１），土師質土器ย２఺（小

皿），瓦質土器ย４఺（火鉢１，甕３），瓦ย 42 ఺（丸瓦６，桟瓦 36）がग़土している。107 ～ 110・Ｔ 33 は

෴土中からग़土している。

所見　時期は，ग़土土器と，౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから，19 世ل代にൺఆできる。

第 75図　第 14 号土坑・ग़土遺物࣮ଌ図

位置　調査区東部の̞３h2 区，標高 28.1 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第４号溝に۷りࠐまれている。

規模と形状　北部が調査区֎にԆͼ，ೆ 東部が第４号溝に۷りࠐまれているため，୹࣠は0.60mで，௕࣠は1.32m

しか確認できなかった。ਂさは 25ᶲで，ఈ面は皿ঢ়であり，นは֎܏して立ち上がっている。

第 21号土坑（第 76 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

107 磁器 小ᆀ ʦ6.0ʧ 2.5 2.2 ៛ີ 灰ന ޷ྑ ମ部֎面ઔ文　 ෴土中 20� ං前ܥ

108 土師質土器 小皿 ʦ9.7ʧ 1.4 ʦ6.4ʧ ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部回సࢳ੾り　見ࠐみがएׯಥग़ ෴土中 30ˋ

109 磁器 碗 ʦ9.8ʧ 4.7 ʦ3.8ʧ ៛ີ 灰ന ޷ྑ છ෇　૲Ֆ文 ෴土中 40ˋං前ܥ
PL17

110 陶器 Ֆ生 － （6.3） － ௕石・石ӳ・᛽
మ釉 ׊ ޷ྑ ֎面施釉　֎面۳ঢ়工۩にΑる֨子ঢ়の௜線 ෴土中 ５ˋ

第 14 号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 75 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T33 瓦 軒桟瓦 （3.7）（8.1） 7.2 4.7 0.6 ̔ － － － － － 灰 ௕石・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ઀߹面にૡき目

೹文ӈ ෴土中 PL15

28.4m

撹　乱

A

A A'

A'

1 3

5

2
4

107

108

110

T33

109

Ｉ２h9

０ ２m ０ 10㎝

－ 84 － － 85 －



土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ

遺物出土状況　瓦ย̔఺（丸瓦２，桟瓦６），మ製品４఺（釘）がग़土している。いͣれ΋遺ଘঢ়ଶがѱいた

め図ࣔできない。

所見　時期は，ಉじ面で，18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺఆできる遺構が確認されていることからಉ時期とਪ

ఆできるが，伴う遺物がないため明確ではない。

覆土　４૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから，埋め໭されている。

第 76図　第 21 号土坑࣮ଌ図

位置　調査区中央部の̞２h0 区，標高 28.3 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

規模と形状　北部が֧ཚΛडけているため，௕࣠は 1.60m で，

୹࣠は 0.72m しか確認できなかったが，不ఆܗとਪఆできる。

ຊ跡のൣғに，ԁ᛽Λ確認した。ਂさは 10 ～ 14ᶲで，ఈ面は

Ԝತがあり，นは֎܏して立ち上がる。

覆土 ୯Ұ૚である。整地Λ行うࡍに埋め໭されたと考えられる。

第 165 号土坑（SX11）（第 77 図）

土層解説
１　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

遺物出土状況　陶器ย３఺（碗１，皿２），磁器ย１఺（碗），瓦ย 58 ఺（丸瓦６，桟瓦 52）がग़土している。

いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ಉじ面から 18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺఆできる遺構が確認されていることから，ಉ時期と

ਪఆできるが，伴う遺物がないため明確ではない。

位置　調査区੢部の I ２h9 ～ I ２K8 区，標高 28.2 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第６号ピット群̥５～̥̔Λ۷りࠐんでいる。

規模と構造　I２K8区から北東ํ޲（N－31 －˃E）に２条の柱穴列跡がฒ行してԆͼている。確認できた௕さは，

北東・ೆ ੢࣠が 8.60m，北੢・ೆ 東࣠が 1.90m で，P １と P ̔，P ２と P ６，P ３と P ５が，それͧれ対応する。

P ７は，P １・P ２・P ６・P ̔とಉ様に᛽が確認でき，Ұ࿈の柱穴のՄೳੑがあることから，ຊ跡にؚめて

記ࡌする。間ईは，１間Λ６ई３ੇとしている。柱間ੇ法は，P １・P ２の間が 5.7m（３間），P ２・P ３の

間が 2.8m（１間൒）である。P ̔・P ６の間，P ６・P ５の間΋ほぼಉ様である。平行してԆͼる２条の柱

穴列跡の柱間ੇ法は，1.9m（１間）である。P ７は P ６から北੢ํ޲に 0.90m（３ई）の位置に഑されている。

第４号柱穴列跡（第 78 図）

　　ᶆ柱穴列跡

第 77図　第 165 号土坑࣮ଌ図
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第 78図　第４号柱穴列跡・ग़土遺物࣮ଌ図

柱穴　平面ܗはԁܗまたはପԁܗで，௕ܘ 34 ～ 68ᶲ，୹ܘ 32 ～ 67ᶲである。ਂさは６～ 39cm で，அ面ܗ

は̪ࣈঢ়ٴͼ皿ঢ়である。̥１・̥２・̥６～̥̔では᛽が確認でき，ࠜ石と考えられる。

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　灰 ׊ ৭　大ԁ᛽・ম土ϒロックඍྔ
２　にͿい׊৭　大ԁ᛽ଟྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・ࡉ᛽গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ローϜϒロックඍྔ
５　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽中ྔ，ম土ཻ子গྔ

ࠇ　６ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
７　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　大ԁ᛽・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ࡉ᛽গྔ，ম土ϒロックඍྔ
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遺物出土状況　陶器ย̕఺（碗４，鉢１，土瓶４），磁器ย４఺（碗），土師質土器ย 10 ఺（小皿７，鍋１，鉢１，

甕１），瓦質土器ย１఺（火鉢），瓦ย 52 ఺（丸瓦 12，桟瓦 40），మ製品１఺（釘）が֤柱穴からग़土している。

またࠞ入した土師器ย１఺（ᆀ）がग़土している。88 は P ７の෴土上૚からग़土している。

所見　時期は，ग़土土器と౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから，19 世ل代にൺఆできる。ੑ֨は，

P １・P ２・P ６～ P ̔にそれͧれ᛽が確認されることから，二の丸御殿のҰ部屋Λ構成していた΋のとਪఆ

される。P ３・P ５は᛽が確認されないことから，上屋Λ༗する΋のではな͘，࿓ԼなどのҰ部と૝ఆされる

が，明確ではない。

位置　調査区中央部の I ２h0 ～ I ３h1 区，標高 28.2 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号石敷き遺構，第６号ピット群̥11 Λ۷りࠐみ，第６号瓦溜まりに۷りࠐまれている。

規模と構造　I ３h1 区から北੢ํ޲（N － 60 －˃ W）にԆͼている。確認できた௕さは，3.96m である。柱間

ੇ法は，1.98m（６ई５ੇ）である。

柱穴　平面ܗはପԁܗまたは۱丸ํܗで，௕ܘ 55 ～ 59ᶲ，୹ܘ 43 ～ 47ᶲである。ਂさは 14 ～ 91cm で，

அ面ܗは皿ঢ়である。֤柱穴のఈ面で᛽が確認でき，ࠜ石と考えられる。P １は第６࣍面，P ２・３は第３࣍

第５号柱穴列跡（第 79 図）

第 79図　第５号柱穴列跡・ग़土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

88 陶器 鉢 ʦ16.0ʧ（5.8） － ਫ਼ྑ　ւ૏釉 ੨灰 ޷ྑ ֎・内面施釉 ̥７
（SA１P１）

20ˋ松Ԭ
PL17

第４号柱穴列跡ग़土遺物࡯؍ද（第 78 図）
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柱穴土層解説（各柱穴共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭ 中֯᛽中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
４　にͿい׊৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
ࠇ　５ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　

７　灰 ׊ ৭　೪土ϒロックগྔ
׊　̔ ৭　大ԁ᛽・ローϜཻ子গྔ
̕　にͿい׊৭　೪土ཻ子中ྔ
׊　10 ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย１఺（碗），磁器ย３఺（碗２，小皿１），瓦ย 56 ఺（丸瓦２，平瓦 15，桟瓦 39）が

֤柱穴からग़土している。またࠞ入した土師器ย３఺（ᆀ）が֤柱穴からग़土している。89 は̥２の෴土上

૚からग़土している。

所見　時期は，ग़土土器と౰࣍面が近代の௚前まで使用されていることから 18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺ

ఆできる。ੑ֨は，ࠜ石とਪఆされる᛽が確認されることから，上屋構଄Λ構成する柱穴のҰ部とਪఆでき

るが，部分的な確認のため，明確ではない。

位置　I ２K8 区から I ３i3 区，標高 28.2 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第６号ピット群 P ６，第̔号ピット群̥１Λ۷りࠐみ，第４号溝，第４号用排水路に۷りࠐまれ

ている。

規模と形状　ೆ北 9.5 ｍ，東੢ 19.5m のൣғに，14 か所のピットΛ確認した。

ピット　14 か所。௕ܘ 28 ～ 80ᶲ，୹ܘ 23 ～ 71ᶲのԁܗ・ପԁ۱・ܗ丸ํܗで，ਂさは４～ 42ᶲである。

第７号ピット群（第 80 図）

ピット土層解説（各ピット共通）
１　灰 ׊ ৭　ম土ϒロック・大ԁ᛽・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　大ԁ᛽গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　４ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽中ྔ，ローϜϒロックগྔ
׊　６ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　大ԁ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
10　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子ඍྔ
׊　11 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ中ྔ，大ԁ᛽গྔ
12　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
13　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
14　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ

ࠇ　15 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　16 ৭ ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽・ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　17 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，大ԁ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　18 ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
׊　19 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
21　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
22　灰 ׊ ৭　ম土ϒロック・大ԁ᛽・ڽ灰ؠยඍྔ
׊　23 ৭　ローϜཻ子ଟྔ
24　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽・ম土ཻ子ඍྔ
׊　25 ৭　ম土ϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　26 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
׊　27 ৭　ローϜཻ子ଟྔ，ম土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　陶器ย６఺（碗４，小皿１，甕１），磁器ย̔఺（碗７，鉢１），瓦質土器ย２఺（火鉢），瓦

ย 78 ఺（丸瓦̕，平瓦５，桟瓦 64），మ製品２఺（釘）が֤ピットからग़土している。いͣれ΋ࡉยのため

図ࣔできない。

所見　時期は，ಉじ面で 18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺఆできる遺構が確認されていることから，ಉ時期とਪ

ఆできるが，伴う遺物がないため明確でない。

　　ᶇピット群

面で確認されたが，間ईや᛽が用いられていることがڞ௨しており，ಉ時期に構築されたとਪఆできる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

89 磁器 小皿 ʦ9.0ʧ 2.5 ʦ2.9ʧ ៛ີ 灰ന ޷ྑ છ෇　֎面૲Ֆ文　施文　 ̥２（S,12）30ˋ੉戸

第５号柱穴列跡ग़土遺物࡯؍ද

－ 88 － － 89 －



第 80図　第７号ピット群࣮ଌ図
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位置　調査区東部の I ３h1 ～ I ３i2 区，標高 28.2 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第 36 号土坑Λ۷りࠐみ，第４号用排水路，第７号ピット群 P13・P14 に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ北 4.4m，東੢ 5.8m のൣғに，̕か所のピットΛ確認した。

ピット　̕か所。֤ピットで᛽が確認されることから，第７号ピット群と区別できる。௕ܘ 57 ～ 78ᶲ，୹ܘ

55 ～ 74ᶲのԁܗ・ପԁ۱・ܗ丸ํܗで，ਂさは 26 ～ 60cm である。அ面ܗは U 。ͼ皿ঢ়であるٴঢ়ࣈ

柱穴土層解説（各柱穴共通）
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，大ԁ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　明 ׊ ৭　大ԁ᛽ଟྔ，ローϜཻ子中ྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
׊　４ ৭　大ԁ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽ଟྔ，ローϜཻ子中ྔ
６　҉ ׊ ৭ 大ԁ᛽中ྔ，ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　７ ׊ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
׊　̔ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
׊　̕ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ

第８号ピット群（第 81 図）

遺物出土状況　陶器ย̕఺（碗４，鉢１，土瓶４），磁器ย４఺（碗），土師質土器ย 10 ఺（小皿７，鍋１，鉢１，

甕１），瓦質土器ย１఺（火鉢），瓦ย 34 ఺（丸瓦７఺，平瓦１，桟瓦 26 ఺），మ製品１఺（釘）が֤ピット

からग़土している。またࠞ入した土師器ย１఺（ᆀ）がग़土している。

第 81図　第̔号ピット群࣮ଌ図
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所見　時期は，ಉじ面で 18 世ޙل൒から 19 世ل代にൺఆできる遺構が確認されていることから，ಉ時期と

ਪఆできるが，伴う遺物がないため明確ではない。ੑ֨は，֤ピットで᛽が確認されることから，柱穴とਪ

ఆできるが，ฒͼが明確ではないため，上屋構଄は不明である。

　　ᶈ遺構֎ग़土遺物（第３࣍面）（第 82・83 図）

　౰࣍面の遺物は，18 世ل中༿から 19 世ل代の遺物が主ମとなる。

第 82図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（1）
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第 83図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（2）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

111 陶器 甕 － （5.2）ʦ19.0ʧ௕石・石ӳ　
ಔ྘釉　మ釉

྘ ŋ 灰ന
ઙԫ ޷ྑ ֎・内面ಔ྘釉　ఈ部֎面మ釉　内面トチンࠟ I ２h8 10� ּ間

112 陶器 ちΖり ʦ7.8ʧ （5.4） － ௕石　మ釉 ׊҉ ޷ྑ ֎・内面施釉 I ２h9 10�

113 陶器 水஫ － （3.6） － ਫ਼ྑ　灰釉 灰Φリーϒ ޷ྑ ஫ޱష෇　֎・内面施釉 I ２h9 ５� ੉戸・
ඒೱ

114 陶器 鉢 － （7.1）ʦ15.7ʧ௕石・᛽　灰釉 灰ԫ ී௨ 高୆ష෇　ମ部内面೾ঢ়の۳目　見ࠐみに۳目
高୆内ଆ࿐଻ I ２h0 ５� ੉戸・

ඒೱ
115 陶器 鉢 ʦ24.0ʧ（9.5） － ௕石・石ӳ　

ւ૏釉 ҉੨灰 ී௨ ֎・内面施釉　ମ部֎面ロクロ目 I ２i8 ５� 松Ԭ
PL18

116 陶器 壺 ʦ6.8ʧ （6.9） － ਫ਼ྑ　ಁ明釉 にͿいԫ׊ ޷ྑ ֎面施釉　ޱ৶部࿐଻ I ２K9 20� 松Ԭヵ
PL17

117 瓦質土器 ᖿᖻ ʦ31.6ʧ 5.5 ʦ25.1ʧ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り　耳ష෇ I ２K9 10�　PL11

118 陶器 蓋 － （1.3） － ਫ਼ྑ　௕石　
௕石釉 灰ന ޷ྑ ֎・内面施釉　֎面మֆにΑる૲Ֆ文 ― ５� ౜௡

PL18

第３࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 82・83 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T34 瓦 軒桟瓦 （5.4）（16.9） 7.0 4.8 0.6 ～
0.7 ̔ （8.2） 2.4 0.7 0.5 4.8 灰 ௕石・石ӳ ී௨ ೹文ӈ　

౜૲文 I ２h8 PL15

T35 瓦 軒桟瓦 （8.0）（12.1） － － － － （10.2）（2.1） － － 4.1 ҉灰 ௕石・石ӳ ී௨ ౜૲文 I ２h8

T36 瓦 軒桟瓦 （6.0
 （8.9） － － － － （8.7）（2.4） 0.7 0.7 4.3 にͿい
੺׊

௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ී௨ ౜૲文 I ２h8

T37 瓦 桟瓦 （4.3）（8.5） － － － － － － － － 2.1 にͿい
ᒵ

௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ී௨ ˓のࠁ印 I ３h3

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP ̔ 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 灰ԫ׊ ମ部֎面ԣ位に１条の௜線　ॎ位に数条の௜線 I ２K9 PL12

TP ̕ 土師質土器 মԘ壺蓋 ௕石・Ӣ฼ にͿいᒵ 内面෍目ࠟ I ２K9

番号 器　種 ܘ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP ５ 弾碁石 2.2 － 0.5 2.28 ௕石 ද面φσ I ２h8 PL13

DP ６ 弾碁石 2.0 － 0.6 2.24 ௕石 ද面φσ I ２K9 PL13

DP ̔ 弾碁石 2.1 － 0.5 2.18 ௕石・֯ઑ石 ද面φσ I ３h1 PL13

T35

T37

T36

T34

０ 10㎝
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ද 10　柱穴列跡Ұཡද

ද 11　ピット群Ұཡද

　（4）近世遺構Ұཡද

ද７　石組み遺構Ұཡද

番号 面࣍ 位 置 主࣠ํ޲ 平 面 ܗ
規　　　　模

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕ܘ×୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

２A ４ I ２h9 N － 29 －˃ E ܗ୆・ܗํ 1.92 × 1.52 167 － ௚立 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，瓦質土器，
瓦，煙管，釘，ガラス製小玉

第２# 号石組み遺構
ˠຊ跡ˠ S,24

２# ４ I ２i9 N － 34 －˃ E ௕ํܗ 1.37 × 0.97 104 － ௚立 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器 PG3 ˠຊ跡ˠ第２A 号
石組み遺構，S,24

１ ５ I ２h0 N － 32 －˃ E ௕ํܗ 2.02 × 1.17 80 平ୱ ௚立 人ҝ － －

ද̕　土坑Ұཡද

番号 面࣍ 位 置 ௕޲ํ（࣠）ܘ 平 面 ܗ
規　　　　模

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕ܘ（࣠）×

୹ܘ（࣠）（ｍ） ਂさ（ᶲ）

22 ４ I ２h9 ― ― 1.48 ×（0.50） 39 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ ― ―

24 ４ I ２h9 ̣－ 30 －˃Ｅ ܗํ 1.56 × 1.42 44 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，
瓦質土器，瓦，釘

第２A・２# 号石
組み遺構ˠຊ跡

36 ４ I ３i2 ― ʦԁܗʧ 2.39 ×（1.54） 182 Ԝತ 内܏・೾ঢ় 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，瓦質土
器，瓦，泥面子，釘，鍵，銭貨 SE２ˠຊ跡ˠ PG６・̔

37 ４ I ２h0 ̣－ 55 －˃Ｅ ʦ۱丸ํܗʧ 1.60 ×（1.22） 24 平ୱ ܏֎ 人ҝ 磁器，土師質土器 ―

118 4 I ３h1 ― ԁܗ 0.50 45 平ୱ ܏֎ 人ҝ 瓦，銭貨，౐石 ―

163 ４ I ２K8 ― ʦԁܗʧ （2.06 × 1.00） （140） ― ਨ௚ 人ҝ ― S,161，PG５，SX24ˠຊ跡ˠ第１ ・̖
１̗号用排水路，S,164，PG６

164 ４ I ２K9 ̣－ 34 －˃Ｅ ௕ํܗ 2.18 × 1.54 94 平ୱ ܏֎ 人ҝ 陶器，土師質土器，瓦質土器，
瓦，釘，ම

S,163，PG ５ˠຊ跡ˠ第
1A・１̗号用排水路

14 ３ I ２h9 ̣－ 30 －˃Ｅ ۱丸௕ํܗ （5.86）× 1.75 24 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，
瓦質土器，瓦 ―

21 ３ I ３h2 ― ― （1.32）× 0.60 25 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 瓦，釘 ຊ跡ˠ SD４

165 ３ I ２h0 ― 不ఆܗ 1.60 ×（0.72） 10 ～ 14 Ԝತ ܏֎ 人ҝ 陶器，磁器，瓦 ―

ද̔　用排水路跡Ұཡද

番号 面࣍ 位　置 ޲　ํ ঢ়　ܗ
規　　　　模

அ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕さ（ｍ）上෯（ｍ）Լ෯（ｍ）ਂさ（ᶲ）

１A ３ I ２h0 ～ I ２K9 N － 30 －˃ E ௚線ঢ় （12.2） 0.48 ～
0.62 0.20 60 U ঢ়ࣈ ܏֎ 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，

瓦
第２号用排水路跡，S,163・164 ˠຊ跡ˠ第１
̗号用排水路，第３・４号瓦溜まり，S, ５

２ ３ I ２i8 ～̞２K9 ̣－ 58 －˃ W ௚線ঢ় （7.0） 0.60 ～
0.74

0.44 ～
0.50 14 平ୱ ܏֎ 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，

瓦 ຊ跡ˠ第１̖号用排水路

番号 面࣍ 位 置 ޲　ํ ௕さ（m）
柱間ੇ法

（m）

柱     穴 
主なग़土遺物 උ　考

ॏ複関܎（ݹˠ৽）柱穴数 平面ܗ ௕ܘ / ୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

４ ３ I ２h9 ～
　I ２K8 N － 31 －˃ E 8.60/1.90 5.7，2.8

×1.9 ̔ ԁܗ　ପԁܗ 0.34 ～ 0.68/
0.32 ～ 0.67 ６～ 39 陶器，磁器，土師質土

器，瓦質土器，瓦，釘 PG６ˠຊ跡

５ ３ I ２h0 ～
　I ３h1 N － 60 －˃ W 3.96 1.98 ３ ପԁ۱　ܗ丸ํܗ 0.55 ～ 0.59/

0.43 ～ 0.47 （14）～ 91 陶器，磁器，瓦 第１号石敷き遺構，PG６ˠ
ຊ跡ˠ第６号瓦溜まり

番号 面࣍ 位 置 ঢ়　ܗ ൣ　ғ（ｍ）
柱     穴 

主なग़土遺物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）柱穴数 平面ܗ ௕ܘ / ୹ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

６ ４ I ２h9 ～
　I ３h3 不ఆܗ ʦ10.5 × 25.5ʧ 15 　ԁܗ　ପԁܗ　

不整ପԁܗ
0.39 ～ 1.32/
0.33 ～ 0.76 ４～ 84 陶器，磁器，土師質土器，

瓦質土器，瓦，釘
S,36・163 ˠຊ跡ˠ第１号石敷
き遺構，SA４・５，PG７

５ ５ I ２h8 ～
　I ３h2 不ఆܗ ʦ9.0 × 16.7ʧ 31 ԁܗ　ପԁܗ 

۱丸ํܗ
0.32 ～ 0.86/
0.27 ～ 0.68 ７～ 65 陶器，磁器，土師質土器，

瓦質土器，瓦，釘
S,93，SA ３，PG ４ˠ
ຊ跡ˠ S,163・164

７ ３ I ２K8 ～
　I ３i3 不ఆܗ ʦ9.5 × 19.5ʧ 14 　ԁܗ　ପԁܗ　

۱丸ํܗ
0.28 ～ 0.80/
0.23 ～ 0.71 ４～ 42 陶器，磁器，瓦質

土器，瓦，釘
PG６・̔ ˠຊ跡ˠ SD４，
第４号用排水路

̔ ３ I ３h1 ～
　I ３i2 ܗํ ʦ4.4 × 5.8ʧ ̕ 　ԁܗ　ପԁܗ　

۱丸ํܗ
0.57 ～ 0.78/
0.55 ～ 0.74 26 ～ 60 陶器，磁器，土師質土器，

瓦質土器，瓦，釘
S,36 ˠຊ跡ˠ第４号
用排水路，PG７

－ 94 －



　（1）第２࣍面（第 84 図）

　　౰࣍面は，ग़土遺物などから，ਘৗ師ൣ学校の૑立に伴い整地された΋のと考えられる。19 世ل຤༿か

　ら 20 世ل中༿まで機ೳしていたとਪఆされる。

４　近代の遺構と遺物（第２࣍面）

　　౰時代の遺構は，用排水路跡３条，道路跡１条，溝跡１条，瓦溜まり６基，土坑１基，ピット群１か所Λ

　確認した。

第 84図　第２࣍面શମ図

第１B号用排水路跡（SX７৽）（第 85 図）

　　ᶃ用排水路跡

位置　調査区北੢部の I ２h0 ～ I ２K8 区，標高 28.4 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第１A 号用排水路跡，第 163・164 号土坑Λ۷りࠐみ，第３・４号瓦溜まり，第５号土坑に۷りࠐ

まれている。

規模と形状　I ２K8 区から北東ํ޲（N － 30 －˃Ｅ）に௚線ঢ়にԆͼ，陶器製土管が埋設されている。北東୺

が調査区Ҭ֎にԆͼているため，௕さは 12.4 ｍしか確認できなかった。۷ํの規模は，上෯ 0.36 ～ 0.52 ｍ，

Լ෯0.12～0.26m，ਂ さ30ᶲほどで，Uࣈঢ়に۷りࠐまれている。埋設土管の大きさは，௕さ約0.70m，෯約0.22m，

࿈݁部෯約 0.30m である。ೆ੢୺には，௕࣠ 1.16m，୹࣠ 0.98m，ਂさ 84ᶲの࿃瓦でํܗに組まれたຟが土管

と઀続している。࿃瓦の大きさは，௕さ約 20ᶲ，෯約 12ᶲ，ްさ約 6ᶲである。ຟの内ଆのน面は，ްさ約

２ᶲにモϧタϧঢ়の΋のがృられていた。

C

用排水路跡３

撹乱
撹乱

撹乱
PG 9-P2

PG 9-P1

PG 9-P3

PG 9-P7
PG 9-P8
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瓦溜２
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B
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A
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第 85図　第１# 号用排水路跡・ग़土遺物࣮ଌ図

28.6m

第３号瓦溜まり

第４号
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土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
５　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
６　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化物・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ

׊　７ ৭　೪土ϒロック・ローϜཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭ ୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽

ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
10　灰 ׊ ৭ ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子

ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した陶器ย６఺（碗４，٠皿１，皿１），磁器ย 10 ఺（碗７，皿２，瓶１），土師質土器

ย７఺（小皿１，鉢４，甕２），瓦質土器ย２఺（鉢，甕），瓦ย 495 ఺（丸瓦 113，桟瓦 375，༗ࠁ印ʦ ʧ

桟瓦４，أৼ瓦３）がग़土している。119・T39 は෴土中からग़土している。

所見　時期は，ग़土遺物と౰࣍面が近代の整地૚であることから 19 世ل຤༿から 20 世ل中༿にൺఆできる。

第３࣍面で確認された，第１̖号用排水路跡の௚上に，ಉじ࣠ํ޲で構築されており，水戸城二の丸御殿の

。Λ౿ऻしていることがਪఆできる。ຟに઀続しており，排水路として機ೳしていたことが૝ఆされる޲ํ࣠

覆土　５૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔしていることから埋め໭されている。第６～ 10 ૚は，

۷ํへの埋土である。

第３号用排水路跡（SX12）（第 86 図）

位置　調査区北੢部の I ２h8 区，標高 28.2 ｍの୆地上に位置している。

規模と形状　北東部が調査区֎にԆͼ，ೆ੢部が֧ཚΛड

けているため，北東ํ޲（N － 36 －˃Ｅ）に௕さ 1.46m し

か確認できなかった。෯は 0.56m で，ڽ灰ؠΛఈ部に敷き，

྆ଆにՖቋؠΛ立てている。

覆土　୯Ұ૚である。୸化ཻ子Λ中ྔؚΉことから埋め໭

されている。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 86図　第３号用排水路跡・ग़土遺物࣮ଌ図

遺物出土状況　ࠞ入した瓦ย 64 ఺（丸瓦 14，桟瓦 50）

がग़土している。T41 は෴土中からग़土している。

所見　時期は，౰࣍面が近代の整地૚であることから，

19 世ل຤༿から 20 世ل中༿にൺఆできる。

第１# 号用排水路跡ग़土遺物࡯؍ද（第 85 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T39 瓦 ౩ࠐ瓦 （5.4）（8.0）ʦ10.0ʧʦ8.2ʧ － － － － － － － 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ ෴土中

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

119 陶器 ٠皿 ʦ13.6ʧ 3.8 ʦ6.3ʧ ਫ਼ྑ　௕石　灰釉 ઙԫᒵ
Φリーϒ ී௨ ৶部ྠՖ　内面ଧग़し٠Ֆ文　トチン跡੺มޱ

高୆部ష෇ ෴土中 30�　PL18
੉戸・ඒೱ

28.4m

A

A A'

A'

1

T41
０ １m

０ 10㎝

－ 96 － － 97 －



第３号用排水路跡ग़土遺物࡯؍ද（第 86 図）

第４号用排水路跡（SX ̕）（第 87 図）

位置　調査区東部の I ３h1 ～ I ３i3 区，標高 28.4 ｍの୆地上に位置している。

重複関係　第４号溝跡，第７号ピット群̥12・第̔号ピット群̥̕Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　̞３i3 区から北੢ํ޲（N － 57 －˃ W）に௚線ঢ়にԆͼ，陶器製土管が埋設されている。྆୺が

調査区Ҭ֎にԆͼているため，௕さは 8.30 ｍしか確認できなかった。۷ํの規模は，上෯ 0.22 ～ 0.32 ｍ，Լ

෯ 0.06 ～ 0.12m，ਂ さ 48ᶲほどで，U まれている。埋設土管の大きさは，௕さ約ࠐঢ়に۷りࣈ 0.6m，෯約 0.12m，

઀߹部෯約 0.18 ｍである。

埋土　４૚に分૚できる。第１～４૚は，۷ํへの埋土である。

土層解説
１　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
２　҉Φリーϒ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

׊　３ ৭　ローϜϒロック・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した瓦ย 54 ఺（丸瓦１，桟瓦 53）がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，౰࣍面が近代の整地૚であることから，19 世ل຤༿から 20 世ل中༿にൺఆできる。第４号用

排水路跡とಉ種の土管が確認でき，排水路とਪఆできるが，ຟなどは確認されͣ，明確ではない。

第 87図　第４号用排水路跡࣮ଌ図

　ᶄ道路跡

位置　調査区੢部の I ２h0 ～ I ２K8 区，標高 28.5 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

規模と形状　I２K8区から北東ํ޲（̣－30ʄ－Ｅ）に௚線ঢ়にԆͼ，北東・ೆ ੢୺が調査区֎へԆͼているため，

௕さ 12.0 ｍしか確認できなかった。路面の規模は，෯約 1.30 ｍ，ް さ 10 ～ 16ᶲで，路面のஅ面ܗは୆ܗである。

路面の྆࿬に，Ֆቋؠが敷かれた２条の溝が平行しており，位置やܗঢ়からଆ溝と考えられる。ଆ溝の規模は，

上෯ 0.40 ～ 0.52 ｍ，Լ෯ 0.24 ～ 0.36 ｍ，ਂさ 14 ～ 26ᶲで，அ面ܗは̪ࣈঢ়ٴͼശঢ়である。

第１号道路跡（第 88 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T41 瓦 不明 （11.0）（11.9）（9.0）（6.4） － － － － － － － ҉灰 ௕石・石ӳ ී௨ ೹文ࠨ ෴土中

28.4m
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SD 4
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A A' B B' C C'
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C
C
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1 3 3
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42

Ｉ３i
3

０ ２m

－ 98 －



覆土　２૚に分૚できる。ԁ᛽ΛগྔؚΉことから，埋め໭されている。第３૚は路面の構築土である。

第 88図　第１号道路跡・ग़土遺物࣮ଌ図

土層解説
１　明 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，大ԁ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽・ローϜཻ子গྔ　

３　にͿい׊৭　೪土ϒロック中ྔ，ローϜϒロックগྔ

遺物出土状況　ࠞ入した陶器ย３఺（碗２，土瓶蓋１），磁器ย̔఺（碗４，鉢３，小鉢１），瓦ย 128 ఺（丸

瓦２，桟瓦 126）がग़土している。T42 は路面の構築土中からग़土している。

28.6m

撹　乱
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2石 石
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Ｉ２
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０ ２m
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　　ᶅ溝跡

位置　調査区東部の̞３h2 ～̞３i3 区，標高 28.6 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第21号土坑，第７号ピット群̥13・第̕号ピット群P̔Λ۷りࠐみ，第４号用排水路に۷りࠐまれている。

規模と形状　̞３h2 区から北東ํ޲（N － 31 －˃ E）に平行してԆͼる２条の溝が，ಉ区内でೆ東ํ޲に௚֯

にۂがり，࿈݁している。北東部が調査区֎にԆͼており，北੢・ೆ東࣠は 6.68m で，北東・ೆ੢࣠は 4.80m

しか確認できなかった。規模は，上෯ 0.64 ～ 0.92m，Լ෯ 0.36 ～ 0.54m，ਂさは 52ᶲほどで，அ面ܗはٯ୆

ঢ়である。平行している，北੢ଆの溝の内部はܗ 10ᶲほど高まっており，北東ଆの溝は，北੢ଆの溝Αり約

10ᶲ௿い位置に構築されている。࿈݁した溝は，ೆ東ํ޲にԆͼ，్中でফ໓している。

覆土　２૚に分૚できる。ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔすことから埋め໭されている。

第４号溝跡（SX8）（第 89 図）

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ԁ᛽গྔ ２　҉ ׊ ৭　Ֆቋؠย中ྔ

第 89図　第４号溝跡࣮ଌ図

所見　構築時期は，ग़土遺物から 20 世ل前༿にൺఆできる。ଆ溝にՖቋؠΛ敷き，೪土Λ用いて路面Λ構築

していることから，ਘৗ師ൣ学校内の主要な道路のҰͭであったことが૝ఆできる。

第１号道路跡ग़土遺物࡯؍ද（第 88 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T42 瓦 軒桟瓦 （6.8）（17.6） － － － － － － － － 4.6 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ・内ᅳ勸業ത

᧸။ࠁ˘˘ࣀ印 構築土中 PL15

28.8m

28.6m

第４号用排水路跡

PG 9
P8
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B B'

A'

A

B

B'

A'

1

2

Ｉ３h2

０ ２m
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遺物出土状況　瓦ย 19 ఺（桟瓦）がग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，౰࣍面が近代の整地૚であることから，19 世ل຤༿から 20 世ل中༿にൺఆできる。北東から

ೆ੢にかけて，ঃʑにޯ഑がԼがっていることから，排水施設が૝ఆされるが，ৄࡉは不明である。

　　ᶆ瓦溜まり（第 90・91 図）

　౰࣍面で，瓦溜まり６基Λ確認した。いͣれ΋அ面図と土૚ղઆٴͼҰཡදで，平面図と瓦の分෍するൣғ

は，౰࣍面の遺構શମ図でࡌܝする。第２・６号瓦溜まりは遺物ग़土ঢ়گ図Λ，特௃的な遺物にͭいては，遺

物࣮ଌ図と࡯؍දΛࡌܝする。

第１号瓦溜まり土層解説
׊　１ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第２号瓦溜まり土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ

第３号瓦溜まり土層解説
׊　１ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣫۬গྔ

第４号瓦溜まり土層解説
׊　１ ৭　೪土ϒロックগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，೪土ϒロック・ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，೪土ϒロック・ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
４　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

第６号瓦溜まり土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

第 90図　第１～６号瓦溜まり・第５号瓦溜まりग़土遺物࣮ଌ図
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第 91図　第６号瓦溜まりग़土遺物࣮ଌ図

第５号瓦溜まりग़土遺物࡯؍ද（第 90 図）

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T68 瓦 軒桟瓦 （7.5）（23.0）（7.4）（4.6） 0.7 （４） 13.4 2.4 0.8 0.7 4.1 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ　౜૲文 ෴土上૚

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

121 陶器 土瓶蓋 7.3 3.3 － ௕石・石ӳ・ࠇ৭ཻ
子ଟྔ　ւ૏釉

੨灰
ᒵ ී௨ ֎面施釉　ܘ 1.1ᶲのͭまみ ෴土上૚ 60� ࣣ面ヵ

PL11
122 陶器 須蓋ٸ ʦ10.4ʧ 2.2 ʦ4.6ʧ 石ӳ　灰釉 灰ന ී௨ ֎面施釉　ఈ部回సࢳ੾り　 ෴土上૚ 30 ˋ ੉ 戸・

ඒೱ
123 陶器 水鉢 ʦ26.0ʧ（6.2） － ੺৭ཻ子

灰釉　ಔ྘釉
灰ന
྘ ޷ྑ ֎・内面灰釉，֎面部分的にಔ྘釉　֎面文様

ϔラඳき，ྲྀ水文ヵ　֎面ࢗಥ文　　 ෴土上૚ ５ ˋ ੉ 戸・
ඒೱ

124 陶器 擂鉢 ʦ31.2ʧ（5.7） － ௕石・石ӳ・᛽ にͿい੺׊ ී௨ 擂り目̕条Ұ୯位ヵ ෴土中 ヵࡖˋ５

125 陶器 水鉢 － （10.7） － ৭ཻ子　灰釉ࠇ ઙԫ ޷ྑ ֎面文様ϔラඳき，ྲྀ水文ヵ　֎面ࢗಥ文 ෴土中 10 ˋ ੉ 戸・
ඒೱ

第６号瓦溜まりग़土遺物࡯؍ද（第 90・91 図）

124

125

126

127

DP9

123

122

121

０ 10㎝

－ 102 －



　　ᶇ土坑

位置　調査区中央部の̞２h0 区，標高 28.4 ｍの୆地上平ୱ部に位置している。

重複関係　第１A・１# 号用排水路跡Λ۷りࠐんでいる。

規模と形状　コンクリートでนとఈ面が構築されている。௕࣠ 3.20m，୹࣠ 1.62m で，௕࣠ํ޲が N － 61 －˃

W の௕ํܗである。ਂさは 88ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นは֎܏して立ち上がる。

第５号土坑（第 92 ～ 94 図）

第 92図　第５号土坑࣮ଌ図

ද 12　瓦溜まりҰཡද

番号 面࣍ 位 置 ௕޲ํ（࣠）ܘ 平 面 ܗ
規　　　　模

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕ܘ（࣠）×

୹ܘ（࣠）（ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ ２ I ２i8 ̣－ 26 －˃̬ ପԁܗ 0.60 × 0.47 34 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 陶器，磁器，瓦 ―

２ ２ I ２i8 ̣－ 38 －˃̬ 不ఆܗ 0.48 × 0.38 11 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 磁器，ωδ，瓦 ―

３ ２ I ２h0 ̣－ 69 －˃̬ 不ఆܗ 1.21 × 0.96 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ 陶器，瓦 第１A・１# 号用
排水路跡ˠຊ跡

４ ２ I ２h0 ̣－ 24 －˃Ｅ ත୻ܗ 1.06 × 0.80 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ 瓦 第１A・１# 号用
排水路跡ˠຊ跡

５ ２ I ２h0 ― ʦԁܗʧ 0.78 ×（0.66） 15 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 陶器，磁器，ガラス製品，
瓦 ―

６ ２ I ３h1 ̣－ 85 －˃̬ ପԁܗ 1.12 × 0.70 19 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 陶器，磁器，土師質土器，
瓦質土器，五徳，瓦

第１号石敷き，SA５，
PG̕ˠຊ跡

番号 器　種 ௕さ ްさ ܘ޸ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP ̕ 五徳 （10.5） 1.9 ～
3.1 － （109.5）௕石・石ӳ・᛽ ֎面ϔラ࡟り　٭部Λਊにして೪土ష෇で土୆ܗ成　上部 2/3

มࠇ ෴土中 PL13

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

126 土師質土器 火鉢 ʦ17.7ʧ 9.4 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 にͿいᒵ ී௨ ԑ部֎・内面ϔラຏき　ମ部֎面ॎ位の۳目ॆరޱ

ԣ位に෯４ᶱの௜線Λ４条　֎面ͭまみష෇，ޙ ෴土中 30ˋ

127 土師質土器 火鉢 ʦ16.8ʧ 6.6 ʦ12.8ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑ঢ়߭物 明੺׊ ී௨ ԑ部のޱ 1.5ᶲԼ，ԣ位に１条の௜線　ޱԑ部

と௜線の間Λϔラຏき ෴土中 30ˋ

28.8m 130 T46 T48

130 T46

T48

第１Ｂ号
用排水路跡

A A'

A A'

1
2

3

4

Ｉ２i0

０ ２m

－ 102 － － 103 －



遺物出土状況　陶器ย 25 ఺（碗６，土瓶１，ٸ須３，ശܗ༰器２，鉢ܗ༰器１，インク瓶１，甕３，土管１，

不明７），磁器ย 62 ఺（小ᆀ１，碗 45，က蓋１，蓋２，ٸ須３，土瓶２，സ置き１，ശܗ༰器１，鉢４，不

明２），土師質土器ย 13 ఺（鉢̕，甕４），瓦質土器ย１఺（鉢ܗ༰器），銭貨２఺（Ұ銭，五銭），మ製品̕

఺（ༀᣛ１，釘２，᭬１，不明５），石器・石製品４఺（࡟器１，３ݛ），瓦ย 5609 ఺（丸瓦 60，平瓦 81，桟

瓦 5336，༗ࠁ印桟瓦 89ʦຢ઒̕， 80ʧ，道۩瓦２，そのଞ 41），ガラス製品 31 ఺（蓋３，小瓶３，インク

瓶１，スϙイト３，不明 21），プラスチック製品４఺（三֯ఆ規１，ༀശ１，຃２）がग़土している。130・

第 93図　第５号土坑ग़土遺物࣮ଌ図（1）

土層解説
１　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子・瓦ยଟྔ，୸化物中ྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　瓦ยଟྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化物・石灰ヵඍྔ

３　灰 ׊ ৭　୸化物গྔ，ローϜཻ子・コンクリートยඍྔ
４　にͿいԫᒵ৭　ཻ࠭・ࡉ᛽ଟྔ

覆土　４૚に分૚できる。ଟ様なؚ༗物Λؚみ，ϒロックঢ়のଯ積ঢ়گΛࣔすことから，埋め໭されている。

128

129

130

T51

131

T46

T48

０ 10㎝

－ 104 －



T46・T48 は෴土中૚からग़土している。128・129・131・M18・M19・T45・T51 は෴土中からग़土している。

所見　時期は，ग़土遺物から，20 世لॳ಄～中༿にൺఆできる。ܗঢ়から，ຊདྷはஷ水ຟとして機ೳしてい

たと考えられる。ຊདྷの機ೳがఀࢭしたޙ，ഇغ土坑として用いられたとਪఆできる。

第 94図　第５号土坑ग़土遺物࣮ଌ図（2）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

128 磁器 小ᆀ 6.2 6.0 3.2 ៛ີ 灰ന ޷ྑ ୺൓ܗ　ମ部֎面஡ఠみ図　ʮ列ެ遺܇ʯʮΑい
஡は井޾　ి࿩八࿡五番ʯ　໏ ෴土中 100� ੉戸ܥ

PL18
129 陶器 碗 － （3.7） 4.8 ៛ີ　ಁ明釉 灰Φリーϒ ޷ྑ ֎・内面施釉　ମ部Լ୺ʮ၌˘ʯࠁ印，၌ָヵ ෴土中 30ˋ၌ָমヵ

PL11
130 磁器 က蓋 ʦ14.3ʧ（3.2） － ៛ີ 灰ന ޷ྑ ֎面Ѯにʮ師ʯ໏ ෴土中૚ 20ˋ　PL18

131 陶器 土瓶 10.8 11.7 10.8 ៛ີ　మ釉 灰੺ ޷ྑ ଆ面松文，ޙ面௽文　ఈ部ಉ৺ԁにࢦ಄ࠟ　֎
面ୟきঢ়Λఄする　మ瓶模฿ヵ ෴土中 90ˋ　PL11

第５号土坑ग़土遺物࡯؍ද（第 93・94 図）

番号 銭　種 ܘ ෯޸ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ ॳர年 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢ 18 五銭 1.85 － 0.12 （0.87） アϧミχウϜ 1940 ʮ大日ຊ　ত和े˘ʯʮ五銭ʯ໏　ย面に٠Ֆ文，
ย面にௗヵ　 ෴土中 PL13

̢ 19 Ұ銭 1.60 － 0.11 0.65 アϧミχウϜ 1941 ʮ大日ຊ　Ұ　ত和े࿡ʯʮҰ銭ʯ໏　ย面に෋࢜
と٠Ֆ文 ෴土中 PL13

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T45 瓦 ௗᦵ （25.7） 8.3 － － － － － － － － （10.6） ࠇ ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ 瓦౰面面औり ෴土中

T46 瓦 軒桟瓦 21.1 25.9 7.0 4.7 0.7 ̔ 13.5 2.4 0.5 0.7 10.5 ࠇ ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ ೹文ӈ　౜૲文 ෴土中૚ PL15

M18

M19

T45
０ 10㎝

０ ２㎝

－ 104 － － 105 －



位置　I ２h8 区から I ３h2 区，標高 28.4 ｍの平ୱな୆地上に位置している。

重複関係　第１号石敷き遺構Λ۷りࠐみ，第４号溝，第６号瓦溜まりに۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ北 3.4 ｍ，東੢ 10.3m のൣғに，̔か所のピットΛ確認した。

ピット　̔か所。௕ܘ 32 ～ 71ᶲ，୹ܘ 30 ～ 54ᶲのԁܗ・ପԁܗ・不ఆܗで，ਂさは７～ 43ᶲである。

第９号ピット群（第 95 図）

ピット土層解説（各ピット共通）
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣫۬・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　６ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ

７　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
11　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，大ԁ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した陶器ย６఺（碗４，土瓶１，甕１），磁器ย２఺（碗），瓦質土器ย１఺（甕），మ製

品２఺（釘），瓦ย 118 ఺（丸瓦１，桟瓦 117）が֤ピットからग़土している。いͣれ΋ࡉยのため図ࣔできない。

所見　時期は，ग़土遺物と౰࣍面が近代の整地૚であることから 19 世ل຤༿から 20 世ل中༿にൺఆできる。

　　ᶈピット群

　౰࣍面で，ピット群１か所Λ確認した。֤ピットのஅ面図Λࡌܝし，ৄࡉにͭいては文ষでղઆする。平面

図は౰࣍面の遺構શମ図でࡌܝする。

　　ᶉ遺構֎ग़土遺物（第２࣍面）（第 96 図）

　ここでऔり上͛ている遺物は，19 世ل代の遺物が主ମとなる。近世の遺物がଟ͘ग़土していることから΋，

౰࣍面が近世と近代のա౉期であることがӐえる。

第 95図　第̕号ピット群࣮ଌ図

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T48 瓦 軒桟瓦 （10.1）（11.8） － － － － － － － － 4.7 にͿい
੺׊ ௕石・石ӳ ී௨ 瓦 ౰ 面ʮ ʯ

印ࠁ ෴土中૚ PL15

T51 瓦 鬼瓦ヵ （10.0）（18.3） － － － － － － － － － ҉灰 ௕石・石ӳ・
ന৭ཻ子 ී௨ － ෴土中 PL15

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

120 磁器 碗 ʦ7.4ʧ （3.9） － ៛ີ 灰ന ޷ྑ ֎面Ѯにʮ師ʯ໏ I ２i9 10�　PL18

132 土師質土器 মԘ壺蓋 7.3 2.0 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී௨ 内面෍目ࠟ I ２K8 90�

133 土師質土器 মԘ壺蓋 ʦ8.0ʧ 2.0 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී௨ 内面෍目ࠟ I ２K8 40�

134 土師質土器 মԘ壺 － （3.8） 5.8 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ൘作り成ܗ I ２K8 40�

135 陶器 甕 － （5.8） － ௕石・石ӳ　మ釉 明੺׊ ޷ྑ ֎・内面施釉 I ２K8 ５� ৗ׈

第２࣍面遺構֎ग़土遺物࡯؍ද（第 96 図）

28.6mA

F F' G G'

A' B B' C D D' E E'C'

1

7 12

11 118

2
3 1 4 7

9
10
瓦留まり６

856 6

０ ２m

－ 106 －



第 96図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図

　（2）　近代遺構Ұཡද

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T57 瓦 鬼瓦 10.4 （15.3） － － － － － － － － （16.6） ઙԫ ௕石・石ӳ ී௨ ཪ面༗ݻ޸ఆ部
ష෇，釘ཹめヵ I ２h8 PL15

番号 器　種 ܘ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

DP ７ 弾碁石 1.9 － 0.6 1.86 ௕石 ද面φσ I ２K9 PL13

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

̢ 17 ం౛ （9.5） 1.8 0.4 （13.3） మ ฑஅ面ํܗ　ਕஅ面ٯ三֯ܗ ― PL13

̢ 20 ම 2.8 1.2 0.3 2.6 ಔ அ面ํܗ I ２i0 PL13

ද 13　用排水路跡Ұཡද

番号 面࣍ 位　置 ޲　ํ ঢ়　ܗ
規　　　　模

அ　面 น　面 ෴　土 主 な ग़ 土 遺 物 උ　考
ॏ複関܎（ݹˠ৽）௕さ（ｍ）上෯（ｍ）Լ෯（ｍ）ਂさ（ᶲ）

1# ２ I ２h0 ～ I ２K8 ̣－ 30 －˃Ｅ ௚線ঢ় （12.4） 0.36 ～
0.52

0.12 ～
0.26 30 U ঢ়ࣈ ܏֎ 人ҝ － 第１A 号用排水路，S,163・164 ˠ

ຊ跡ˠ第３・４号瓦溜まり，S, ５
1#

（ຟ） ２ ̞２K9 ̣－ 30 －˃Ｅ ܗํ 1.16 × 0.98（௕࣠×୹࣠） 84 ശঢ় ௚立 人ҝ － －

３ ２ I ２h8 ̣－ 36 －˃Ｅ ௚線ঢ় （1.46） 0.56 － － ശঢ় ௚立 人ҝ － ఈ部はڽ灰ؠ，ଆ面
はՖቋؠΛ使用

４ ２ I ３h1 ～ I ３i3 ̣－ 57 －˃̬ ௚線ঢ় （8.30） 0.22 ～
0.32

0.06 ～
0.12 48 U ঢ়ࣈ ܏֎ 人ҝ － SD４，PG７・̔ ˠ

ຊ跡

120

134

133
132

135

M17

M20

T57

DP7

０ 10㎝
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５　遺構֎ग़土遺物（第１࣍面）（第 97・98 図）

　　第１࣍面で確認された遺物Λ，図版と࡯؍දで記ࡌする。

第 97図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（1）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻土・釉ༀ ৭　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

136 陶器 ఱ目஡碗 ʦ12.3ʧ（3.3） － ਫ਼ྑ　మ釉 ҉੺׊ ޷ྑ ֎・内面施釉 ද土 10� ੉戸・ඒ
ೱ　PL18

137 陶器 皿 － （1.5） ʦ6.8ʧ ਫ਼ྑ　௕石釉 灰ന ޷ྑ ֎・内面施釉　؏入　ࢤ໺ ද土 10� ඒೱ

138 陶器 Է皿ヵ － （9.6） － ௕石・ࡉ᛽　మ釉 ҉੺׊
੨ࠇ ී௨ ֎・内面施釉　ॎ位の௜線Λ入れたޙ，ԣ位の

௜線ΛॏͶてԷ目Λܗ成 ද土 ５�

139 陶器 土瓶蓋 ʦ5.6ʧ 2.1 － ௕石　మ釉 にͿい੺׊ ޷ྑ ֎面施釉　֎面ಉ৺ԁの௜線　内面ʮ三ବ஌ʯ
印ࠁ ද土 20� 在地ヵ

140 土師質土器 মԘ壺蓋 ʦ7.2ʧ 1.9 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 内面෍目ࠟ ද土 40�

141 土師質土器 মԘ壺蓋 ʦ7.8ʧ 1.7 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 内面෍目ࠟ ද土 10�

142 土師質土器 鉢 － （4.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面֯ϔラ࡟り　٭部ష෇ޙ，઀߹部ࢗಥ ද土 ５�

143 瓦質土器 香炉 ʦ11.6ʧ（3.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ ମ部֎面スタンプにΑるཕ文 ද土 10�

144 陶器 Ֆ生 ʦ12.8ʧ（9.4） － ਫ਼ྑ　௕石釉 灰ന ޷ྑ ֎面・ޱԑ部内面施釉　֎面మֆにΑる֨子目
文　؏入　ࢤ໺ヵ ද土 20� ඒೱ

PL18
145 陶器 皿 ʦ9.8ʧ 2.3 4.0 ௕石・᛽・

੺৭ཻ子　మ釉
灰ԫ׊

׊ ޷ྑ ֎面釉১きऔり　内面ॏͶমきにΑるಉ৺ԁঢ়
のണ཭ ද土 60� ࣣ面

PL18
146 陶器 擂鉢 － （6.6）ʦ15.0ʧ௕石・᛽ 明੺׊ ී௨ 見ࠐみ̔条Ұ୯位の擂り目 I ２h8 20� ヵࡖ

第１࣍面ग़土遺物࡯؍ද（第 97・98 図）

136

137

143

145

139

140

141

142

144 146
０ 10㎝
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第 98図　遺構֎ग़土遺物࣮ଌ図（2）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か ग़土位置 උ　考

TP10 瓦質土器 火鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
৭ཻ子ࠇ ׊ࠇ ֎面２条のོଳష෇　ོଳ間スタンプにΑるཕ文 ද土 PL12

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ ॏྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

210 器࡟ 2.9 3.1 1.2 12.1 ᘮᘨ ྆面調整　ࡉかい࿈続するपล調整Λ施す　 ද土 PL12

番号 器　種 上ܘ Լܘ ਊ๮ܘ޸ 高さ ॏྔ
（ᶵ） 質　　ࡐ 特　　　　௃ ग़土位置 උ　考

211 ஡ӓ（Լӓ） 19.4 ʦ33.2ʧ 1.9 9.8 （3.81） 安ؠࢁ 主溝２条・副溝 17 条ヵ ද土 PL12

番号 種別 器種 શ௕ શ෯
瓦౰部 文様区

৭調 ଻土 ম成 ख法の特௃ほか ग़土位置 උ考
ܘ֎ 内ܘ चܘ च数 ԣ෯ ॎ෯ 外区幅（上）外区幅（下） 高さ

T78 瓦 桟瓦 （6.9）（4.2） － － － － － － － － 1.6 灰 ௕石・石ӳ ී௨ 印ࠁ ද土

T79 瓦 桟瓦 （4.3）（3.9） － － － － － － － － 1.9 灰 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ී௨ 印ࠁ ද土

138

TP10

T78 T79

Q10

Q11

０ 10㎝

０ 10㎝

０ ３㎝
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第 99図　調査区北น土૚அ面図
土層解説
׊　１ ৭　ࡉ᛽ଟྔ，࣫۬গྔ
２　Φリーϒࠇ৭　瓦ย・࿃瓦ยඍྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
ࠇ　４ ׊ ৭　瓦ย中ྔ
５　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，୸化物ඍྔ
６　ᒵ ৭　೪土ϒロック中ྔ
׊　７ ৭　ཻ࠭・ࡉ᛽গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，中ԁ᛽ඍྔ
10　灰 ׊ ৭　小ࡅ石ଟྔ
11　҉ ׊ ৭　大ԁ᛽গྔ
12　Φリーϒࠇ৭　ম土ཻ子ඍྔ
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ
14　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　瓦ย中ྔ，୸化ཻ子গྔ
׊　16 ৭　೪土ϒロック・中ԁ᛽・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
17　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽・ম土ཻ子গྔ
׊　18 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ന৭ཻ子ඍྔ
19　にͿいԫ׊৭　コンクリートยগྔ，中ԁ᛽ඍྔ
20　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・ཻ࠭・ࡉ᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
21　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ
22　灰 ԫ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
23　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
24　Φリーϒࠇ৭ ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化物・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　25 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
׊　26 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ，ࡉ᛽গྔ
׊　27 ৭　ࡉ᛽中ྔ
28　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
29　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
׊　30 ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ
31　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ
32　明 ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ
׊　33 ৭　ローϜཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

׊　34 ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
׊　35 ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ
36　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・ࡉ᛽গྔ
37　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，大ԁ᛽ඍྔ
38　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，中ԁ᛽ඍྔ
׊　39 ৭ ᛽গྔ，ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔࡉ
40　にͿい׊৭　ローϜཻ子ଟྔ，中ԁ᛽中ྔ，ম土ཻ子গྔ
׊　41 ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
42　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ
43　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，೪土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
44　明 ׊ ৭　ローϜϒロック・೪土ϒロック・ࡉ᛽গྔ
ࠇ　45 ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ
46　にͿいᒵ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ࡉ᛽中ྔ
47　҉Φリーϒ৭　ࡉ᛽中ྔ，೪土ϒロックඍྔ
48　ᒵ ৭　ローϜϒロック・大ԁ᛽গྔ，೪土ϒロックඍྔ
׊　49 ৭　ࡉ᛽中ྔ，೪土ཻ子গྔ
50　҉Φリーϒ׊৭　ࡉ᛽গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
51　Φリーϒ׊৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
52　҉ ׊ ৭　中ԁ᛽・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　53 ׊ ৭　中ԁ᛽গྔ
ࠇ　54 ৭　੺৭ཻ子ඍྔ
55　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
56　҉Φリーϒ׊৭　ローϜཻ子গྔ
57　҉Φリーϒ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ۃ　58 ҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍ （ྔ59 ૚Αりకまりがڧい）
ۃ　59 ҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　60 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　61 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　62 ৭　ࠇ৭ύミスগྔ
ࠇ　63 ৭　੺৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　64 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ（60 ૚Αり೪ੑがڧい）
65　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ

29.2mA

A' A''

A'

1

8
14

28

29
31

38

石
7

4

撹　乱

撹乱

石敷き１

撹　乱

PG 6
P2

石

25 33

30 25 27 19 18 13 12

20
15 8

23
24

48

30
44

47
52

54

6060

61

5858 59

4 2
4 8 21

30
44

46

60

5345

21
27

16

22

5
21
39

44

48 49

PG 6
P10

54
52 52

36
37

17 21

6

30

60

25 31

32 3433

30 30 25 26 21 6 25 25

5
21

108 42

911
26

29 30

42

39
44
48

52

54

60

62

63

64
65

35 39

41

54

57

6

SF 1 SF 1

SD 3

SD 2

SK 21SD 4

SD 3

P

38

40

55

56

60

61

14
3

8

石

石

6
8

35

40

55 51 50
52

43

21
29

用排水路跡３

用排水路跡４

用排水路跡１Ｂ

用排水路跡
１Ａ

盛土

27

盛土

０ ２m

－ 110 －



第 100 図　水戸城跡調査区位置図
　　　 （水戸城શମ図はh ৗ཮ࠃ水戸城ֆ図（ɦࠃ立ެ文書館蔵）Λࢀ考に作成，平成 22 年度水戸市教育ҕһ会調査区位置図は水戸市教育ҕһ会ఏڙ）

30

平成 18年度
茨城県教育委員会調査区平成 18年度
茨城県教育委員会調査区 平成 20年度調査区

平成 20年度
茨城県教育財団調査区

平成 20年度
茨城県教育委員会調査区

C区C区

B区B区 A区A区

平成 22 年度

　調査区

平成 22年度
茨城県教育財団調査区

大手橋大手橋

A区

平成 22年度
水戸市教育委員会調査区

平成 20年度
水戸市教育委員会調査区

○印　平成 18年度
　　　水戸市教育委員会調査区

̌ ���̼

30

　平成 18･20 年度 茨城県教育委員会調査地点
　平成 20年度 茨城県教育財団調査地点

　平成 22年度 茨城県教育財団調査地点

　平成 18･20･22 年度 水戸市教育委員会調査地点

三の丸

二の丸

本丸

東二の丸

■■

▲

●

●

▲

■
大手橋
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第 101 図　水戸城跡近世（第３～５࣍面）遺構શମ図
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　　　第４અ ま と め

１　はじめに

　౰調査区Ұଳは，ח૔時代から明࣏時代にかけて，居館・城ֲ，そして教育施設へと，改मΛ܁りฦしながら，

࿈໖と土地利用されてきた。今回の調査で，基ૅ地業面・整地面Λؚめて大き࣍͘̕面Λ確認した。ࣗવଯ

積૚の上面である第࣍̕面以߱，ݱ在の地ද面にࢸるまで，す΂てが改मにΑる人ҝ的な੝土であり，大規

模な改मの様子がӐえる。特に今回の調査は，徳઒ࢯ入城以ޙの，水戸城二の丸御殿跡Λ調査したॳめての

事ྫであり，これまでৄࡉが明らかではなかった御殿のҰ୺Λ確認することができた。以Լ，֤࣍面͝とに

確認された遺構と遺物Λ֓؍し，改मの記録とのর߹から֤࣍面の時期Λଊえ，その中で近世の特௃的な遺

構にͭいて考࡯し，まとめとする。

面の様૬֤࣍　２

（1）第࣍̕面

　̕世ل中༿にൺఆできる第１号住居跡，第３号溝跡と，中世にൺఆできる第１号火葬土坑が確認できた。

平安時代と中世の遺構がಉじ面で確認できたことから，౰࣍面はࣗવଯ積૚の上面である。第１号火葬土坑

の時期は，ܗঢ়から 15 世ޙل൒以߱とਪఆできる１）が，ग़土している遺物がগྔなため，ৄࡉな時期は明

確ではない。౰࣍面の遺構ٴͼ遺構֎で確認できた遺物は，土師器と須恵器が大൒Λ઎め，中世にൺఆでき

る陶器などのग़土がわͣかである（ද 14 。（রࢀ

（2）第̔࣍面

　౰࣍面は，第࣍̕面上に構築されており，改मの࠷ॳ期と考えられる。確認できた遺構は，第２号柱穴列

跡（̣－ 38 －˃Ｅ）や第２号ピット群などで，౰࣍面が生׆面として機ೳしていたか൱かΛ൑அすることは

陶器ยや土師質の小皿がわͣかながら確࢈׈೉である。ग़土遺物は，土師器と須恵器が主ମであるが，ৗࠔ

認できた。時期Λൺఆできる遺物がগྔであり，時期Λ明確にすることは೉しいが，第１号火葬土坑が埋め

໭されて౰࣍面が構築されていること，土師質小皿の時期が 15 世ޙل༿から 16 世ل前༿の΋のとܗঢ়が近

面は࣍していることから，౰ࣅ 15 世ޙل༿から 16 世ل前༿に構築されたとਪఆできる２）。

（3）第７࣍面

　第１号井戸跡や第２号溝跡などが確認できたことから，౰࣍面は生׆面として機ೳしていたとਪఆできる。

第１号井戸跡からは，土師質の内耳鍋や陶器ยなどがग़土している。内耳鍋はਂさのあるܗঢ়で，11 はఈ

部が丸ఈとਪఆでき，15 世ޙل༿から 16 世ل代の΋のと考えられる３）。ڞ伴する੉戸・ඒೱܥ陶器は，౻

ᖒྑ༞編年の大༼３期（1560 ～ 1590）の前൒にൺఆできる൓り皿にܗঢ়が近ࣅしている４）。しかし࢒ଘし

ているのが，ޱԑのҰ部分ͩけなので明確ではない。また，瓦のग़土は౰࣍面からである。いͣれ΋ࡉยの

ため，桟瓦か平瓦かのબ別はࠔ೉であるが，平瓦として記ࡌする。これらの遺物から，౰࣍面の時期は，֓

Ͷ 15 世ޙل༿から 16 世ل代とਪఆされる。

（4）第６࣍面

　第２号井戸跡，第３号柱穴列跡などが確認でき，౰࣍面が生׆面として機ೳしていたことがӐえる。第３

　ද 14 に֤࣍面のग़土土器ٴͼ瓦の数ྔΛ記ࡌする。数はഁย数であるが，ग़土遺物のม化と数ྔのਪҠ

Λଊえるࢿྉとしたい。また，第 102 図は֤࣍面のग़土土器Λࡌܝした΋のであり，編年Λࣔす΋のではない。
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号柱穴列跡は，ೆ੢・北東࣠（̣

－ 33 －˃Ｅ）にฒんでいる。第２

号井戸跡からは，Ӭָ௨ๅ，土師

質の小皿などがग़土している。֤

１఺ͣͭのため，時期Λ特ఆする

ことはࠔ೉であるが，第４号ピッ

ト群ٴͼ遺構֎から，16 世ل前༿

から 17 世ل代にൺఆできる土師質

小皿などがग़土しており，ಉ時期

と考えられる。第７࣍面が 15 世ل

༿からޙ 16 世ل代であることΛ考

ྀすると，౰࣍面は，16 世ل代以

߱にൺఆすることができる。

（5）第５࣍面

　౰࣍面はࡉ᛽・中ԁ᛽Λ主ମと

して構築されている。土૚からは，

Ұに整地された様子が確認できۉ

ないことから，第４࣍面に伴う基

ૅ地業面とਪఆされる。確認でき

た遺構は，第１号石組み遺構，第

５号ピット群である。第１号石組

み遺構は，௕࣠ํ޲が̣－ 32 －˃

Ｅで，第４࣍面で確認できた第２

̖・２̗号石組み遺構と近ࣅして

いる。ग़土遺物はগྔであり，遺

物から時期Λ൑அすることはでき

ない。第５号ピット群ٴͼ遺構֎

からग़土した遺物の中で，37 は

16 世ޙل༿から 17 世ل前༿５），27６）・32・36 ７）は 17 世ل前༿の΋のとܗঢ়が類ࣅしている。また桟瓦が確認

され࢝め，ग़土ྔ΋ঃʑに૿Ճしている。ग़土遺物は，17 世ل前༿とਪఆできる΋のが主ମ的であり，౰࣍

面の構築時期Λࣔす΋のとଊえられる。

（6）第４࣍面

　౰࣍面では，石組み遺構２基，土坑７基，ピット群１か所Λ確認した。石組み遺構からは，࢒ଘ཰のྑい

土師質小皿ٴͼ皿がग़土している。ܗঢ়から 17 世ل中༿から 18 世ل代に位置ͮけられる土師質皿に類ྫが

は第２A޲ํ࣠。Λ要する౼ݕめられる̔）が，時期ܾఆには৻ॏなٻ 号石組み遺構が̣－ 29 －˃Ｅ，第２̗

号石組み遺構が̣－ 34 －˃Ｅであり，第１号石組み遺構とほぼಉじ࣠ํ޲である。ग़土遺物は土師質土器，

とりわけ皿類のग़土が֤࣍面の中で࠷΋ଟ͘，౰期にଟ用されていたことがӐえる。また桟瓦のग़土ྔ΋૿

Ճしているが，平瓦・丸瓦΋ଟ͘確認でき，ຊ瓦෪きから桟瓦෪きへҠ行しͭͭあったことが૝ఆできる。

種別 器種 第࣍̕面 第̔࣍面 第７࣍面 第６࣍面 第５࣍面 第４࣍面 第３࣍面 第２࣍面

土師器
（須恵器）

ᆀ 73（118） 36（43） 16（44） 13（̔） ４（７） 11（18） ̔ （４）
高୆෇ᆀ （３） （６） （１） （１）
高୆෇࿶ ２
高୆෇൫ （２） （１）

蓋 （̕） （３） （１） （１） （２） （２）
୹ᰍ壺 （１）

ࠋ ２
甕 147（62） 49（16） 33（18） 20（７） ５（３） 15（７） （１） １

灰釉陶器 ௕ᰍ瓶 ２ ２ ２

陶器
（磁器）

碗 １ （３） （１） １（７） ４（26） 12（26） 53（92） 27（110）
小ᆀ （１）
皿類 １ １ １ ４（２） ６（３） ６（４） ４（７）
٠皿 １ ２ １

౮明皿 １ １
香炉 １
鉢 ２（１） （１） ４（３） 30（２） ５（16）

擂鉢 １ １ ３ ４ ７ ２
水鉢 １

২໦鉢 １ １
蓋 １ １ １（２）

က蓋 １
壺 １ ２ ６ ２
甕 １ 12 ６ ５ 12 ̕ 16 14

土瓶 ２ １ 36（１） 10（３）
土瓶蓋 ２
須ٸ １ ２ ４（３）

須蓋ٸ ２
水஫ １ １

ちΖり １
ശܗ༰器 ２（１）

Ֆ生 １
സ置き １

インク瓶 １
ιέット ２

土管 14

土師質土器
（瓦質土器）

皿・小皿 ３ ̔ ７ 32 88 13 １
香炉 １
火鉢 （１） （４） ４（５） ̕（７） ３（２）
鉢類 （２） ２ １（２） ̕（６） 57（̔） 45（̔） 24（３）
鍋類 21 ７ 14（１） ７ 14

মԘ壺・蓋 １ ３
壺 １ ７
甕 １ ３（４） ４（１） 13（４） ６

ࣣྚ １

瓦
ʦࠁ印ʧ

丸瓦 ̕ 32 274 257 317
平瓦 37 39 94ʦ1ʧ 554ʦ1ʧ 479 221

桟瓦 192 611 2268 17150
ʦ101ʧ

ྠҧ瓦 １ 44ʦ4ʧ １
౩ࠐ瓦 １ ２ 26 １ １
൘ญ瓦 28 ２
鬼瓦 ２

ৼ瓦أ ２ 12
ௗᦵ １
不明 ３ 22 １

ද 14　遺物集ܭද（ද中の数ࣈは֤器種のഁย数の߹ܭΛࣔす）
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第 102 図　֤࣍面ग़土遺物のมભ（第２࣍面Λআ͘）
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２　水戸城改म࢙

　ここでは，౰地にॳめて居館Λ築いたとされるഅ৔ࢯから，ߐ戸ࠤ，ࢯ஛ࢯ，徳઒ࢯと，֤時代の改मの

。とするܠするためのഎ࡯面にͭいて考֤࣍，し，今回の調査で確認された؍Λ中৺に࢙֓ྺ

౰࣍面は，第５࣍面の上に構築されていることΛ考ྀすれば，17 世ل前༿以߱から 18 世ل代にൺఆできる。

（7）第３࣍面

　౰࣍面はローϜΛ主ମとする化হ土が施されており，ڽ灰ؠの੾石で構築された用排水路跡や柱穴列跡な

ど，生׆面として機ೳしていたことがӐえる遺構が確認できた。第４࣍面で確認された石組み遺構Λ明確に

ύックして構築されていることΛ考ྀすると，近世に二ͭの生׆面があったことが分かる。柱穴列跡にはҟ

なる間ईが確認でき，第４号柱穴列跡は，１間Λ６ई３ੇ（約 1.9m）とし，第５号柱穴列跡は１間Λ６ई

５ੇ（約 1.98m）としている。この間ईは，前者が中ژ間であり，ޙ者がژ間である。౷Ұがなされていな

いのは，মࣦなどでݐてସえ行うࡍに，ҟなる間ईが࠾用されたことが૝ఆできるが，今回の調査はݶられ

たൣғであるため，明確な上屋構଄の෮ݩにࢸる遺構が確認できͣ，ৄࡉは不明である。ग़土遺物は，土師

質の皿類のग़土ྔがݮগし，陶磁器類へと使用の中৺がҠ行している様子が確認できる。陶器は，ࣣ面মや

松Ԭমなど 19 世ل以߱の遺物が確認でき，౰࣍面が 19 世ل以߱に機ೳしていたことがӐえる。瓦は桟瓦の

ग़土ྔがඈ༂的に৳ͼ，この時期の水戸城は，桟瓦෪きの؍ܠΛ城Լにࣔしていたことが૝ఆできる。

（8）第２࣍面

　౰࣍面からは，陶製土管が埋設された用排水路跡や，コンクリートΛ用いた土坑などが確認できた。またʮ師ʯ

の໏が入った師ൣ学校に関࿈するとਪఆできる磁器がग़土しており，近代以߱に機ೳしていたことが確認でき

た。第１̗号用排水路跡は，第１̖号用排水路跡の௚上に構築されている。౰࣍面で確認できた遺構は，水戸

城の二の丸御殿と࣠ํ޲が近ࣅしており，水戸城の二の丸御殿とಉじ࣠ํ޲でݐ物が଄られていたことが分かる。

ද 15　水戸城改म年ද（財団報告第 329 集Λ基に作成）

時
代

西
暦

年
号

出
来
事

鎌
倉

１
１
９
３
建
久
四

馬
場
資
幹
、
常
陸
大
掾
に
任
命
さ
れ
、
徳
川
期
の
本
丸
付
近

に
館
を
築
く
。

室
町

１
４
０
０
応
永
七

馬
場
氏
が
居
館
の
修
築
を
行
う
。
江
戸
時
代
に
城
門
の
建
て

替
え
が
行
わ
れ
た
際
、
中
御
門
の
肘
木
の
内
面
に
「
応
永
七

辰
建
始
」
と
い
う
銘
文
が
見
つ
か
り
判
明
。

１
４
２
６
応
永
三
十
三

江
戸
通
房
、
馬
場
大
掾
満
幹
の
留
守
中
に
城
を
占
拠
す
る
。

江
戸
氏
の
居
館
が
築
か
れ
た
部
分
を
「
内
城
」、
有
力
家
臣
や

職
人
・
商
人
が
居
住
し
て
い
た
部
分
を
「
宿
城
」
と
称
し
て

い
た
。
内
城
は
徳
川
期
の
本
丸
付
近
、
宿
城
は
同
じ
時
期
の

二
の
丸
付
近
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

安
土・

桃
山

１
５
９
０
天
正
十
八

佐
竹
義
宣
、
江
戸
重
通
が
城
主
で
あ
っ
た
水
戸
城
を
攻
め
落

と
す
。

１
５
９
１
天
正
十
九

佐
竹
氏
、
本
拠
を
太
田
城
か
ら
水
戸
城
へ
移
す
。
入
城
直
後

は
改
修
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

１
５
９
３
文
禄
二

佐
竹
義
宣
は
、
本
格
的
な
改
修
に
着
手
す
る
。
ま
ず
堀
や
土

塁
の
外
郭
整
備
を
進
め
、
そ
の
後
、
城
内
の
整
備
を
進
め
た
。

江
戸
氏
の
頃
に
本
丸
で
あ
っ
た
場
所
は
継
続
し
て
本
丸
と
し
、

新
た
に
整
備
し
た
。
ま
た
宿
城
と
称
さ
れ
て
い
た
場
所
に
自

身
の
居
館
を
新
築
す
る
。

江
戸

１
６
０
２
慶
長
七

佐
竹
氏
が
秋
田
に
移
封
後
、
徳
川
信
吉
が
入
城
し
、
藩
主
と

な
る
。

１
６
２
５
寛
永
二

初
代
徳
川
頼
房
、
水
戸
城
の
大
改
修
と
城
下
町
の
整
備
を
開

始
、
佐
竹
期
の
二
の
丸
を
本
拠
に
改
め
る
。

１
６
２
７
寛
永
四

本
丸
多
聞
・
二
の
丸
帯
曲
輪
・
田
町
水
門
の
普
請
を
開
始
。

１
６
２
９
寛
永
六

城
の
諸
門
が
完
成
。
こ
の
年
ま
で
に
城
の
外
郭
が
次
第
に
整

う
。

１
６
３
８
寛
永
十
五

三
の
丸
南
北
郭
門
な
ど
を
新
設
。
改
修
工
事
が
完
成
す
る
。

１
６
６
２
寛
文
二

二
代
徳
川
光
圀
、
笠
原
水
道
の
建
設
に
着
手
、
翌
年
完
成
。

１
７
９
６
明
和
六

六
代
徳
川
治
保
、
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
二
の
丸
御
殿
や
三

階
櫓
を
再
建
す
る
。

明
治

１
８
７
１
明
治
四

水
戸
城
廃
城
。

１
８
７
２
明
治
五

放
火
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
焼
失
す
る
。

１
８
８
８
明
治
二
十
一
尋
常
師
範
学
校
が
水
戸
城
跡
に
移
転
す
る
。

昭
和

１
９
４
５
昭
和
二
十

水
戸
大
空
襲
に
よ
り
、
三
階
櫓
な
ど
の
残
存
建
物
も
焼
失
す

る
。
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まで機ೳしていたとਪఆできる。

（3）第４・５࣍面

　第３࣍面の時期Λ，明和６年以߱と考えると，౰࣍面は，׮Ӭ 15 年（1638）に׬成した，徳઒期で࠷ॳ

に行われた改मの整地面であるとਪఆできる。౰࣍面でग़土している土師質皿は，17 世ل中༿から 18 世ل

面の構築までは࣍成から第３׬༿に位置ͮけられる΋のとਪఆでき，改मの時期と΋ໃ६はない。改मのޙ

158 年間あり，近世で࠷΋௕期間に౉り利用されていたことになる。౰࣍面の機ೳしていた時期は，׮Ӭ 15

年（1638）から明和６年（1796）とਪఆできる。第５࣍面は，第４࣍面に伴う基ૅ地業面であると考えられ，

౰期の改मが։࢝されたࠒの面である。

（4）第６࣍面

　౰࣍面の時期は，前ޙの࣍面との関܎やग़土遺物から，16 世لから 17 世ل前൒に位置ͮけられ，時期は

の二の丸御殿とほޙ入城ࢯが，徳઒޲とॏなる。確認できた第３号柱穴列跡の࣠ํࠒの居城であったࢯ஛ࠤ

ぼಉじであり，ಉじ࣠ํ޲でݐ物が築かれていたことがӐえる。徳઒期の城ֲ構଄の基ૅが，ࠤ஛期に築か

れたという૝ఆとのڞ௨ੑがײじられる。

（5）第７～࣍̕面

　第７࣍面は，15 世ޙل༿から 16 世ل代に位置ͮけられる。16 世ޙل༿のࠤ஛期に位置ͮけられる੉戸・

ඒೱ࢈陶器がग़土しており，ࠤ஛ࢯのࠒか，それ以前のߐ戸ࢯのࠒかの൑அは೉しいが，ࠤ஛ࢯの入城௚ޙ

　明確に時期Λҟにするのが，近世～近代へとҠ行する，第２・３࣍面間である。これらの࣍面Λ࣠に，改

मのྺ࢙Λরらし߹わͤながら，֤࣍面の時期Λݕ౼してΏ͘。

（1）第２࣍面

　౰࣍面は，ग़土遺物や遺構から，近代の整地面であることが分かる。水戸城のഇ城ޙ，茨城県ਘৗ師ൣ学

校が設けられており，ग़土遺物にಉ校でڅࢧされたと考えられる遺物がग़土していることから，౰࣍面はਘ

ৗ師ൣ学校期にൺఆできる。明࣏ 21 年（1888）に౰地にҠసしてから，ݱ在の茨城県立水戸第三高等学校

校ࣷがݐてられるまで，機ೳしていたと考えられる。

（2）第３࣍面

　近世に整地されたޙ࠷の面と考えられる。改मの記録にΑると，׮Ӭ 15 年（1638）に大規模な改मが׬成し，

明和６年（1796）に二の丸の火ޙࡂの改मが行われたとされており，౰࣍面の構築時期はޙ者にൺఆできる

であΖう。ࣣ面মや松Ԭমなど，19 世ل代に位置ͮけられる陶器がग़土していること΋，時期Λܾఆする

Ұͭのࠜڌとなる。౰࣍面は改मの行われた明和６年（1796）から水戸城がഇ城となった明４࣏年（1871）

　അ৔ࢯの居館ݐ設からਘৗ師ൣ学校のҠసまでのུ֓はදに記ࡌする。大規模な改मとしては࣍のΑうな

΋のが͛ڍられる。ৄࡉな時期は不明であるが，ߐ戸ࢯはࣗ਎の居館Λ置いたʮ内城ʯ（徳઒期のຊ丸෇近），

༗ྗՈਉや৬人・঎人が居住するʮ॓城ʯ（徳઒期の二の丸෇近）Λ築いた。ࠤ஛ٛએは文࿣２年（1593）

から，まͣງや土ྥの֎ֲ整උΛਐめ，ߐ戸ࢯのࠒにຊ丸であった৔所Λ継続してຊ丸とし，॓城Λ置いて

いた৔所にࣗ਎の居館Λ৽築した。徳઒期には，׮Ӭ２年～׮Ӭ 15 年（1625 ～ 1638）の徳઒པ๪にΑる改

म，明和６年（1796）の徳઒࣏อにΑるমࣦした三֊࿌や二の丸御殿のݐ࠶などが行われている。ߐ戸ࢯの

改मに関して，平成 18・20 年度に，水戸市立水戸第二中学校の校ࣷ改築に伴い行われた発۷調査で，様ʑな遺

構と，４m の੝土Λ伴うී੥が行われたことが確認されており，౰期の改मが大規模であったことがӐえる̕）。

面と改म記録の対応֤࣍　３
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は改मが行われていなかったことΛ考ྀすると，第７࣍面が構築されたのはߐ戸ࢯの時であり，ࠤ஛ࢯが入

城し，文࿣２年から改मΛ行ったため，第６・７࣍面の時期がҰ部ॏなるとਪఆされる。第̔࣍面は，時期

が明確ではないが 15 世ޙل༿から 16 世ل前༿とਪఆでき，ߐ戸ࢯのࠒに位置ͮけられるが，時期ܾఆのࠜ

面࣍はແ͘，第７ڌ面であったことΛཪ෇けるࠜ׆となる遺物がগྔであるため，明確ではない。また生ڌ

とಉじ時期の地業面のՄೳੑ΋考えられる。第࣍̕面は改मが行われる以前のஈ֊である。火葬土坑が確認

できたことから，改मが行われる以前，おそら͘ 15 世ل຤༿以前は，ุҬであったことが૝ఆされる。第

の居館がଘ在していたࢯ面にかけて，അ৔࣍面から࣍̔̕ 12 世ل຤༿から 15 世ل中༿の遺物がग़土してお

らͣ，അ৔ࢯにΑる੝土Λ施すΑうな大規模な改मのࠟ跡は確認できなかった。

　౰調査区は中世から近代までの整地の様子Λ確認することができた。その中で΋，遺構・遺物ڞにଟ様な

のが，徳઒期の二の丸御殿がଘ在していた時期にൺఆできる，第３～５࣍面である。ֆ図面との対応から，

౰調査区が二の丸御殿のどこに位置するのかにͭいてݕ౼してΏ͘。

（1）二の丸御殿における౰調査区の位置

　౰地が二の丸御殿跡に位置することは，ݱଘするֆ図面などから൑அできる。しかし御殿のどこに౰たる

のかΛ஌るखがかりはগない。ݱ在の地図との対応がՄೳなࢿྉとして，ʮ茨城県師ൣ学校૑立五ेप年記

೦ࢽʯにࡌܝされているֆ図が͛ڍられる10）。これは師ൣ学校と二の丸御殿Λ対রさͤた΋ので，྽ެ（徳

઒੪ত）時代と記ࡌされており，ນ຤期の΋のと考えられる。御殿のৄࡉな部屋割りや名শは記されていな

いが，このֆ図にはॖईと大खޱދ，ڮなどがඳかれており，ݱ在の地図とのর߹がՄೳである。ここから

ਪଌすると，౰調査区は御殿のほぼ中央部に位置すると考えられる。しかしこのֆ図が࣮ࡍのॖईでඳかれ

た΋のなのか，֓ ུ図的にඳかれた΋のなのかΛݕ౼することはできͣ，あ͘まで΋૝ఆのҬΛ୤しಘない。

な部屋割図との対応ࡉৄ（2）

　二の丸御殿のৄࡉΛ஌るࢿྉとしてݸ人蔵の水戸城部屋割図（第 103 図）がある。このֆ図には，֤部屋

の名শや柱などがৄࡉにඳかれている。౰調査区は，この図の二ノ間・御書番所पลに位置すると考えられ

る。部屋割図の時期は不明であるが，औり上͛た二ͭのֆ図は，部屋割りや記されている名শがڞ௨しており，

ນ຤期の御殿Λඳいた΋のとਪఆされる。今回の調査では，第３࣍面がߐ戸時代ޙ൒に位置ͮけられ，ֆ図

のਪఆ時期とॏなる。確認できた柱穴列跡とֆ図面にඳかれている柱のฒͼΛݕ౼したが，確認できた遺構

がݶられており，ֆ図とのҰகΛみるにはࢸらなかった。また石組み遺構や，火に関わる施設と૝ఆされる

第 24 号土坑の位置や名শは確認できͣ，そのৄࡉΛֆ図から確認することはできなかった。

４　二の丸御殿部屋割り図と౰調査区の対応

　今回の調査で確認できた౰遺跡の特௃的な遺構として，ڽ灰ؠの੾石Λ用いた遺構がある。第１・２̖・

２̗号石組み遺構，第１̖・２号用排水路跡，第１号石敷き遺構がそれである。これらの遺構は，第３～５

しているので，ここではその類ྫやੑࡌはຊ文に記ࡉৄ。面で確認でき，いͣれ΋近世に位置ͮけられる࣍

֨にͭいてݕ౼してΏ͘。

（1）石組み遺構

　౰ॳ，石ࡐが組まれているঢ়گから井戸跡Λ૝ఆした。しかし࠷΋ਂさのある第２̖号石組み遺構でਂさ

約 1.7m でఈ面にୡし，༙水΋な͘，井戸跡とは考えに͘い。࣍にಉ遺構で，石組みの北東部にுりग़しঢ়

の੾石Λ用いた遺構にͭいてؠ灰ڽ　５
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の石組みが構築されており，ுりग़しが金Ӆしとしての機ೳΛ༗していると考え，トイレ遺構Λ૝ఆした。

石組み内の土৕αンプϧΛ࠾औし，د生஬ཛがݕग़できるか分ੳΛ行ったが，෇ষに記ࡌしたΑうに，د生

஬ཛはݕग़されͣ，土৕からトイレ遺構とੑ֨ͮけることはできなかった。トイレ遺構には，ټみऔりがՄ

ೳなΑうに甕やԳが設置されているྫがଟ͘，ຊ跡΋ಉ様であるならば，土৕からد生஬ཛがݕग़されなかっ

第 103 図　水戸城部屋割と調査区の対応図（約１ʗ 800）（໢෬ͤ部が調査区）
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　今回の調査で，中世から近代にかけて܁りฦされてきた水戸城跡の改मの様子Λ，確認することができた。

特に近世に関しては，徳઒ࢯ入城以ޙの改मの記録とのҰகがみられ，また二の丸御殿の様子Λ֞間見るこ

とができる石組み遺構や用排水路Λ確認できたことは，近世城ֲΛ஌る上でوॏなࢿྉとなる。改मの記録

と整地面の整߹ੑは，調査ൣғがݶられており，また中世に関してはग़土遺物がগྔであることから，ڧҾ

に݁ͼͭけたײは൱めない。今ޙの調査でৄࡉが確認され，今回の調査݁Ռがमਖ਼されながら΋，水戸城の

શ༰ղ明のҰ୺Λ୲うことができれば޾いである。

５　おわりに

ம
઒真Ұ編　hڱ（１ 日ຊの中世ุʱ高ࢤ書Ӄ　2009 年３月
２）๕լ༑തଞ　ʮ小幡城跡　前৽ງ遺跡　前৽ງ̗遺跡　ਡ๚ࢁ௩群　౻ࢁ௩　東関東ࣗಈं道水戸線（茨城ೆ̞̘～茨城̟̘
　　Ｔ）ݐ設事業地内埋蔵文化財調査報告書ᶙʯh 茨城県教育財団文化財調査報告 　ɦ第 314 集　2009 年３月　
　　小幡城跡の第１号ງ跡，第 144 号土坑からग़土している土師質小皿のܗঢ়に類ࣅしている。
３）ֽଜએ行　ʮ（Ծশ）水戸ড়水৔༧ఆ地内埋蔵文化財調査報告書ന石遺跡ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 82 集　
　　1993 年３月　第４号溝跡，第̔号井戸跡からग़土している内耳鍋のܗঢ়に類ࣅしている。
４）౻ᖒྑ༞　ʮ施釉陶器生ٕ࢈ज़の఻೻ʯh શࠃシンϙδウϜ　中世༼業のॾ૬～生ٕ࢈ज़のల։と編年～　発ද要ࢫ集 　ɦશࠃシン
　　ϙδウϜ　中世༼業のॾ૬～生ٕ࢈ज़のల։と編年～࣮行ҕһ会　2005 年̕月　౻ᖒࢯの੉戸・ඒೱ大༼製品編年に४ڌする。
５）ம４にಉじ
６） Ӭӽ৴ޗ　ʮ中世຤から近世ॳ಄のかわらけと内耳鍋ʯh 会第ڀݚ戸遺跡ߐ 21 回大会　発ද要ࢫ　近世ߐ戸のはじまり 　ɦ　　
会　2008ڀݚ戸遺跡ߐ　　 年２月　東ژӺ八ॏऱ北ޱ遺跡の 1264 号遺構，丸の内三丁目遺跡 52 号土坑ग़土の土師質皿のܗঢ়に
　　類ࣅしている。
７）Ҵ田ٛ߂　ʮ৽ળޫࣉ跡　࣡戸城跡　主要地ํ道大ચ༑部線道路改ྑ工事地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化
　　財調査報告ʱ第 256 集　2006 年３月　第２号஑跡ग़土の土師質小皿のܗঢ়に類ࣅしている。
̔）ம６ࡌܝの日ຊڮҰ丁目遺跡 10・11 面・12 面ग़土の土師質皿のܗঢ়に類ࣅしている。
̕）水戸市教育ҕһ会　h 水戸城跡（第５地఺・第６地఺）ݱ地આ明会ࢿྉ 　ɦ2008 年 11 月
10）田ޱඒ༤　h 茨城県師ൣ学校૑立五ेप年記೦ࢽʱ茨城ݒ師ൣላ校内水城校༑။　1928 年 10 月
11）大田区立ڷ土ത物館編　h トイレの考ݹ学ʱ東ژඒज़　1997 年５月
会編　hڀݚ戸ߐ（12 文館　2011߂戸の大名屋敷ʱ٢઒ߐ 年２月
13）水戸市教育ҕһ会　ʮּ原水道－第６10・࣍ 11・࣍ 発۷調査報告書－ʯh࣍ 水戸市埋蔵文化財調査報告 　ɦ第 36 集　2010 年３月

ݙ考文ࢀ
　・茨城県考ݹ学ڠ会中世シンϙδウϜ࣮行ҕһ会ʰ茨城県考ݹ学ڠ会中世シンϙδウϜ　茨城中世考ݹ学࠷前線～　編年と基
　　४ࢿྉ　第１分࡭　発දࢿྉ編　基४ࢿྉ編（県北・県央・ࣛ行・県੢地区）ɦ　2011 年１月
άϧープ　hڀݚ戸ग़土陶磁土器ߐ・　 シンϙδウϜ　ߐ戸ग़土陶磁器・土器のॾ໰୊　ᶗ　発ද要ࢫ 　ɦ1992 年 12 月
   ・（財）東ژ౎生涯学習文化財団ʮඌுൡ上屋敷跡遺跡ᶝʯh 東ژ౎埋蔵文化財センター調査報告ʱ第 97 集　東ژ౎埋蔵文化財
　　センター　2001 年３月
　・ ࣚཹ地区遺跡調査会　h ࣚཹ遺跡－ࣚཹ遺跡埋蔵文化財発۷調査報告書－ 　ɦ1996 年３月

たこと΋不ٞࢥではない11）。しかしਂさ 1.7m とトイレとしてはਂ͘，トイレ跡とするに΋ٙ໰఺がଟい。

石組み遺構が確認されている遺跡として，東ژ౎のࣚཹ遺跡やඌுൡ上屋敷跡遺跡がある。ࣚཹ遺跡で確認

された石組み遺構のੑ֨は明らかではないが，ඌுൡ上屋敷跡遺跡で確認された石組みຟは，石組み溝と࿈

݁して，Ӎ水のҰ時的なஷ水や排水，またトイレのศ૧として用いられていたとされており12），౰遺跡の石

組み遺構΋޿いҙຯでຟとしてଊえるがద౰であΖう。

（2）用排水路跡

　今回の調査で，２条のڽ灰ؠの੾石Λ用いた用排水路が確認できた。水戸ൡに関わるڽ灰ؠΛ用いた水路

跡ということで，ּ原水道との関࿈が૝ىされる13）。ּ原水道の石樋がఈ石の྆ଆ面にଆ石Λ立てて設置さ

れているのに対して，今回の調査で確認できた第１̖号用排水路跡の石樋は，Ԝࣈঢ়に੾りग़された石ࡐが

用いられている。また工۩ࠟ΋ּ原水道の石ࡐが５ᶲఔであるのに対して，ຊ跡で確認できた工۩ࠟは෯ 2.6

ᶲと͘ڱ，ࠩҟが認められる。ࣼ位に工۩ࠟが確認できることやその෯などは，౰遺跡の石組み遺構や石敷

き遺構に近い。用水路・排水路のどちらで用いられていたのかは൑વとはしないが，Ԝࣈঢ়に੾りग़された

，ঢ়のҧいはܗঢ়が，排水が࿙れग़さないためのॲ置とଊえるならば，排水路と考えられる。ּ原水道とのܗ

用్がҟなるために生じた΋のとਪଌされる。第２号用排水路跡は，ּ原水道ಉ様，ఈ石とଆ石が分かれて

いたと考えられるが，遺ଘঢ়گがѱ͘，ৄٴࡉͼੑ֨は明確でない。
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෇　　　ষ

水戸城跡のࣗવՊ学分ੳ

ύリノ・αーϰΣイ株式会社

はじめに

　水戸徳઒Ոの居城として஌られる水戸城跡は，ಹՑ઒がܗ成したԭ積௿地（ಹՑ઒௿地）おΑͼಹՑ઒のࢧ

ྲྀである河઒がܗ成したԭ積௿地にΑってըされた୆地上に立地する（ૣ઒，2004）。

　ຊ報告では，水戸城内の発۷調査でݕग़された近世の石組み遺構のੑ֨（トイレ遺構のՄೳੑ），石組み遺

構おΑͼԳ埋設土坑からग़土した施設ࡐに༝དྷするとみられる໦ࡐのथ種のݕ౼Λ目的として，ࣗવՊ学分ੳ

調査Λ࣮施した。

I. 生஬ཛ分ੳد

1. ྉࢼ

ྉは，石組み遺構（第２Aࢼ　 号石組み遺構）内Αり࠾औされた҉׊৭Λఄする೪土質シϧトである。なお，

今回の分ੳ調査では，د生஬ཛ分ੳの工ఔで確認できるՖค ŋ ๔子類の࢈ঢ়΋ؚめݕ౼Λ行った。以Լに，分

ੳํ法Λࣔす。

2. 分ੳํ法

生஬ཛ分ੳは，金原د　 ŋ 金原（1992）等Λࢀ考にॲཧΛ行った。ଯ積物 1cc あたり 10
000 ग़さݕମ以上ݸ

れるΑうな৔߹（金原 ŋ 金原，1994）は؆ศなํ法で࡯؍Մೳである。たͩし，分ੳにڙされた土৕ࢼྉのঢ়

ଶから，د生஬ཛの数がগないՄೳੑが૝ఆされたため，Ֆค分ੳに४じたํ法でد生஬ཛのೱ集Λ行った。

ྉࢼ　 10cc Λਖ਼確にടりऔり，水ࢎ化カリウϜにΑる泥化，ᝲ別，ॏӷ（ष化ѥԖ，ൺॏ 2.3）にΑる༗機物

の分཭のॱに物ཧ・化学的ॲཧΛ施し，د生஬ཛおΑͼՖค ŋ ๔子Λ分཭ ŋ ೱ集する。ॲཧޙの࢒ᕓΛఆ༰し，

άリセリンで෧入してプレύラートΛ作成し，400 ഒのޫ学ݦඍڸԼでプレύラートશ面Λ૸査してग़ݱする

શてのد生஬ཛならͼにਵ伴するՖค・๔子化石Λಉఆ・ܭ数する。݁Ռはݕग़ݸ数のҰཡでࣔす。さらに，

Ֆค化石はఆ法に基ͮいてग़ݱ཰Λࢉܭし，図ࣔする。

ฟ⌧⋡ࠊࡣᮌᮏⰼ⢊ࡣᮌᮏⰼ⢊໬▼⥲ᩘࠊⲡᮏⰼ⢊࣭ࢲࢩ㢮⬊Ꮚࡾࡼᩘ⥲ࡣ
୙᫂ⰼ⢊ࢆ㝖ࢆᩘࡃᇶᩘ࡚ࡋ࡜ⓒศ⋡࡛⟬ฟ1ࡣۑەࠋࡓࡋ㸣ᮍ‶ࠋࡍ♧ࢆ
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ද 1. Ֆค分ੳ݁Ռ　　　　　　　　　　　　　　 　3. ݁Ռ

　݁ՌΛද 1，図 1 にࣔす。土৕ࢼྉ（第２̖号石組み

遺構ᶺ 80）からはد生஬ཛはݕग़されなかった。Ֆค

化石は，อଘঢ়ଶがྑいݸମとѱいݸମがࠞ在し，ଯ積

物 1cc あたりのՖคྔは 1400 ݸ /cc ఔ度である。これ

は，Ֆค化石のอଘがྑいপ୔Ҭの泥質ଯ積物にൺ΂る

と 1/10 以Լである。また，Ֆค化石のอଘঢ়گからଯ

積ޙの経年ม化や෩化等のӨڹΛडけていると考えられ

る。

　確認されたՖค化石は，໦ຊՖคがଟ͘，その大部分

はϚπ属（特に複ҡ管ଋѥ属）である。このଞにスΪ属，

コφラ属コφラѥ属，カΤσ属，トチノΩ属，カΩノΩ

属等΋ݕग़される。૲ຊ類はશମ的にগないが，その中

で΋アカβՊとイωՊがൺֱ的ଟい。なお，イωՊՖค

中には࠿ഓ種のイω属がۇかに認められたほか，࠿ഓ২

物のιό属やΩュウリ属等΋ݕग़される。

4. 考࡯

　今回の分ੳ調査では，石組み遺構（第２̖号石組み遺

構）埋積物からはد生஬ཛはݕग़されなかった。そのた

め，د生஬ཛの࢈ঢ়からトイレ遺構のՄೳੑΛٴݴする

ことはࠔ೉である。

　なお，ಉࢼྉにおけるՖค化石群集は，໦ຊՖคΛ主

ମとし，Ϛπ属がଟ͘，࠿ഓ種の種類ΛؚΉという特௃

Λࣔした。このΑうなՖค化石群集は，関東地ํの近世

のଯ積物ではීว的にみられる組成であり，Ϛπ属のଟ

࣍は近世以߱の২生ഁյ等にΑり，Ϛπの২林や二࢈

林が関東地ํで૿大したことに༝དྷする（௰ほか，1986

など）と考えられる。また，Ϛπは૫ͤ地で΋育ち成௕

がૣ͘，໦ࡐは༗用でथܗ΋ඒしいことから，ఉ໦やޢ

される৔߹΋ଟい。中世຤から近世の࠿用として，২؛

城ֲやఉԂではϚπがΑ͘২えられていたことから（ඈ田，2002），近๣の২࠿に༝དྷするՄೳੑ΋ある。カ

ΩノΩ属΋ࣗ生する種類がؚまれるが，২࠿されることがଟい種類であることから，Ϛπ属とಉ様に২࠿のՄ

ೳੑがある。このଞに確認された໦ຊ類は，ݱ在で΋पลのࢁ໺に生育する分類群であることから，पลの৿

林২生に༝དྷすると考えられる。Ұํ，イωՊ，アカβՊ，ϤモΪ属等の૲ຊ類は，人ཬ等の։けた৔所に૲

地Λͭ͘るࡶ૲等であることから，城内やपลに生育していたと考えられる。また，イω属，ιό属，Ωュウ

リ属等の࠿ഓ২物のՖค化石がݕग़されたことから，पลҬにおける࠿ഓ΋ࣔࠦされる。

分類群
໦ຊՖค

モミ属 3 
Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属 171 
Ϛπ属（不明） 66 
スΪ属 9 
クϧミ属 1 
クϚシσ属－アαμ属 1 
カόノΩ属 2 
ϋンノΩ属 1 
ϒφ属 1 
コφラ属コφラѥ属 1 
χレ属－έϠΩ属 1 
カΤσ属 1 
トチノΩ属 1 
アΦΩ属 1 

૲ຊՖค
カΩノΩ属 1 
イω属 6 
イωՊ 30 
カϠπリάαՊ 1 
Ϣリ属 1 
αφΤタσઅ－ウφΪπカミઅ 2 
ιό属 1 
アカβՊ 25 
φσシコՊ 2 
ΩンϙウήՊ 1 
アϒラφՊ 3 
アリノトウάα属 2 
ΦΦόコ属 1 
ΦミφΤシ属 1 
Ωュウリ属 1 
ϤモΪ属 4 
ΩクѥՊ 1 
不明Ֆค 1 

シμ類๔子
θンϚイ属 1 
ଞのシμ類๔子 31 

ܭ　߹
໦ຊՖค 261 
૲ຊՖค 82 
不明Ֆค 1 
シμ類๔子 32 
૯ܭ（不明Λআ͘） 375 

ଯ積物 1cc あたりのݸ数
Ֆค ŋ シμ類๔子 1400 
生஬ཛد －

第２̖号石組み遺構
No.80　

－ 122 －



II. थ種ಉఆ

1. ྉࢼ

ྉは，石組み遺構（第２Aࢼ　 号石組み遺構）からग़土した（ຝ目）൘ঢ়の໦ยと，Գ埋設土坑（S,24）か

らग़土した（൘目）൘ঢ়の໦ยの 2 ఺である。石組み遺構の໦ยは，遺構内ΑりંॏなるΑうにग़土している

が，ঢ়ଶがѱ͘，ࡉย化しているため，ຊདྷの大きさやܗঢ়は不明である。また，Գ埋設土坑からग़土した໦

ยは，ग़土ঢ়گからԳଆ൘とਪఆされる。

2. 分ੳํ法

　ం౛Λ用いて໦ޱ（ԣஅ面）・ຝ目（์ࣹஅ面）・൘目（઀線அ面）の 3 அ面のెख੾ยΛ作成し，ガϜ・ク

ロラーϧ（๊水クロラーϧ，アラϏアΰϜค຤，άリセリン，ৠཹ水のࠞ߹ӷ）で෧入し，プレύラートとす

る。プレύラートは，生物ݦඍڸで໦ࡐ組৫の種類や഑列Λ࡯؍し，その特௃Λݱ生標ຊとൺֱして種類Λಉ

ఆする。なお，໦ࡐ組৫の名শや特௃は，ౡ地・ҏ東（1982）や Richter ଞ（2006）Λࢀ考にする。

3. ݁Ռ

　石組み遺構（第２A 号石組み遺構）おΑͼԳ埋設土坑（S,24）からग़土した൘ঢ়の໦ยは，いͣれ΋਑༿

थのϚπ属複ҡ管ଋѥ属にಉఆされた。以Լに，ղ๤学的特௃等Λ記す。

・Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属（Pinus subgen. DiploYylon）　ϚπՊ

，やや؇やかで～ٸ部へのҠ行はࡐ部から൩ࡐ道で構成される。Ծ道管のૣࢷ組৫はԾ道管とਨ௚थ޲ํ࣠　

൩ࡐ部の෯は޿い。ਨ௚थࢷ道は൩ࡐ部に認められる。์ࣹ組৫は，Ծ道管，ॊࡉ๔，水平थࢷ道，Τピセリ

ウϜࡉ๔で構成される。分໺น޸は૭ঢ়となる。์ࣹԾ道管内นにはࣃڒঢ়のಥىが認められる。์ࣹ組৫は

୯列，1-10 。๔高ࡉ

4. 考࡯

　石組み遺構（第２A 号石組み遺構）おΑͼԳ埋設遺構（S,24）からग़土した൘ঢ়Λఄする໦ยは，いͣれ

΋਑༿थのϚπ属複ҡ管ଋѥ属であった。Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属の໦ࡐは，ܰ ೈでՃ工は༰қであるҰํ，ڧ度・

อଘੑがൺֱ的高いことから，Ճ工やอଘੑΛ考ྀした໦ࡐ利用のՄೳੑが考えられる。

　茨城県内では，ҴԬ遺跡（ͭ͘ば市）や࣡戸城跡（ּ間市）等で 16 ～ 17 世ࠒلのԳΛ対৅とした分ੳ調査

が࣮施されており，਑༿थのώノΩが確認されている（財団法人茨城県教育財団，2002ʀೳ城，2006）。また，

近世のϚπ属複ҡ管ଋѥ属の利用にͭいてみると，鉢ܗ地区条ཬ遺跡（ࣛچౡொ）では൘ঢ়製品，๮ঢ়製品，ߌ，

ೆ前׎，ฑ，Լବ܃ # 遺跡（北茨城市）では井戸࿮，࣡戸城跡では敷居，柱，Լବ，不明品等に確認されて

いる（ླ໦・ೳ城，1990ʀ大成Τンδχアリンά株式会社，2005ʀೳ城，2006ʀύリノ・αーϰΣイ株式会社，

2006）。これらの事ྫから，౰֘期にはݐ築ࡐΛはじめとして土໦ࡐや施設ࡐ等のほか，਎近な໦製品に΋Ϛ

π属が利用されていたことがࣔࠦされる。
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図版１　Ֆค化石

1ɽϚπ属複ҡ管ଋѥ属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80） 2ɽカΩノΩ属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80）
3ɽイω属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80） 4ɽιό属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80）
5ɽイωՊ（第２̖号石組み遺構ʀNo.80） 6ɽΩュウリ属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80）
7ɽアカβՊ（第２̖号石組み遺構ʀNo.80） 8ɽΦΦόコ属（第２̖号石組み遺構ʀNo.80）
9ɽアϒラφՊ（第２̖号石組み遺構ʀNo.80）
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1a 1c1b

100μm:a

50μm:b,c

図版２　໦ࡐ

1ɽϚπ属複ҡ管ଋѥ属（S,24ʀNo.41）
　a：໦ޱ，b：ຝ目，c：൘目
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PL1

第9次面完掘状況

第３号溝跡遺物出土状況

第１号住居跡完掘状況 第１号住居跡竈遺物出土状況

第１号火葬土坑完掘状況



PL2

第 １ 号 井 戸 跡

完 掘 状 況

第 ８ 次 面

完 掘 状 況

第 ７ 次 面

完 掘 状 況



PL3

第 ６ 次 面

完 掘 状 況

第 ２ 号 井 戸 跡

完 掘 状 況

第１号石組み遺構

完 掘 状 況



PL4

第２Ａ号石組み

遺 構 完 掘 状 況

第 ４ 次 面

完 掘 状 況

第２Ａ･２Ｂ号石組み

遺構，第24号土坑

完 掘 状 況



PL5

第２A号石組み遺構板材出土状況

第24号土坑遺物出土状況

第36号土坑遺物出土状況

第２B号石組み遺構遺物出土状況

第24号土坑桶出土状況

第36号土坑完掘状況



PL6

第1A号用排水路跡

遺 物 出 土 状 況

第 ３ 次 面

完 掘 状 況

第1A号用排水路跡

凝灰岩出土状況



PL7

第１号石敷き遺構

完 掘 状 況

第１号石敷き遺構

遺 物 出 土 状 況

第２号用排水路跡

完 掘 状 況



PL8

第２次面完掘状況

第１号道路跡花崗岩出土状況

第１Ｂ号用排水路跡完掘状況 第１Ｂ号用排水路跡レンガ製桝出土状況

第５号土坑遺物出土状況



PL9

第̍߸ॅډ跡ɼ第̍߸Ҫ戸跡ɼ第̏߸ߔ跡ɼ第36ɾ�6�߸౔޵ɼ第̐ɾ̑߸ϐοτ܈ɼҨߏ֎ग़౔౔ث
ʦ第̐ʙ࣍̕໘ʧ

4%̏�̑

*̎J��32

Ҩߏ֎�̓

4&̍��2 4&̍��3

*̎J����

4*�̍�̏

4*�̍�̐

1(̑�12��2�

*̎J��36*̎I��̕

1(̐�13��23 *̎J���� 4,36�6�

*̎K���3 4,�6��2�



PL10

第̎"ɾ̎#߸ੴ૊ΈҨߏɼ第̒߸ϐοτ܈ग़౔౔ثʦ第̐࣍໘ʧ

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎"߸ੴ૊ΈҨ��2ߏ 第̎"߸ੴ૊ΈҨ��3ߏ

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎"߸ੴ૊ΈҨ��6ߏ 第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ���

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ���

第̎#߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎#߸ੴ૊ΈҨ�6ߏ� 第̎#߸ੴ૊ΈҨ�6ߏ�

第̎#߸ੴ૊ΈҨ�62ߏ 1(̒�1̒�3�

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ��� 第̎"߸ੴ૊ΈҨ��6ߏ



PL11

第̎߸༻ഉ水࿏跡ɼ第̍߸ੴෑ͖Ҩߏɼ第̒߸ཷנ·Γɼ第̑ɾ2�ɾ36ɾ3�߸౔޵ɼ第̑߸ϐοτ܈ɼ
Ҩߏ֎ग़౔౔ثʦ第̎ʙ̑࣍໘ʧ

1(̑�12��2� 4,3���� 4,36���

4,̑��2�

4,2��63

4,̑��3�

第̍߸ੴෑ͖Ҩ���6ߏ *̎K�����

第̒߸ཷנ·Γ��2�

第̎߸༻ഉ水࿏跡���

4,36��2



PL12

第36߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔౔ثɼ第̏߸ߔ跡ɼ第̍"߸༻ഉ水࿏跡ɼ第���߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔ੴثɾੴ
੡඼ʢث࡟ɾ஡ӓɾ౐ੴɾੴඉɾ֖ʣʦ第̍ɾ̏ʙ̑ɾ̓ɾ࣍̕໘ʧ

*̎J��51̍

*̎J��51̎ 4,36�51̑ *̎J��51̏

*̏I3�51̐ *̎J��51̒

*̎K��51̔ Ҩ�51֎ߏ��

Ҩ�2֎ߏ��

4%̏�2̍

第̍"߸༻ഉ水࿏跡�2̒ɾ2̓

4,����2̕

Ҩ�2֎ߏ��



PL13

第̒߸ཷנ·Γɼ第36߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔౔੡඼ʢޒಙɾట໘ࢠɾ஄ޟੴʣɼ第̎߸Ҫ戸跡ɼ第̎"߸
ੴ૊ΈҨߏɼ第̑ɾ36߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔ۚଐ੡඼ʢఝɾݤɾමɾం౛ɾԎ؅ɾમ՟ʣɼ第̎"߸ੴ૊
ΈҨߏग़౔Ψϥε੡඼ʢখۄʣʦ̎ʙ̒࣍໘ʧ

4,36�%1̏ *̎I��%1̎

第̒߸ཷנ·Γ�%1̕*̎K��%1̒*̎I��%1̑ *̏I��%1̔*̎K��%1̓

4,36�.�24&̎�.̏ 4,36�.�� 4,36�.�3 4,36�.��

4,̑�.�� 4,̑�.��

4,36�.̐

4,36�.̑ Ҩߏ֎�.̔ Ҩߏ֎�.̓

4,36�.̒

*̎K��.̕
第̎"߸ੴ૊ΈҨߏ�.̎

Ҩߏ֎�.��

4,36�.�� *̎J��.2�
第̎"߸
ੴ૊ΈҨߏ�(̍



PL14

4,�6��5̏ 4,36�522 4,36�5��

4,36�52�*̎K��52�

4,36�5�6

4,36�5��

第̎"߸ੴ૊ΈҨ�5ߏ��

4,36�5��

4,36�5��

4,36�5��

4,�6��5̐

*̎J��5̔

*̎I��5̒

1(��1���5̎

4"̏�1̒�5̍

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏɼ第36ɾ�6�߸౔޵ɼ第̏߸ப݀ྻ跡ɼ第̐߸ϐοτ܈ɼҨߏ֎ग़౔נʢנؙݢɾ
໘ʧ࣍ʣʦ̐ʙ̒נࠐɾ౩נɾྠҧנฏݢ



PL15

第̍߸ಓ࿏跡ɼ第̍߸ੴෑ͖Ҩߏɼ第̑ɾ��ɾ2�߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔נʢَנɾݢฏנɾנࢅݢɾ൘
ญנɾฏנɾנࠐݢɾෆ໌נʣʦ̎ʙ̐࣍໘ʧ

4,̑�5��4'̍�5�2

4,̑�5��

4,̑�5�6

*̎I��5��

4,���533 *̎I��53�

第̍߸ੴෑ͖Ҩ�52ߏ�

4,2��5�2ɾ5�3 *̎K��52�

第̍߸ੴෑ͖Ҩ�532ߏ

第̍߸ੴෑ͖Ҩ�52ߏ� 第̍߸ੴෑ͖Ҩ�53ߏ�



PL16

*̎I����

第̎"߸ੴ૊ΈҨߏɼ第36߸౔޵ɼ第̐ɾ̑߸ϐοτ܈ɼҨߏ֎ग़౔౔ثʦ第̐ʙ̓࣍໘ʧ

1(̐�1���22

第̎"߸ੴ૊ΈҨ��6ߏ*̏I2�3�

4,36�6� 4,36�6� *̎J����

*̎J��3� *̎J��3� 1(̑�1���26



PL17

*̎J����

第̎߸༻ഉ水࿏跡ɼ第̍߸ੴෑ͖Ҩߏɼ第��ɾ36߸౔޵ɼ第̐߸ப݀ྻ跡ɼҨߏ֎ग़౔౔ثʦ第̏ɾ
໘ʧ࣍̐

*̎K����

第̍߸ੴෑ͖Ҩ��64ߏ,������

4,36��3

第̍߸ੴෑ͖Ҩߏ���

第̍߸ੴෑ͖Ҩߏ����

第̎߸༻ഉ水࿏跡��3 第̍߸ੴෑ͖Ҩߏ��� 第̍߸ੴෑ͖Ҩߏ����

4"̐�1̓��� *̎K����6



PL18

第̍"ɾ̍#߸༻ഉ水࿏跡ɼ第̑߸౔޵ɼҨߏ֎ग़౔౔ثʦ第̍ʙ̏࣍໘ʧ
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事に伴う事前
調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
水 戸 城 跡 集落跡 平安時代 竪穴住居跡　　  １軒

溝跡　　　　　  １条
柱穴列跡　　　  １条
ピット群　　  １か所

土師器，須恵器，灰釉陶器，
石製品（蓋ヵ）

城館跡 中 世 火葬土坑　　　  １基
炉跡　　　　　  １基
井戸跡　　　　  ２基
溝跡　　　　　  ２条
土坑　　　　　  ５基
柱穴列跡　　　  ２条
ピット群　　  ３か所
不明遺構　　　  １基

土師質土器（小皿・内耳鍋・
火鉢・鉢），
瓦質土器（火鉢・鉢・香炉），
陶器（皿・鉢・壺・甕），
金属製品（釘・銭貨）

近 世 石組み遺構　　  ３基
用排水路跡　　  ２条
石敷き遺構　　  １基
土坑　　　　　  10基
柱穴列跡　　　  ２条
ピット群　　  ４か所

土師質土器（皿・内耳鍋・火鉢・鉢・壺・
甕），瓦質土器（火鉢・鉢），陶器（碗・
皿・擂鉢・土瓶・甕），磁器（碗・皿），
土製品（五徳・泥面子・弾碁石），
金属製品（釘・鍵・煙管・銭貨），瓦，
石製品（石樋），ガラス製品（小玉）

学校跡 近 代 用排水路跡　　  ３条
道路跡　　　　  １条
溝跡　　　　　  １条
瓦溜まり　　　  ６基
土坑　　　　　  １基
ピット群　　  １か所

陶器（碗・蓋・土瓶），磁器
（碗・皿・蓋・土瓶），瓦（桟
瓦・鬼瓦），
金属製品（銭貨），
ガラス製品（瓶），
プラスチック製品

要 約 　調査区は近世の水戸城二の丸御殿跡に位置し，御殿の柱穴や用排水路跡，石組み遺構など
の施設が確認できた。部屋割図との対応から，今回の調査区は御殿のほぼ中央に位置すると
考えられる。また中世から近世にかけて，水戸城は継続的に利用されており，その中で大規
模な整地事業が，複数回にわたり行われていたことが明らかになった。
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